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条 例  

 

 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る

。  

   平 成 30 年 ３ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 条 例 第 38 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 条 例 （ 昭 和 35 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 35 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 付 則 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 （ 平 成 30 年 度 か ら 平 成 35 年 度 ま で の 各 年 度 に お け る 後 期 高 齢 者 支  

 援 金 等 賦 課 総 額 等 の 特 例 ）  

19  平 成 30 年 度 か ら 平 成 35 年 度 ま で の 各 年 度 に お け る 第 12 条 の ２ 、

付 則 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 第 13 条 及 び 付 則 第

10 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 第 16 条 の ２ の 規 定 の 適 用

に つ い て は 、 第 12 条 の ２ 第 １ 項 第 １ 号 中 「 第 29 条 の ７ 第 １ 項 第 １

号 」 と あ る の は 「 附 則 第 ５ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た

同 令 第 29 条 の ７ 第 １ 項 第 １ 号 」 と 、 同 項 第 ２ 号 中 「 第 29 条 の ７ 第

１ 項 第 ２ 号 」 と あ る の は 「 附 則 第 ５ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替

え ら れ た 同 令 第 29 条 の ７ 第 １ 項 第 ２ 号 」 と 、 同 項 第 ３ 号 中 「 第 29

条 の ７ 第 １ 項 第 ３ 号 」 と あ る の は 「 附 則 第 ５ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ

り 読 み 替 え ら れ た 同 令 第 29 条 の ７ 第 １ 項 第 ３ 号 」 と 、 付 則 第 ３ 項

の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 第 13 条 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中

「 付 則 第 ３ 項 」 及 び 「 同 項 」 と あ る の は 「 付 則 第 19 項 の 規 定 に よ

り 読 み 替 え ら れ た 、 付 則 第 ３ 項 」 と 、 同 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え

て 適 用 さ れ る 同 条 第 １ 号 イ 中 「 第 69 条 」 と あ る の は 「 附 則 第 22 条

の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 法 第 69 条 」 と 、 「 及 び 介 護 納 付 金 」

と あ る の は 「 及 び 病 床 転 換 支 援 金 等 （ 法 附 則 第 22 条 の 規 定 に よ り

読 み 替 え ら れ た 法 第 69 条 に 規 定 す る 病 床 転 換 支 援 金 等 を い う 。 以

下 同 じ 。 ） 並 び に 介 護 納 付 金 」 と 、 「 同 条 」 と あ る の は 「 法 附 則

第 22 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 法 第 69 条 」 と 、 同 項 の 規 定 に

よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 号 エ 中 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 及 び 」

と あ る の は 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 及 び 病 床 転 換 支 援 金 等 並 び に 」

と 、 同 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 ２ 号 ア 中 「 後

期 高 齢 者 支 援 金 等 及 び 」 と あ る の は 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 及 び 病

床 転 換 支 援 金 等 並 び に 」 と 、 同 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ

れ る 同 号 イ 中 「 第 70 条 第 １ 項 」 と あ る の は 「 附 則 第 22 条 の 規 定 に

よ り 読 み 替 え ら れ た 法 第 70 条 第 １ 項 」 と 、 付 則 第 10 項 の 規 定 に よ



                     横 浜 市 報    号外第３ 平成30年３月30日 

4 

り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 第 16 条 の ２ 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 付 則

第 10 項 」 と あ る の は 「 付 則 第 19 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 、

付 則 第 10 項 」 と 、 同 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第

１ 号 中 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 」 と あ る の は 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等

及 び 病 床 転 換 支 援 金 等 」 と す る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 平 成 30 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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規 則  

 

 難 病 の 患 者 に 対 す る 医 療 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 を こ こ に 公 布 す

る 。  

   平 成 30 年 ３ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 規 則 第 31 号  

   難 病 の 患 者 に 対 す る 医 療 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則  

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  難 病 の 患 者 に 対 す る 医 療 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 26 年 法 律 第

50 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） の 施 行 に つ い て は 、 難 病 の 患 者 に 対

す る 医 療 等 に 関 す る 法 律 施 行 令 （ 平 成 26 年 政 令 第  358 号 ） 及 び 難

病 の 患 者 に 対 す る 医 療 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 平 成 26 年 厚 生 労

働 省 令 第  121 号 。 以 下 「 省 令 」 と い う 。 ） に 定 め る も の の ほ か 、

こ の 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 （ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 規 則 に お け る 用 語 の 意 義 は 、 法 の 例 に よ る 。  

 （ 支 給 認 定 の 申 請 ）  

第 ３ 条  省 令 第 12 条 第 １ 項 に 規 定 す る 申 請 書 は 、 特 定 医 療 費 支 給 認

定 申 請 書 （ 第 １ 号 様 式 ） と す る 。  

２  前 項 の 申 請 書 に は 、 省 令 第 12 条 第 ２ 項 第 １ 号 及 び 第 ３ 項 の 診 断

書 並 び に 同 条 第 ２ 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 書 類 の ほ か 、 市 長 が 別 に 定 め

る 書 類 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 申 請 内 容 の 変 更 の 届 出 ）  

第 ４ 条  省 令 第 13 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 届 出 書 は 、 特 定 医 療 費 支 給 認

定 変 更 届 出 書 （ 第 ２ 号 様 式 ） と す る 。  

 （ 指 定 医 の 指 定 の 申 請 ）  

第 ５ 条  省 令 第 16 条 第 １ 項 に 規 定 す る 申 請 書 は 、 指 定 医 指 定 申 請 書

（ 第 ３ 号 様 式 ） と す る 。  

 （ 指 定 医 の 指 定 の 更 新 申 請 ）  

第 ６ 条  指 定 医 は 、 省 令 第 17 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 更 新 を 受 け よ う

と す る と き は 、 指 定 医 指 定 更 新 申 請 書 （ 第 ４ 号 様 式 ） に よ り 市 長

に 申 請 す る も の と す る 。  

 （ 申 請 内 容 の 変 更 の 届 出 ）  

第 ７ 条  省 令 第 19 条 の 規 定 に よ る 届 出 は 、 指 定 医 変 更 届 出 書 （ 第 ５

号 様 式 ） に よ り 行 う も の と す る 。  

 （ 指 定 医 の 指 定 の 辞 退 ）  

第 ８ 条  省 令 第 20 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 指 定 医 の 指 定 の 辞 退 は 、 指

定 医 辞 退 申 出 書 （ 第 ６ 号 様 式 ） に よ り 行 う も の と す る 。  
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２  前 項 の 指 定 医 辞 退 申 出 書 に は 、 市 長 が 別 に 定 め る 書 類 を 添 付 し

な け れ ば な ら な い 。  

 （ 医 療 受 給 者 証 ）  

第 ９ 条  法 第 ７ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 医 療 受 給 者 証 は 、 横 浜 市 特 定 医

療 費 （ 指 定 難 病 ） 受 給 者 証 （ 第 ７ 号 様 式 ） と す る 。  

 （ 医 療 受 給 者 証 の 再 交 付 の 申 請 ）  

第 10 条  省 令 第 27 条 第 １ 項 に 規 定 す る 申 請 書 は 、 医 療 受 給 者 証 再 交

付 申 請 書 （ 第 ８ 号 様 式 ） と す る 。  

 （ 特 定 医 療 費 の 請 求 ）  

第 11 条  支 給 認 定 患 者 等 は 、 特 定 医 療 費 の 支 給 を 受 け よ う と す る と

き （ 法 第 ７ 条 第 ７ 項 の 規 定 に 該 当 す る と き を 除 く 。 ） は 、 次 の 各

号 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 請 求 書 を 提 出

す る も の と す る 。  

 (1)  支 給 認 定 患 者 等 が 次 号 に 掲 げ る も の 以 外 の 特 定 医 療 費 の 支 給

を 受 け よ う と す る と き  特 定 医 療 費 請 求 書 （ 第 ９ 号 様 式 ）  

 (2)  介 護 保 険 法 （ 平 成 ９ 年 法 律 第  123 号 ） の 規 定 に よ る 医 療 に 関

す る 給 付 に 係 る 特 定 医 療 費 の 支 給 を 受 け よ う と す る と き  特 定

医 療 費 （ 介 護 給 付 等 ） 請 求 書 （ 第 10 号 様 式 ）  

 （ 支 給 認 定 の 変 更 の 申 請 ）  

第 12 条  省 令 第 33 条 第 １ 項 に 規 定 す る 申 請 書 は 、 特 定 医 療 費 支 給 認

定 変 更 申 請 書 （ 第 11 号 様 式 ） と す る 。  

 （ 指 定 医 療 機 関 の 指 定 の 申 請 ）  

第 13 条  省 令 第 35 条 に 規 定 す る 申 請 書 は 、 指 定 医 療 機 関 指 定 申 請 書

（ 第 12 号 様 式 ） と す る 。  

 （ 指 定 医 療 機 関 の 変 更 の 届 出 ）  

第 14 条  法 第 19 条 の 規 定 に よ る 届 出 は 、 指 定 医 療 機 関 変 更 届 出 書 （

第 13 号 様 式 ） に よ り 行 う も の と す る 。  

 （ 指 定 医 療 機 関 の 休 止 等 の 届 出 ）  

第 15 条  省 令 第 43 条 の 規 定 に よ る 届 出 は 、 指 定 医 療 機 関 休 止 等 届 出

書 （ 第 14 号 様 式 ） に よ り 行 う も の と す る 。  

 （ 指 定 医 療 機 関 の 指 定 辞 退 の 申 出 ）  

第 16 条  省 令 第 44 条 の 規 定 に よ る 申 出 は 、 指 定 医 療 機 関 辞 退 申 出 書

（ 第 15 号 様 式 ） に よ り 行 う も の と す る 。  

 （ 難 病 相 談 支 援 セ ン タ ー の 設 置 の 届 出 ）  

第 17 条  法 第 29 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 届 出 は 、 難 病 相 談 支 援 セ ン タ

ー 設 置 届 出 書 （ 第 16 号 様 式 ） に よ り 行 う も の と す る 。  

 （ 委 任 ）  

第 18 条  こ の 規 則 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 健 康 福 祉 局 長 が 定 め

る 。  

   附  則  
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 こ の 規 則 は 、 平 成 30 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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第１号様式（第３条第１項）

　いずれかに〇印をつけてください。

１　初めて申請する。 ２　既に指定難病の支給認定を受けており、横浜市外からの転入である。

３　平成30年３月以前、神奈川県から指定難病の支給認定を受けていたことがある。

４　平成30年４月以降、横浜市から指定難病の支給認定を受けていたことがある。　受給者番号（ ）

※ 太枠内のみを御記入ください。

日

－ － －

（表）

性 別

郵 便 番 号

生 年 月 日

保 険 者 の 名 称

男・女 月年

※ 患者の個人番号（12ケタ）を記入

人 工 呼 吸 器 等 装 着

患者から見た続柄

生活保護受給者

被 保 険 者 の 氏 名
（国保、国保組合、後期高齢は
「 患 者 の 氏 名 」 ）

公 費 負 担 者 番 号

該当する場合は〇をつけて
ください。

5 4

氏 名

1 4

指定難病の名称（複数ある場合は全
ての疾病名を記入してください。）

医療保険

日中連絡がとれる電話番号

横浜市 区

保険証の記号・番号

保 険 者 番 号

フ リ ガ ナ 個 人 番 号

住 所

軽 症 高 額 該 当 ( ※ )

受 給 者 番 号

都　道 市　区
府　県 町　村

※申請日が１月～６月で、前年１月１日時点の住所と現住所が異なる場合、
前年１月１日の住所地を左欄に記入。申請日が７月～12月で、当年１月１日
時点の住所と現住所が異なる場合、当年１月１日の住所地を左欄に記入

（旧住所）

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

健
康
福
祉
局
受
領
印

指定難病の特定医療費の支給認
定を受けている方

有・無

【福祉保健セン
ター使用欄】

該 当 者
の み

他特定医療費証明 他 小 児 疾 病 証 明 障 害 基 礎 年 金 等 海外在住軽 症 高 額 該 当保険証

（旧住所）

受給者番号

氏　　名

受給者番号

患

者

以

外

の

支

給

認

定

基

準

世

帯

員

小児慢性特定疾病の医療費の支
給認定を受けている方

有・無 有・無

都　道 市　区
府　県 町　村

同意書

受給者番号

受給者番号

税 証 明

氏 名

氏 名

氏 名

氏 名

要確認
臨個票

※ 申請日が１月～６月で、前年１月１日時点の住所と現住所が異なる場合、
前年１月１日の住所地を左欄に記入。申請日が７月～12月で、当年１月１日
時点の住所と現住所が異なる場合、当年１月１日の住所地を左欄に記入

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

収

受

印

患者から見
た 続 柄 生　年　月　日 個　人　番　号

（Ａ４）

特定医療費支給認定申請書

患

者

に

関

す

る

事

項

支

給

認

定

基

準

世

帯

員

等

に

関

す

る

事

項

※ 裏面も必ず御記入ください。

留意事項

※ 軽症高額該当：疾患ごとに定められた認定基準のうち重症度基準

を満たさない場合でも申請をした日の属する月以前の12か月（申請

月を含む。なお、発症日が申請日から過去１年未満の場合は、発症

日から）において、月ごとの医療費総額が33,330円を超える月が３

か月以上ある場合は公費助成の対象となります。
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－ －

（裏）

㊞

所 在 地

　難病の患者に対する医療等に関する法律第６条第１項の規定により、特定医療費の支給認定を申請します。

（申請先）
　横浜市長

年 月 日

保 護 者 の
個 人 番 号

所 在 地

送 付 先

〒 －

（申請者）
　患者本人の氏名（患者が18歳未満の場合は保護者氏名）

□←患者と同じ場合は、チェックを入れて記入を省略できます。

　保護者についての記入は、患者本人が18歳未満の場合に必要です。
　また、書類の送付を住所以外の送付先へ希望される方は下欄に御記入ください（個人番号欄は記入不要です。）。

フ リ ガ ナ

2

名 称

所 在 地

3

名 称

名 称

患 者 か ら
見 た 続 柄

日中連絡がと
れる電話番号

氏 名

所 在 地

名 称

所 在 地

4

名 称

6

1

所 在 地

上記のことに同意します。 はい　・　いいえ
← い ず れ か に ○ 印 を
つ け て く だ さ い 。

＜診断書の研究利用への同意について＞
　本申請書に添付された診断書（臨床調査個人票）は、厚生労働省の難病治療研究事業のための基礎資料として使用されます。
　また、診断書の使用に当たっては、個人情報の保護に十分配慮し、研究以外の目的には一切使用されることはありません。
　なお、この同意は、添付された診断書を疾患研究の基礎資料として活用することに対する同意であり、臨床研究等の実施に関して協力を
求める場合は、改めて、それぞれの研究者から主治医を介して説明が行われ、同意を得ることとされています。

5

名 称

（氏名を自署で記入したときは、押印を省略することができます。）

保護者
（患者が

18歳未満の

場合に記入）

又は送付先

指
定
医
療
機
関
（
薬
局
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
含
む
。
）
に
関
す
る
事
項
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第２号様式（第４条）

（届出先）

　横浜市長

住所届出者

氏名 ㊞

患者から見た続柄

電話番号

　難病の患者に対する医療等に関する法律施行規則第13条第１項の規定により、次のとおり届け出ます。

フ リ ガ ナ

氏 名

フ リ ガ ナ

氏 名

※ 裏面に、変更があった事項のみを記入してください。 裏面あり

保  護  者
（患者が18
歳未満の場
合のみ記
入） 受給者証の

住 所 横浜市 区

特定医療費支給認定変更届出書

患　　者

年 月 日

横浜市 区

受 給 者 番 号

□←届出者と同じ場合は、チェックを入れて記入を省略できます。

受給者証の
住 所

年　　月　　日生 年 月 日

年　　月　　日

患 者 か ら 見 た 続 柄

生 年 月 日

□←届出者と同じ場合は、チェックを入れて記入を省略できます。

（Ａ４）

（表）
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フ リ ガ ナ

フ リ ガ ナ

氏 名

フ リ ガ ナ

フ リ ガ ナ

氏 名

保 護 者
に 関 す る
事 項 又 は
送 付 先

保 険 者 名 称

患 者 か ら 見 た
続 柄

保 険 証 の 記 号

保 険 者 番 号

患 者 か ら 見 た 続 柄

被 保 険 者 氏 名

患 者

医 療 保 険

保 険 証 の 番 号

住 所

年 月 日

生 年 月 日

□ 追 加
□ 減 少
□ 変 更 氏 名

フ リ ガ ナ

生 年 月 日氏 名

生 年 月 日

生 年 月 日

年 月 日

□ 追 加
□ 減 少
□ 変 更 氏 名

□ 追 加
□ 減 少
□ 変 更

フ リ ガ ナ

フリガナ

患 者 か ら 見 た 続 柄

年 月 日

患 者 か ら 見 た 続 柄

患   者    か    ら
見 た 続 柄

住 所 又 は
送 付 先

生 年 月 日

□←患者と同じ場合は、チェックを入れて記入を省略できます。

□ 追 加
□ 減 少
□ 変 更 氏 名

（裏）

氏 名

支給認定基
準世帯員に
関する事項

□ 追 加
□ 減 少
□ 変 更

年 月 日

患 者 か ら 見 た 続 柄

年 月 日

患 者 か ら 見 た 続 柄
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第３号様式（第５条） 

（表） 

指定医指定申請書 

年  月  日  

（申請先） 

横浜市長 

 住  所 

申請者

氏  名        ㊞

電話番号 

  難病の患者に対する医療等に関する法律施行規則第 15 条第１項の規定により、次のとおり申請します。 

指 定 医 の 種 類 

（該当するものに○）
難病指定医 ・ 協力難病指定医 

（ フ リ ガ ナ ）
氏 名

生 年 月 日 年    月    日 

医 籍 登 録 年 月 日 年  月   日 

医 籍 登 録 番 号 

主 た る 勤 務 先 の 

医 療 機 関 

名 称 

所 在 地

電 話 番 号

担当する診療科 

指定医の指定に関する事項（難病指定医は１又は２、協力難病指定医は２を記入してください。） 

１ 

専門医の資格の名称 認定機関 

名称 

取得年月日    年 月    日 

認定機関名 

加入年月日  年    月  日 

２ 

難病指定医研修又は協力難病指定医研修の受講状況 

研修の名称 修了年月日  年    月  日 

（Ａ４） 
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（裏） 

経歴 

※１ ５年以上の実務経験があることが分かれば、全ての経歴を御記入いただく必要はありません。

※２ 専門医の資格をお持ちの場合は、御記入いただく必要はありません。

従事した期間 従事した診療科 従事した医療機関名 

自   年 月  

至   年 月  

自   年 月  

至   年 月  

自   年 月  

至   年 月  

自   年 月  

至   年 月  

自   年 月  

至   年 月  

自   年 月  

至   年 月  

自   年 月  

至   年   月   
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第４号様式（第６条） 

指定医指定更新申請書 

年  月  日  

（申請先） 

横浜市長 

 住  所 

申請者

氏  名    ㊞

電話番号 

難病の患者に対する医療等に関する法律施行規則第 17 条第２項に規定する指定医の指定の更新のため、

次のとおり申請します。 

指 定 医 の 種 類 

（ 該 当す るも のに ○） 
難病指定医 ・ 協力難病指定医 

指定医番号 ５ ５ 

① 又 は ② の

いずれかを記入 

① 

専門医の資格の名称 

専門医の認定機関 

② 

研修の名称 

研修の修了日 

変更のある事項にチェックし、変更後の内容を記載してください。 

□ 指 定 医 氏 名 

□ 医 籍 登 録 番 号 

□ 医籍登録年月日 年    月  日 

□ 
主たる勤務先の 

医 療 機 関 

医 療 機 関 名 

所 在 地 

電 話 番 号 

担当する診療科 

（Ａ４） 
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第５号様式（第７条） 

指定医変更届出書 

年  月  日  

（届出先） 

横浜市長 

住  所 

届出者

氏  名    ㊞ 

 電話番号 

指定医の指定の申請内容に変更があったため、難病の患者に対する医療等に関する法律施行規則第 19

条の規定により、次のとおり届け出ます。 

変 更 年 月 日   年 月 日 

指 定 医 番 号 ５ ５ 

記入欄は、変更のある事項のみ記載してください。 

（ フ リ ガ ナ ）

氏 名 

医 籍 登 録 番 号 ※ 

医籍登録年月日※     年   月 日 

主 た る 勤 務 先 の 

医 療 機 関 

名 称 

所 在 地 

電 話 番 号 

担 当 す る 

診 療 科 

※ 医籍の登録番号及び登録年月日に変更がある場合は、医師免許証の写しの添付が必要です。

（Ａ４） 
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第６号様式（第８条第１項） 

指定医辞退申出書 

年  月  日 

（申出先） 

横浜市長 

  住  所 

申出者 

氏  名     ㊞   

  電話番号 

難病の患者に対する医療等に関する法律施行規則第 20 条第１項の規定により、指定医の指定を次のとお 

り辞退したいので、届け出ます。 

指 定 医 氏 名 

指 定 医 の 種 類 難病指定医 ・ 協力難病指定医

指 定 医 番 号 ５ ５ 

辞 退 年 月 日   年 月   日 

主たる勤務先の 

医 療 機 関 

名 称 

所 在 地 

電 話 番 号 

担 当 す る 

診 療 科 

辞 退 理 由 

（Ａ４） 
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第７号様式（第９条）
（表）

横浜市長

横浜市 特定医療費（指定難病）受給者証

公費負担者番号

受 給 者 番 号

日 付
自 己
負 担 額

月 額 の
累 積 額

徴 収 印

自 己 負 担
上 限 額

月額 円

疾 病 名

指定医療機関の方へ
下記の記入例を参考に当該月分の必要事項を記入の上、押印してください。

名 称

名 称

所 在 地

名 称

有 効 期 間

円 円

円 円

円

　月　　日 円 円

　月　　日

円

　月　　日

　月　　日

　月　　日

※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。

円 円

　月　　日 円 円

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。

日 付 指定医療機関名 確 認 印

4月5日 ××薬局□□店 ㊞

　月　　日 円 円

年 月 自己負担上限額管理票

 ４月 ４日 7,000円 7,000円 ㊞

「高額難病治療継続」の確認に使用するため、自己負担上限額に達し
た後も自己負担上限額管理票の記入をお願いします。

 4月 ５日 3,000円 10,000円

円 円

　月　　日

円 円

円 円

　月　　日

円

円

　月　　日

電話 045-671-4040

問合せ先 横浜市健康福祉局保健事業課難病対策担当

　月　　日

所 在 地

指

定

医

療

機

関

名 称

円 　月　　日

上記のとおり、認定します。
　　年　　月　　日

所 在 地

名 称

所 在 地

所 在 地

名 称

所 在 地

※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。

　月　　日 　月　　日

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。
日 付 指定医療機関名 確 認 印

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。
日 付 指定医療機関名 確 認 印

※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。

保 険 証
記号・番号

適用区分

保険者名

患

者

住 所

氏 名

生年月日 性 別

高 額 難 病 治 療 継 続
世 帯 内 他 指 定
難 病 ・ 小 児 慢 性

軽 症 高 額
該 当

人 工 呼 吸 器
等 装 着

氏 名 続 柄
保

護

者
住 所

年 月 自己負担上限額管理票

日 付 指定医療機関名 確 認 印

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。

　月　　日 円 円

指定医療機関
名

医療費総額
（10割分）

　月　　日

　月　　日 円 円

円 円

　月　　日 円 円

〈記入例〉 自己負担上限額が10,000円、負担割合が２割

　月　　日

円 円

円

円

円

円

円

円

年 月 自己負担上限額管理票

日 付
自 己
負 担 額

月 額 の
累 積 額

徴 収 印

　月　　日 円 円

指定医療機関
名

医療費総額
（10割分）

円

円 円

指定医療機関
名

医療費総額
（10割分）

円

円 円

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。
日 付 指定医療機関名 確 認 印

月 額 の
累 積 額

徴 収 印

円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

円

円

　月　　日

円

円

円

年 月 自己負担上限額管理票

日 付
自 己
負 担 額

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

円

円

円

　月　　日

※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。

　月　　日 円 円

日 付
自 己
負 担 額

月 額 の
累 積 額

徴 収 印

○○病院

××薬局
□□店

35,000円

20,000円

指定医療機関
名

医療費総額
（10割分）

円

㊞

月 額 の
累 積 額

・ 指定難病の患者さんについては、認定された疾病の治療に関して、健康保険
の自己負担割合が２割となります。（１割の方は１割が優先されます。）

・ 入院時の食事療養費は記入しないでください。
・ 医療費総額（10割分）には総額を記入してください。
・ 重度障害者医療証を併用した患者さんについても本来負担すべき全額を記入

してください。
・ 難病に関係する医療費のみについて記載してください。
・ 生活保護を受給されている患者さんについても記入してください。
・ 同月内に自己負担上限額を超えた時点で、超過額については徴収を打ち切っ

てください。

30 年 ４ 月　　自己負担上限額管理票

徴 収 印日 付

※ 指定難病の対象療養に係る高額療養費の自己負担上限額については、入院療

養に限り多数回該当が適用となる場合があります。指定医療機関におかれまして
は、当該制度における入院療養について、個人単位、医療機関単位で多数回該当
の適用の有無について確認した上で診療報酬の請求をお願いします。

１　この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算し

　て３月以内に、横浜市長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があ

　ったことを知った日の翌日から起算して３月以内であっても、この決定の日の翌日から

　起算して１年を経過すると審査請求をすることができなくなります。）。
２　この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６月以内

　に、横浜市を被告として（訴訟において横浜市を代表する者は横浜市長となります。）

　日の翌日から起算して６月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経

　過すると処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１

　の審査請求をした場合には、当該審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日

　から起算して６月以内に、処分の取消しの訴えを提起することができます（なお、当該

　審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６月以内であっても

　ができなくなります。）。
【注意事項】

・ この受給者証を交付された方は、表記の疾病について、この受給者証の表面に記載さ

れた負担上限月額までを医療機関等（病院、診療所、薬局、訪問看護ステーション）に

指定医療機関
名

医療費総額
（10割分）

自 己
負 担 額

支払うことで保険診療を受けることが可能となります。
・ 保険医療機関等において診療を受ける場合、保険証（高齢受給者証の交付を受けてい

る方は、保険証及び高齢受給者証）に添えて、この証と自己負担上限月額管理票とを
必ず窓口に提出してください。

・ この受給者証を汚損したり、紛失したりした場合は、お住まいの区の高齢・障害支援

課に再交付の申請を行ってください。

・ 本事業の対象となる医療は、受給者証に記載された疾病及び当該疾病に付随して発生

する傷病に関するものに限られます。

･　 氏名、住所、加入している医療保険などに変更があった場合、お早めにお住まいの区

　（縦14センチメートル、横30センチメートル）

の高齢・障害支援課へ届け出てください。

・ 治癒、死亡、横浜市外への転出などで受給者の資格がなくなった場合は、区の高齢・

障害支援課又は横浜市健康福祉局保健事業課へ届出をしてください。
・ この受給者証の有効期間満了後も引き続き継続を希望する場合は、必ず有効期間内に

所定の手続きを行ってください。

・ 次回受給者証更新手続きの際に、軽症高額該当等の確認のため、この受給者証が必要

になる場合があります。破棄せずに保管してください。

　上記のほか、申請書に記入した指定医療機関での受診等は特定医療費の対象と
なります。また、緊急その他やむを得ない場合には、それ以外の指定医療機関で
の診療等も特定医療費の対象となります。

円

円

円

保険適用後の一部負担金は4,000円ですが、患者は3,000円を

支払うことで自己負担上限額に達するので、3,000円を徴収します。

公
印

、処分の取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った

、当該裁決の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起すること
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（

（裏）

　月　　日 円 円

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。
日 付

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。

　月　　日

自 己 負 担 上 限 額 管 理 票

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

公費負担者番号

受 給 者 番 号

月額 円自己負担上限額

氏 名

有 効 期 間

年 月 自己負担上限額管理票

日 付
自 己
負 担 額

月 額 の
累 積 額

徴 収 印

円

円 円

円

円

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。
日 付 指定医療機関名 確 認 印

円　月　　日 円 円

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。
日 付 指定医療機関名 確 認 印

　月　　日

円

円

　月　　日 円 円

　月　　日 　月　　日

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。
日付 指定医療機関名 確認印

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。
日付 指定医療機関名 確認印

円

年 月 自己負担上限額管理票

日 付
自 己
負 担 額

月 額 の
累 積 額

徴 収 印

　月　　日 円 円

指定医療機関名
医療費総額
（ 10割分）

円

年 月 自己負担上限額管理票

日 付
自 己
負 担 額

月 額 の
累 積 額

徴 収 印

　月　　日 円 円

　月　　日 　月　　日

　月　　日 円 円

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。
日 付 指定医療機関名 確 認 印

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。
日 付 指定医療機関名 確 認 印

円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。

年 月 自己負担上限額管理票

日 付
月 額 の
累 積 額

徴 収 印

　月　　日

確 認 印

年 月 自己負担上限額管理票

日 付
自 己
負 担 額

月 額 の
累 積 額

円　月　　日 円

　月　　日

※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。

※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。

※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。

※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。

　月　　日　月　　日

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

円

指定医療機関名
医療費総額
（ 10割分）

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

円

円

月 額 の
累 積 額

徴 収 印

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

指定医療機関名
医療費総額
（ 10割分）

円

円 円

　月　　日 円 円

　月　　日

円

円

円

円　月　　日 円

円

　月　　日 円 円

※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。 ※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。

　月　　日 円 円

　月　　日 円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

年 月 自己負担上限額管理票

日 付
自 己
負 担 額

円

円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

円

　月　　日 円 円

　月　　日 円

年 月 自己負担上限額管理票

日 付
自 己
負 担 額

月 額 の
累 積 額

徴 収 印指定医療機関名
医療費総額
（ 10割分）

年 月 自己負担上限額管理票

円

　月　　日

円 円

※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。

　月　　日

　月　　日 円 円

　月　　日

※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。

円

円

円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

円

円 円

円

円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円円

　月　　日 円 円

日 付 指定医療機関名 確 認 印

円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

円

円

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。
日 付

　月　　日

徴 収 印指定医療機関名
医療費総額
（ 10割分）

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。

円 円

円

円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

円

　月　　日 円

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。
日 付 指定医療機関名 確 認 印

年 月 自己負担上限額管理票

日 付
自 己
負 担 額

月 額 の
累 積 額

徴 収 印指定医療機関名
医療費総額
（ 10割分）

　月　　日 円

円

　月　　日 円 円

自 己
負 担 額

　月　　日 円 円

指定医療機関名
医療費総額
（ 10割分）

円

円

円

円円

　月　　日 円 円

　月　　日 円 円

円

円

円

　月　　日 円 円

円

円

円 円

　月　　日 円 円

　月　　日 円

円

円

円

円

円

指定医療機関名
医療費総額
（ 10割分）

　上記のとおり、月額の自己負担上限額に達しました。
日 付 指定医療機関名 確 認 印

日 付
自 己
負 担 額

月 額 の
累 積 額

徴 収 印

　月　　日 円 円

　月　　日 円

指定医療機関名
医療費総額
（ 10割分）

指定医療機関名 確 認 印

円

円

年 月 自己負担上限額管理票

日 付
自 己
負 担 額

月 額 の
累 積 額

徴 収 印

　月　　日 円 円

　月　　日

※ 自己負担上限額に達した後も、記入をお願いします。

　月　　日

円

円

円

円

円

円

円

円

指定医療機関名

円

円

円

指定医療機関名
医療費総額
（ 10割分）

円

円

年 月 自己負担上限額管理票

日 付
自 己
負 担 額

月 額 の
累 積 額

徴 収 印

　月　　日 円 円

指定医療機関名
医療費総額
（ 10割分）

円

円

円

円

円

円
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第８号様式（第10条）

（申請先）

　横浜市長

申請者  住所

 氏名 ㊞

　難病の患者に対する医療等に関する法律施行規則第26条の規定により、次のとおり医療受給者証の

再交付を申請します。

フリガナ

氏 名

フ リ ガ ナ

氏 名 生年月日

※ 医療受給者証を破損した又は汚した場合は、当該医療受給者証を添付してください。

　（Ａ４）

年　　月　　日

医療受給者証再交付申請書

受 給 者 番 号

患 者

住 所 横浜市 区

□←申請者と同じ場合は、チェックを入れて記入を省略できます。

生年月日

年　　月　　日

 患者から見た続柄

    電話番号

汚した再交付を申請する理由

　年　　月　　日
保護者（患
者が18歳未
満の場合の
み記入）

住 所

□←申請者と同じ場合は、チェックを入れて記入を省略できます。

患 者 か ら 見 た 続 柄

紛失した 破損した

横浜市 区
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第９号様式（第11条第１号）

　指定難病に係る特定医療費を請求します。

電 話 番 号

氏 名

氏 名 受給者番号

生 年 月 日
自 己 負 担
上 限 額

受 給 者 証
有 効 期 間

フ リ ガ ナ

口座名義人

【記入上の注意（必ずお読みください。）】

１　太枠内を御記入の上、医療機関ごとに裏面の医療機関記入欄に記入してもらってください。

２　請求者又は振込先の口座名義人が、患者（患者が18歳未満の場合には患者又は保護者）と異なる場合は、以下

　の委任欄に御記入ください。

３　請求者欄（必要な場合は委任欄）に必ず押印してください。

委任欄

　私は、特定医療費の（請求・受領）について、下記の者に委任します。

委任者氏名 ㊞

裏面あり

（Ａ４）

　（請求先）

 横浜市長

受任者氏名

支店・本店

金融機関名

銀行
金庫
組合

ほか（ ）

支 店 名

支店コード（ゆう
ちょ銀行は店番）

患 者 か ら
見 た 続 柄

年　　月　　日

㊞

（表）

振 込 先

口 座 番 号

円

年 月 日

年　　月　　日 から 年　　月　　日

請 求 者

患 者

住所

特定医療費請求書

普　　通　　・ 当　　座
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月の保険点数

指定難病の点
数 (A)

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

備考欄

【医療機関の方へ（必ずお読みください。）】

　１　点数について、「月の保険点数」(上段)と「指定難病の点数」(下段)とをそれぞれ記載してください。

　２　指定難病に対する治療でも、受給者証の有効期間外は対象とはなりませんので御注意ください。

上記のとおり証明します。

医療機関
コード

電話番号

証 明
担 当 者

（裏）

割

指定医療機関名

代 表 者
職 氏 名

所 在 地

※ 医療費の払戻しがある場合に限り、1,140円を限度として証明書発行手数料を払戻しできます。

円証明書発行手数料

円 円

　年　月 割
入院 外来 調剤
訪問看護

※ 決定額（横浜市記入欄）

小

証

計

※ 医療機関記入欄のため、記入しないでください。

B-C(D)
２割負担
相当額(A
✕2)(E)

B-E(F)
支給決定
額(D,Fで
高い方)

患者負担相
当 額 (C)診療年月

保険
負担割合

診 療 区 分
限度額証の適
用区分 (提示
な し は
「 無 」 )

特定医療費証明書（医療機関等記入欄）

患者からの
領収額(B)

横浜市記入欄

入院 外来 調剤
訪問看護

円

㊞

円 円

円

円 円 円

円 円 円 円 円

円 円 円

円

円

円 円 円 円 円

円 円

　年　月

　年　月 割
入院 外来 調剤
訪問看護

　年　月 割
入院 外来 調剤
訪問看護

　年　月 割
入院 外来 調剤
訪問看護

　年　月 割

円円 円

入院 外来 調剤
訪問看護

円 円円

円

円

円 円

日

日

診 療 日 数

日

日

日

日
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第10号様式（第11条第２号）

指定難病に係る特定医療費を請求します。

電 話 番 号

氏 名

氏 名 受給者番号

生 年 月 日
自 己 負 担
上 限 額

受 給 者 証
有 効 期 間

フ リ ガ ナ

口座名義人

【記入上の注意（必ずお読みください。）】

委任欄

　私は、特定医療費の（請求・受領）について、下記の者に委任します。

委任者氏名 ㊞

裏面あり

（Ａ４）

住 所

年　　月　　日 円

㊞
患 者 か ら
見 た 続 柄

　（請求先）

（表）

口 座 番 号

普 通　・　当 座

支店・本店

患 者

　　横浜市長

年　　月　　日　　から 年　　月　　日

特定医療費(介護給付等)請求書

年 月 日

請 求 者

受任者氏名

振 込 先

金融機関名

銀行
金庫
組合

ほか（ ）

支 店 名

支店コード（ゆう
ちょ銀行は店番）

１　太枠内を御記入の上、医療機関ごとに裏面の医療機関記入欄に記入してもらってください。

２　請求者又は振込先の口座名義人が、患者（患者が18歳未満の場合には患者又は保護者）と異なる場合は、以下

　の委任欄に御記入ください。

３　請求者欄（必要な場合は委任欄）に必ず押印してください。
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診 療 年 月
基 本 単 位
加 算 減 算
単 価

利 用 日 数
患 者 か ら の
領 収 額

患者負担相当額 支 給 決 定 額

　年　月 日 円 円 円

　年　月 日 円 円 円

　年　月 日 円 円 円

　年　月 日 円 円 円

　年　月 日 円 円 円

備考欄

【医療機関の方へ（必ずお読みください。）】

１　１か月以内に複数のサービスを利用された場合は、サービスごとに記載をお願いします。

２　指定難病に対する利用でも、受給者証の有効期間外は対象とはなりませんので御注意ください。

上記のとおり証明します。

医 療 機 関
コ ー ド

電 話 番 号

証明担当者

訪問看護　介護予防訪問看護
介護療養施設ｻｰﾋﾞｽ　訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
介護予防訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 居宅療養管理指導
介護予防居宅療養管理指導

訪問看護　介護予防訪問看護
介護療養施設ｻｰﾋﾞｽ　訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
介護予防訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 居宅療養管理指導
介護予防居宅療養管理指導

訪問看護　介護予防訪問看護
介護療養施設ｻｰﾋﾞｽ　訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
介護予防訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 居宅療養管理指導
介護予防居宅療養管理指導

訪問看護　介護予防訪問看護
介護療養施設ｻｰﾋﾞｽ　訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
介護予防訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 居宅療養管理指導
介護予防居宅療養管理指導

証明書発行手数料

※ 医療機関記入欄のため、記入しないでください。

横 浜 市 記 入 欄

サービス内容
（該当するものに〇をつけて下さい。）

訪問看護　介護予防訪問看護
介護療養施設ｻｰﾋﾞｽ　訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
介護予防訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 居宅療養管理指導
介護予防居宅療養管理指導

特定医療費証明書（医療機関等記入欄）

（裏）

※ 医療費の払戻しがある場合に限り、1,140円を限度として証明書発行手数料を払戻しできます。

計

印　

※ 決定額（横浜市記入欄）

小

証

代 表 者
職 氏 名

所 在 地

指 定 医 療 機 関 名

円
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第11号様式（第12条）

（申請先）

  横浜市長

申請者 住所

氏名 ㊞

患者から見た続柄

　難病の患者に対する医療等に関する法律第10条第１項の規定により、次のとおり申請します。

フ リ ガ ナ

氏 名

フ リ ガ ナ

氏 名

以下、変更があった事項のみを記入してください。

裏面あり

保護者(患
者が18歳未
満の場合の
み記入）

患 者 か ら 見 た 続 柄

生 年 月 日 年　　月　　日

受給者証の
住 所

　（Ａ４）

□←申請者と同じ場合は、チェックを入れて記入を省略できます。

横浜市 区

横浜市 区

受 給 者 番 号

電話番号

患　者

生 年 月 日 年　　月　　日

受給者証の
住 所

□←申請者と同じ場合は、チェックを入れて記入を省略できます。

□追加　□削除

□追加　□削除

□追加　□削除

□追加　□削除

□追加　□削除

（表）

特定医療費支給認定変更申請書

年 月 日

指定難病の
追加・削除
※追加の場
合は臨床調
査個人票を
添付してく
ださい。

病 名
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名 称

所 在 地

名 称

所 在 地

名 称

所 在 地

※ 臨床調査個人票を提出された方は、以下の「はい・いいえ」いずれかに〇印をつけてください。

□ 人工呼吸器を使用することになった。　※　臨床調査個人票を添付してください。

□追加
□削除

年　　月　　日　

□ 生活保護を受給することになった。

氏　名

氏　名

□その他
理由（ ）

続 柄

受 給 者 番 号

年　　月　　日　

年　　月　　日　

生年月日

生年月日

生年月日

小児慢性特
定疾病の医
療費助成を
受けている
者

ピーを添付してください。

50,000円を超える月が６回以上あった。
□ 申請日の属する月以前の12か月の間に、認定を受けた難病に関する月ごとの医療費総額が

※ 受給者証の自己負担上限額管理票または診療報酬明細書や領収書など、金額や点数が分かるもののコ

氏　名

□追加
□削除

氏　名

□追加
□削除

□ 同じ医療保険に加入している者に以下のいずれかに該当する者がいる。
※ 該当する方の健康保険証の写し及び医療受給者証を添付してください。

難病の医療
費助成を受
けている者

（裏）

上記のことに同意します。

受 給 者 番 号

続 柄

　本申請書に添付された診断書は、厚生労働省の難病治療研究事業のための基礎資料として使用されます。また、診
断書の使用に当たっては、個人情報の保護に十分配慮し、研究以外の目的には一切使用されることはありません。な
お、この同意は、添付された診断書を疾患研究の基礎資料として活用することに対する同意であり、臨床研究等の実
施に関して協力を求める場合は、改めて、それぞれの研究者から主治医を介して説明が行われ、同意を得ることとさ
れています。

＜診断書の研究利用への同意について＞

はい　・　いいえ

※

該
当
す
る
□
に
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い

負
担
上
限
月
額

年　　月　　日　 続 柄

続 柄

受 給 者 番 号

受 給 者 番 号

生年月日

指定医療機
関の追加・
削除
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第 12 号様式（第 13条） 

指定医療機関指定申請書 

年  月  日  

 （申請先） 

 横浜市長 

開設者 ※１ 

   住所又は所在地

   申請者 

 氏名又は名称   ㊞ 

難病の患者に対する医療等に関する法律第 14 条第１項の規定により、次のとおり指定医療機関の指定を

受けたいので申請します。また、同条第２項各号のいずれにも該当しないことを誓約します。 

申 請 の 区 分 
（ 該 当 す る も の に ○ ）

新 規 ・ 更 新

申 請 者 の 種 別 

（ 該 当 す る も の に ○ ） 

１ 病院又は診療所 ２ 保険薬局 

３ 指定訪問看護事業者 

（右の該当するものに○） 

指定訪問看護事業者 

指定居宅サービス事業者 

指定介護予防サービス事業者 

（ フ リ ガ ナ ）

名 称 

所 在 地 

電 話 番 号 

コ ー   ド   ※２ １  ４ 

標ぼうしている診療科名 
（病院・診療所のみ記載） 

役 員 の 氏 名 及 び 職 名 
（ 開 設 者 が 法 人 の 
場 合 の み 記 入 ） 
※３

氏名 職名 

（注意） ※１ 「開設者」について、指定訪問看護事業者等にあっては、主たる事務所の所在地及び名 

称並びに当該事業者等の代表者の住所及び氏名を記入してください。 

※２ 医療機関の場合は医療機関コード、薬局の場合は薬局コード、指定訪問看護事業者等の

場合は訪問看護ステーションコード又は介護保険事業所番号を記入してください。

※３ 書ききれない場合は、別紙に記載してください。

（Ａ４） 
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第 13 号様式（第 14 条） 

指定医療機関変更届出書 
年  月  日  

 （届出先） 
横浜市長 

  開設者 ※１  
住所又は所在地　

届出者 

氏名又は名称    ㊞ 

難病の患者に対する医療等に関する法律第 19 条の規定により、次のとおり届け出ます。 

届 出 者 の 種 別 

（ 該 当 す る も の に ○ ） 

１ 病院又は診療所 ２ 保険薬局 

３ 指定訪問看護事業者等 

（右の該当するものに○）

指定訪問看護事業者

指定居宅サービス事業者

指定介護予防サービス事業者

変更事項（変更があった事項のみ記入してください。） 変 更 年 月 日 

（ フ リ ガ ナ ）

名 称 
  年  月  日 

所 在 地   年  月  日 

電 話 番 号   年  月  日 

コ ー   ド ※２ １ ４   年  月  日 

標ぼうしている診療科名 

（病院・診療所のみ記載） 
  年  月  日 

役 員 の 氏 名 及 び 職 名 

（ 開 設 者 が 法 人 の 

場 合 の み 記 入 ） 

※３

氏  名 職 名 

  年  月  日 

  年  月  日 

  年  月  日 

  年  月  日 

（注意） ※１ 「開設者」について、指定訪問看護事業者等にあっては、主たる事務所の所在地及び名 

称並びに当該事業者等の代表者の住所及び氏名を記入してください。 

※２ 医療機関の場合は医療機関コード、薬局の場合は薬局コード、指定訪問看護事業者等の

場合は訪問看護ステーションコード又は介護保険事業所番号を記入してください。

※３ 書ききれない場合は、別紙に記載してください。

（Ａ４） 
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第 14 号様式（第 15条） 
指定医療機関休止等届出書 

年  月  日  
 （届出先） 
 横浜市長 

   開設者 ※１ 

  住所又は所在地

届出者 

氏名又は名称    ㊞ 

難病の患者に対する医療等に関する法律施行規則第 43 条の規定により、次のとおり届け出ます。 

届 出 事 由 
（ 該 当 す る も の に ○ ） 

業 務 の 休 止 ・ 業 務 の 廃 止 ・ 業 務 の 再 開 ・ 

難病の患者に対する医療等に関する法律施行規則第 43 条第２号の規定に
該当したとき 

届 出 事 由 が 生 じ た 日   年 月   日 

届 出 者 の 種 別 

（ 該 当 す る も の に ○ ） 

１ 病院又は診療所 ２ 保険薬局 

３ 指定訪問看護事業者等 

（右の該当するものに○）

指定訪問看護事業者

指定居宅サービス事業者

指定介護予防サービス事業者

（ フ リ ガ ナ ）

名 称 

所 在 地 

電 話 番 号 

コ ー ド ※２ １ ４ 

標ぼうしている診療科名 

（病院・診療所のみ記載） 

（注意） ※１ 「開設者」について、指定訪問看護事業者等にあっては、主たる事務所の所在地及び名

称並びに当該事業者等の代表者の住所及び氏名を記入してください。 

※２ 医療機関の場合は医療機関コード、薬局の場合は薬局コード、指定訪問看護事業者等

の場合は訪問看護ステーションコード又は介護保険事業所番号を記入してください。

（Ａ４） 
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第 15 号様式（第 16条） 

指定医療機関辞退申出書 

年  月  日 

（申出先） 

横浜市長 

 開設者 ※１ 

住所又は所在地 

申出者 

氏名又は名称 ㊞ 

難病の患者に対する医療等に関する法律施行規則第 44 条の規定により、指定医療機関の指定を辞退した

いので次のとおり申し出ます。 

申 出 者 の 種 別 

（該当するものに○） 

１ 病院又は診療所 ２ 保険薬局 

３ 指定訪問看護事業者等 

（右の該当するものに○）

指定訪問看護事業者

指定居宅サービス事業者

指定介護予防サービス事業者

（ フ リ ガ ナ ）

名 称 

所 在 地 

電 話 番 号 

コ ー  ド ※２ １ ４ 

辞 退 年 月 日   年   月 日 

辞 退 の 理 由 

（注意） ※１ 「開設者」について、指定訪問看護事業者等にあっては、主たる事務所の所在地及び名

称並びに当該事業者等の代表者の住所及び氏名を記入してください。 

※２ 医療機関の場合は医療機関コード、薬局の場合は薬局コード、指定訪問看護事業者等

の場合は訪問看護ステーションコード又は介護保険事業所番号を記入してください。

（Ａ４）
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第16号様式（第17条） 

難病相談支援センター設置届出書 

年  月  日  

（届出先） 

横浜市長 

名称 

 主たる事務所の所在地 届出者 

代表者住所 

代表者職名・氏名    ㊞ 

難病の患者に対する医療等に関する法律第29条第３項の規定により、難病相談支援センターの設置を

次のとおり届け出ます。 

難 病 相 談 支 援 

セ ン タ ー の 名 称

難 病 相 談 支 援 

セ ン タ ー の 所 在 地

設 置 予 定 年 月 日 

営 業 日 及 び 

営 業 時 間 

担 当 す る 区 域 

備 考 

（Ａ４） 
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 横 浜 市 自 転 車 駐 車 場 の 附 置 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 を こ こ に 公 布

す る 。  

   平 成 30 年 ３ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 規 則 第 32 号  

   横 浜 市 自 転 車 駐 車 場 の 附 置 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則  

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 規 則 は 、 横 浜 市 自 転 車 駐 車 場 の 附 置 等 に 関 す る 条 例 （

平 成 30 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 ３ 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） の 施 行

に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

 （ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 規 則 に お け る 用 語 の 意 義 は 、 自 転 車 の 安 全 利 用 の 促 進

及 び 自 転 車 等 の 駐 車 対 策 の 総 合 的 推 進 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 55 年 法

律 第 87 号 ） 、 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 及 び 建 築 基 準

法 施 行 令 （ 昭 和 25 年 政 令 第  338 号 ） 並 び に 条 例 の 例 に よ る 。  

 （ 施 設 面 積 の 算 定 方 法 ）  

第 ３ 条  施 設 面 積 は 、 別 表 の 左 欄 に 掲 げ る 施 設 の 用 途 に 応 じ 、 同 表

の 右 欄 に 定 め る 施 設 の 部 分 の 面 積 を 合 計 し た 面 積 と す る 。  

 （ 自 転 車 駐 車 場 の 構 造 及 び 設 備 に 関 す る 技 術 的 基 準 ）  

第 ４ 条  条 例 第 11 条 第 １ 項 に 規 定 す る 規 則 で 定 め る 技 術 的 基 準 は 、

次 の と お り と す る 。  

(1)  自 転 車 駐 車 場 は 、 自 転 車 駐 車 場 以 外 の 用 途 に 供 す る 部 分 と 明

確 に 区 画 し て 設 置 す る こ と 。  

(2)  自 転 車 駐 車 場 の 出 入 口 の 構 造 及 び 設 備 は 、 次 の 基 準 に 適 合 す

る こ と 。  

ア  利 用 者 又 は 居 住 者 が 容 易 に 視 認 で き る 位 置 に 配 置 す る こ と

。  

イ  自 転 車 駐 車 場 の 周 辺 を 通 行 す る 者 が 、 出 入 り す る 自 転 車 を

容 易 に 視 認 で き る 構 造 と す る こ と 。  

(3)  自 転 車 駐 車 場 に お け る 自 転 車 の 駐 車 の 用 に 供 す る 部 分 （ 以 下

「 駐 車 区 画 」 と い う 。 ） の 構 造 及 び 設 備 は 、 次 の 基 準 に 適 合 す

る こ と 。  

ア  自 転 車 １ 台 当 た り の 駐 車 区 画 の 幅 は  0.5 メ ー ト ル 以 上 、 奥

行 き は ２ メ ー ト ル 以 上 と す る 。 た だ し 、 特 殊 な 器 具 を 用 い る

自 転 車 駐 車 場 で 、 自 転 車 を 有 効 か つ 安 全 に 駐 車 す る こ と が で

き る と 市 長 が 認 め る も の に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

イ  自 転 車 駐 車 場 内 の 通 路 （ 以 下 「 場 内 通 路 」 と い う 。 ） を 整

備 す る 場 合 は 、 区 画 線 の 表 示 そ の 他 の 方 法 に よ り 、 駐 車 区 画

と 場 内 通 路 を 明 確 に 区 分 す る こ と 。  

ウ  駐 車 区 画 の 出 入 口 を 、 道 路 に 接 し て 、 又 は こ れ に 相 当 す る
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位 置 に 設 け な い こ と 。 た だ し 、 条 例 第 ７ 条 又 は 第 ８ 条 第 ２ 項

の 規 定 に よ り 設 置 す る 自 転 車 駐 車 場 に つ い て 、 こ れ ら の 位 置

に 配 置 す る こ と が や む を 得 な い と 市 長 が 認 め る 場 合 は 、 こ の

限 り で な い 。  

(4)  自 転 車 駐 車 場 の 通 路 の 構 造 及 び 設 備 は 、 次 の 基 準 に 適 合 す る

こ と 。  

ア  場 内 通 路 及 び 自 転 車 駐 車 場 の 出 入 口 か ら 道 路 に 通 じ る 通 路

（ 以 下 「 場 外 通 路 」 と い う 。 ） の 幅 員 は 、  1.5 メ ー ト ル 以 上

と す る こ と 。 た だ し 、 場 外 通 路 （ そ の 構 造 が 直 線 で あ る も の

に 限 る 。 ） の う ち 、 自 転 車 を 安 全 か つ 円 滑 に 移 動 で き る と 市

長 が 認 め る も の に つ い て は 、 そ の 幅 員 を  0.8 メ ー ト ル 以 上 と

す る こ と が で き る 。  

イ  自 転 車 駐 車 場 を 避 難 階 以 外 の 階 に 設 置 す る 場 合 は 、 傾 斜 路

（ 勾 配 が ８ 分 の １ を 超 え な い も の に 限 る 。 ） 、 斜 路 付 階 段 （

階 段 の 一 部 に 傾 斜 路 を 設 け た も の を い い 、 勾 配 が ４ 分 の １ を

超 え な い も の に 限 る 。 ） 又 は 昇 降 機 を 設 置 し て 、 自 転 車 を 安

全 か つ 円 滑 に 移 動 で き る 構 造 と す る こ と 。  

(5)  条 例 第 ４ 条 か ら 第 ７ 条 ま で の 規 定 に よ り 設 置 す る 自 転 車 駐 車

場 に あ っ て は 、 次 の 基 準 に よ り 自 転 車 駐 車 場 の 位 置 及 び 利 用 方

法 等 の 表 示 の 設 備 を 設 置 す る こ と 。  

ア  自 転 車 駐 車 場 の 位 置 及 び 当 該 自 転 車 駐 車 場 へ の 経 路 を 示 す

表 示 板 が 施 設 の 出 入 口 そ の 他 利 用 者 の 見 や す い 場 所 に 設 置 さ

れ て い る こ と 。  

イ  自 転 車 駐 車 場 の 設 置 者 又 は 管 理 者 の 連 絡 先 及 び 自 転 車 駐 車

場 の 供 用 時 間 、 自 転 車 の 駐 車 方 向 そ の 他 の 利 用 方 法 を 記 載 し

た 表 示 板 が 自 転 車 駐 車 場 内 に 設 置 さ れ て い る こ と 。  

ウ  自 転 車 駐 車 場 の 出 入 口 付 近 に 日 本 工 業 規 格 Ｚ 8210 号 の 自 転

車 の 図 記 号 を 記 載 し た 標 識 が 設 置 さ れ て い る こ と 。  

 （ 自 転 車 駐 車 場 の 設 置 の 届 出 手 続 ）  

第 ５ 条  条 例 第 12 条 の 規 定 に よ る 届 出 は 、 自 転 車 駐 車 場 を 設 置 し よ

う と す る 施 設 に 係 る 建 築 基 準 法 第 ６ 条 第 １ 項 若 し く は 第 ６ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に よ る 確 認 の 申 請 を し 、 又 は 同 法 第 18 条 第 ２ 項 の 規

定 に よ る 計 画 の 通 知 を す る と き ま で に 、 条 例 第 12 条 第 １ 号 か ら 第

５ 号 ま で に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 届 出 書 に 次 に 掲 げ る 図 書 各 ２ 通

を 添 付 し て 行 わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 届 け 出 た 事 項 を 変 更

し よ う と す る 場 合 は 、 当 該 図 書 の う ち 変 更 が な い も の の 添 付 を 省

略 す る こ と が で き る 。  

(1)  施 設 及 び 自 転 車 駐 車 場 付 近 の 縮 尺  5,000 分 の １ 以 上 の 見 取 図

（ 施 設 及 び 自 転 車 駐 車 場 の 敷 地 の 位 置 並 び に 付 近 の 道 路 及 び 目

標 と な る 地 物 の 位 置 を 明 示 し た も の ）  
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(2)  施 設 及 び 自 転 車 駐 車 場 の 縮 尺  300 分 の １ 以 上 の 配 置 図 （ 出 入

口 、 駐 車 区 画 、 場 内 通 路 及 び 場 外 通 路 の 位 置 及 び 面 積 を 明 示 し

た も の ）  

(3)  施 設 の 縮 尺  300 分 の １ 以 上 の 各 階 平 面 図 （ 施 設 の 各 部 分 の 用

途 及 び 面 積 を 明 示 し た も の ）  

(4)  自 転 車 駐 車 場 の 縮 尺  300 分 の １ 以 上 の 平 面 図 （ 出 入 口 、 駐 車

区 画 及 び 場 内 通 路 の 位 置 及 び 面 積 を 明 示 し た も の ）  

(5)  自 転 車 駐 車 場 の 縮 尺  300 分 の １ 以 上 の 構 造 図 （ 階 層 式 の 自 転

車 駐 車 場 又 は 特 殊 な 器 具 を 用 い る 自 転 車 駐 車 場 を 設 置 す る 場 合

に 限 る 。 ）  

(6)  施 設 面 積 の 積 算 内 訳 書 （ 条 例 第 ８ 条 の 規 定 に よ り 設 置 す る 自

転 車 駐 車 場 に 係 る 届 出 を す る 場 合 を 除 く 。 ）  

(7)  昇 降 機 の 構 造 図 （ 前 条 第 ４ 号 イ の 規 定 に よ り 昇 降 機 を 設 置 す

る 場 合 に 限 る 。 ）  

(8)  自 転 車 駐 車 場 の 規 模 の 算 出 計 算 書  

(9)  自 転 車 駐 車 場 の 管 理 方 法 を 記 載 し た 書 類  

(10)  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 図 書  

 （ 自 転 車 駐 車 場 の 工 事 完 了 の 届 出 ）  

第 ６ 条  条 例 第 12 条 の 規 定 に よ る 届 出 に 係 る 自 転 車 駐 車 場 の 設 置 の

工 事 を 完 了 し た 者 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 届 出 書 に 当 該 工

事 が 完 了 し た 状 況 を 示 す 写 真 を 添 付 し て 、 速 や か に 市 長 に 届 け 出

る も の と す る 。  

(1)  自 転 車 駐 車 場 を 設 置 し た 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て は

、 そ の 名 称 、 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 及 び 代 表 者 の 氏 名 ）  

(2)  工 事 完 了 日  

(3)  新 築 又 は 増 築 を し た 施 設 の 名 称 及 び 所 在 地  

(4)  附 置 義 務 台 数  

(5)  設 置 し た 自 転 車 駐 車 場 の 位 置 及 び 規 模  

(6)  設 置 し た 自 転 車 駐 車 場 の 構 造 及 び 設 備  

(7)  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

 （ 認 定 の 申 請 手 続 ）  

第 ７ 条  条 例 第 13 条 第 １ 項 の 認 定 （ 以 下 「 認 定 」 と い う 。 ） の 申 請

は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に 次 項 に 規 定 す る 図 書 を 添

付 し て 行 わ な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 申 請 を し

よ う と す る 者 が 複 数 で あ る と き は 、 こ れ ら の 者 の 全 員 が 共 同 し て

行 わ な け れ ば な ら な い 。  

(1)  認 定 を 受 け よ う と す る 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て は 、

そ の 名 称 、 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 及 び 代 表 者 の 氏 名 ） 並 び に 認

定 を 受 け よ う と す る 者 が 複 数 の 場 合 に あ っ て は 、 こ れ ら の 者 の

代 表 者 の 氏 名 （ 法 人 が 代 表 者 と な る 場 合 に あ っ て は 、 そ の 名 称
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及 び 代 表 者 の 氏 名 ）  

(2)  認 定 を 受 け よ う と す る 施 設 （ 以 下 「 認 定 対 象 施 設 」 と い う 。

） の 名 称 及 び 所 在 地  

(3)  認 定 対 象 施 設 の 用 途  

(4)  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

２  前 項 の 申 請 書 に 添 付 す る 図 書 は 、 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

(1)  全 て の 認 定 対 象 施 設 及 び 自 転 車 駐 車 場 付 近 の 縮 尺  5,000 分 の

１ 以 上 の 見 取 図 （ 認 定 対 象 施 設 及 び そ の 主 要 な 出 入 口 並 び に 自

転 車 駐 車 場 の 敷 地 の 位 置 並 び に 付 近 の 道 路 及 び 目 標 と な る 地 物

の 位 置 を 明 示 し た も の ）  

(2)  全 て の 認 定 対 象 施 設 及 び 自 転 車 駐 車 場 の 縮 尺  300 分 の １ 以 上

の 配 置 図 （ 出 入 口 、 駐 車 区 画 、 場 内 通 路 及 び 場 外 通 路 の 位 置 及

び 面 積 を 明 示 し た も の ）  

(3)  全 て の 認 定 対 象 施 設 の 縮 尺  300 分 の １ 以 上 の 各 階 平 面 図 （ 認

定 対 象 施 設 の 各 部 分 の 用 途 及 び 面 積 を 明 示 し た も の ）  

(4)  全 て の 認 定 対 象 施 設 の 面 積 の 積 算 内 訳 書  

(5)  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 図 書  

３  認 定 対 象 施 設 に 係 る 自 転 車 駐 車 場 に つ い て 条 例 第 12 条 の 規 定 に

よ る 届 出 が あ る 場 合 に は 、 第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 前 項 各 号

に 掲 げ る 図 書 の う ち 当 該 届 出 に 際 し て 添 付 し た 図 書 （ 内 容 に 変 更

が な い も の に 限 る 。 ） の 添 付 を 省 略 す る こ と が で き る 。  

 （ 認 定 又 は 不 認 定 の 通 知 ）  

第 ８ 条  市 長 は 、 認 定 を し た と き は そ の 旨 を 、 認 定 を し な か っ た と

き は そ の 旨 及 び 理 由 を 書 面 に よ り そ の 申 請 を し た 者 に 通 知 す る も

の と す る 。  

 （ 認 定 施 設 に 係 る 適 用 の 特 例 ）  

第 ９ 条  認 定 施 設 に つ い て は 、 次 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 規 定 中 同 表 の

中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 右 欄 に 掲 げ る 字 句 に 読 み 替

え て 、 第 ３ 条 か ら 第 ６ 条 ま で の 規 定 を 適 用 す る 。  

第 ３ 条  別 表  認 定 施 設 の そ れ ぞ れ の

施 設 に つ い て 、 別 表  

面 積 と  面 積 の 総 和 と  

第 ４ 条 第 ３ 号 ウ  条 例 第 ７ 条 又 は 第 ８ 条

第 ２ 項 の 規 定 に よ り 設

置 す る 自 転 車 駐 車 場 に

つ い て 、 こ れ ら  

こ れ ら  

第 ４ 条 第 ５ 号 ア  施 設  認 定 施 設 の 全 て の 施 設  

第 ５ 条 各 号 列 記

以 外 の 部 分  

施 設  認 定 施 設  

掲 げ る 図 書  掲 げ る 図 書 （ 当 該 認 定

施 設 に 係 る 自 転 車 駐 車  
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  場 の う ち 条 例 第 12 条 の

規 定 に よ る 届 出 又 は 認

定 に 際 し て 添 付 し た 図

書 と 重 複 す る も の （ 当

該 添 付 し た 図 書 の 内 容

に 変 更 が な い も の に 限

る 。 ） を 除 く 。 ）  

第 ５ 条 第 １ 号 か

ら 第 ３ 号 ま で  

施 設  認 定 施 設 の 全 て の 施 設  

第 ６ 条 各 号 列 記

以 外 の 部 分  

設 置 の  う ち 当 該 届 出 後 に 新 た

に 設 置 し た も の の  

第 ６ 条 第 １ 号  氏 名 ）  氏 名 ） 並 び に 認 定 を 受

け よ う と す る 者 が 複 数

の 場 合 に あ っ て は 、 こ

れ ら の 者 の 代 表 者 の 氏

名 （ 法 人 が 代 表 者 と な

る 場 合 に あ っ て は 、 そ

の 名 称 及 び 代 表 者 の 氏

名 ）  

第 ６ 条 第 ３ 号  新 築 又 は 増 築 を し た 施

設  

認 定 施 設  

 （ 認 定 の 取 消 し の 申 出 ）  

第 10 条  条 例 第 14 条 第 １ 項 第 ２ 号 の 規 定 に よ る 認 定 の 取 消 し の 申 出

は 、 書 面 に よ り 行 う も の と す る 。  

 （ 認 定 の 取 消 し の 通 知 ）  

第 11 条  条 例 第 14 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 通 知 は 、 認 定 を 受 け た 者 （

当 該 認 定 を 受 け た 者 が 複 数 で あ る と き は 、 こ れ ら の 者 の 全 員 ） に

対 し て 書 面 に よ り 通 知 す る も の と す る 。  

 （ 適 用 除 外 施 設 ）  

第 12 条  条 例 第 15 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 規 則 で 定 め る 自 転 車 の 大 量 の

駐 車 需 要 を 生 じ さ せ な い 施 設 （ 以 下 「 適 用 除 外 施 設 」 と い う 。 ）

は 、 次 の と お り と す る 。  

(1)  自 動 車 又 は 自 動 二 輪 車 の 販 売 を 主 た る 目 的 と す る 小 売 店 舗  

(2)  主 と し て 酒 類 を 提 供 す る 飲 食 店  

(3)  ガ ソ リ ン ス タ ン ド そ の 他 こ れ に 類 す る 施 設  

(4)  駅 構 内 の 改 札 口 内 側 に 設 置 さ れ た 商 業 施 設  

(5)  道 路 法 施 行 令 （ 昭 和 27 年 政 令 第  479 号 ） 第 ７ 条 第 13 号 又 は 高

速 自 動 車 国 道 法 （ 昭 和 32 年 法 律 第 79 号 ） 第 11 条 第 ２ 号 に 規 定 す

る 施 設  

(6)  主 た る 用 途 が 動 物 園 、 水 族 館 、 博 物 館 、 美 術 館 、 遊 園 地 、 宿
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泊 施 設 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設 で あ っ て 附 置 義 務 規 定 の 適 用

を 受 け な い も の の 敷 地 内 に 設 置 さ れ た 条 例 別 表 第 １ (あ) 欄 に 掲 げ

る 用 途 に 供 す る 施 設  

(7)  自 転 車 の 利 用 が 見 込 ま れ な い 高 齢 者 を 主 な 居 住 者 と す る 共 同

住 宅 又 は 寄 宿 舎 で 市 長 が 定 め る も の  

(8)  仮 設 建 築 物  

(9)  そ の 他 自 転 車 の 大 量 の 駐 車 需 要 を 生 じ さ せ な い と 市 長 が 認 め

た 施 設  

 （ 適 用 除 外 施 設 の 承 認 の 申 請 手 続 ）  

第 13 条  条 例 第 15 条 第 ２ 項 の 承 認 の 申 請 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載

し た 申 請 書 に 市 長 が 必 要 と 認 め る 図 書 を 添 付 し て 行 わ な け れ ば な

ら な い 。  

(1)  当 該 承 認 を 受 け よ う と す る 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て

は 、 そ の 名 称 、 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 及 び 代 表 者 の 氏 名 ）  

(2)  当 該 施 設 の 名 称 及 び 所 在 地  

(3)  当 該 施 設 の 主 な 用 途  

(4)  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

２  市 長 は 、 前 項 の 申 請 に 係 る 施 設 が 適 用 除 外 施 設 に 該 当 す る と 認

め る 場 合 に は 、 そ の 申 請 を し た 者 に 対 し 書 面 に よ り そ の 旨 を 通 知

す る も の と す る 。  

 （ 自 転 車 駐 車 場 の 管 理 ）  

第 14 条  附 置 義 務 規 定 に よ り 利 用 者 に よ る 自 転 車 の 駐 車 の 用 に 供 す

る た め の 自 転 車 駐 車 場 を 設 置 し て い る 者 又 は そ の 管 理 者 は 、 当 該

自 転 車 駐 車 場 の 適 正 な 利 用 を 確 保 す る た め 、 誘 導 員 の 配 置 、 駐 車

中 の 自 転 車 の 整 理 、 巡 回 監 視 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努

め な け れ ば な ら な い 。  

２  附 置 義 務 規 定 に よ り 居 住 者 に よ る 自 転 車 の 駐 車 の 用 に 供 す る た

め の 自 転 車 駐 車 場 を 設 置 し て い る 者 又 は そ の 管 理 者 は 、 当 該 自 転

車 駐 車 場 の 適 正 な 利 用 を 確 保 す る た め 、 駐 車 中 の 自 転 車 の 整 理 、

巡 回 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 （ 立 入 検 査 証 ）  

第 15 条  条 例 第 17 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 証 明 書 の 様 式 は 、 別 記 様 式 の

と お り と す る 。  

 （ 措 置 命 令 手 続 ）  

第 16 条  条 例 第 18 条 の 規 定 に よ る 措 置 命 令 は 、 書 面 に よ り 行 う も の

と す る 。  

 （ 自 転 車 の 大 量 の 駐 車 需 要 を 生 じ さ せ る 施 設 ）  

第 17 条  条 例 別 表 第 １ 備 考 ４ の 規 則 で 定 め る 施 設 は 、 柔 道 整 復 師 法

（ 昭 和 45 年 法 律 第 19 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 施 術 所 及 び あ ん

摩 マ ツ サ ー ジ 指 圧 師 、 は り 師 、 き ゆ う 師 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 22
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年 法 律 第  217 号 ） 第 ７ 条 に 規 定 す る あ ん 摩 業 、 マ ツ サ ー ジ 業 、 指

圧 業 、 は り 業 又 は き ゆ う 業 の 施 術 所 と す る 。  

２  条 例 別 表 第 １ 備 考 ７ の 規 則 で 定 め る 施 設 は 、 地 方 法 務 局 、 公 共

職 業 安 定 所 、 年 金 事 務 所 、 地 区 セ ン タ ー 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス 、

地 域 ケ ア プ ラ ザ そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設 と す る 。  

３  条 例 別 表 第 １ 備 考 ８ の 規 則 で 定 め る 施 設 は 、 碁 会 所 、 将 棋 道 場

、 ゲ ー ム セ ン タ ー 、 ビ リ ヤ ー ド 場 、 ダ ー ツ 場 、 自 転 車 競 技 法 （ 昭

和 23 年 法 律 第  209 号 ） 第 １ 条 第 ５ 項 に 規 定 す る 勝 者 投 票 券 、 小 型

自 動 車 競 走 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  208 号 ） 第 12 条 第 １ 項 に 規 定 す る

勝 車 投 票 券 及 び モ ー タ ー ボ ー ト 競 走 法 （ 昭 和 26 年 法 律 第  242 号 ）

第 ２ 条 第 ５ 項 に 規 定 す る 勝 舟 投 票 券 を 発 売 す る 施 設 そ の 他 こ れ ら

に 類 す る 施 設 と す る 。  

４  条 例 別 表 第 １ 備 考 ９ の 規 則 で 定 め る 施 設 は 、 職 業 能 力 開 発 校 、

理 容 師 、 美 容 師 又 は 調 理 師 の 養 成 施 設 、 カ ル チ ャ ー セ ン タ ー そ の

他 こ れ ら に 類 す る 施 設 と す る 。  

５  条 例 別 表 第 １ 備 考 10 の 規 則 で 定 め る 施 設 は 、 ス ポ ー ツ セ ン タ ー

、 体 育 館 、 ゴ ル フ 練 習 場 及 び バ ッ テ ィ ン グ 練 習 場 と す る 。  

 （ 委 任 ）  

第 18 条  こ の 規 則 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 道 路 局 長 が 定 め る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 平 成 30 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

別 表 （ 第 ３ 条 関 係 ）  

  施 設 の 用 途    施 設 の 部 分  

小 売 店 舗  大 規 模 小 売 店 舗 立 地 法 （ 平 成 10 年 法 律 第

91 号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 店 舗 面 積

に 算 入 さ れ る 部 分  

飲 食 店 ・ カ ラ オ ケ ボ

ッ ク ス 等  

客 室 、 客 室 間 の 通 路 、 待 合 室 、 ロ ビ ー そ

の 他 こ れ ら に 類 す る も の の う ち 利 用 者 の

利 用 に 供 す る 部 分 （ 階 段 、 昇 降 機 、 便 所

及 び 店 舗 間 の 通 路 を 除 く 。 ）  

レ ン タ ル ビ デ オ 店   商 品 を 陳 列 す る 室 、 ロ ビ ー そ の 他 こ れ ら

に 類 す る も の の う ち 利 用 者 の 利 用 に 供 す

る 部 分 （ 階 段 、 昇 降 機 及 び 便 所 を 除 く 。  

）  

劇 場 等  客 席 又 は 観 覧 席 を 設 置 す る 室 、 ロ ビ ー そ

の 他 こ れ ら に 類 す る も の の う ち 利 用 者 の

利 用 に 供 す る 部 分 （ 壁 、 扉 等 で 区 画 さ れ

て い る 通 路 、 階 段 、 昇 降 機 及 び 便 所 を 除

く 。 ）  

病 院 ・ 診 療 所  待 合 室 、 ロ ビ ー 、 受 付 場 所 、 会 計 場 所 そ   
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 の 他 こ れ ら に 類 す る も の の う ち 利 用 者 の

利 用 に 供 す る 部 分 （ 壁 、 扉 等 で 区 画 さ れ

て い る 通 路 、 階 段 、 昇 降 機 及 び 便 所 を 除

く 。 ）  

銀 行 、 郵 便 局  窓 口 業 務 を 行 う 室 、 待 合 室 、 ロ ビ ー 、 商

談 室 、 現 金 自 動 預 払 機 を 設 置 す る 室 そ の

他 こ れ ら に 類 す る も の の う ち 利 用 者 の 利

用 に 供 す る 部 分 （ 壁 、 扉 等 で 区 画 さ れ て

い る 通 路 、 階 段 、 昇 降 機 及 び 便 所 を 除 く  

。 ）  

官 公 署 等  待 合 室 、 ロ ビ ー 、 相 談 室 、 集 会 室 、 実 習

室 、 図 書 室 、 資 料 室 、 展 示 室 そ の 他 こ れ

ら に 類 す る も の の う ち 利 用 者 の 利 用 に 供

す る 部 分 （ 壁 、 扉 等 で 区 画 さ れ て い る 通

路 、 階 段 、 昇 降 機 及 び 便 所 を 除 く 。 ）  

遊 技 場  風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の 適 正 化 等 に

関 す る 法 律 （ 昭 和 23 年 法 律 第  122 号 ） 第

２ 条 第 １ 項 第 ５ 号 に 規 定 す る 遊 技 設 備 若

し く は 同 法 第 ４ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 遊 技

機 又 は 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の 適 正

化 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 昭 和 60 年 国

家 公 安 委 員 会 規 則 第 １ 号 ） 第 36 条 第 １ 項

第 １ 号 イ に 規 定 す る ま あ じ や ん 台 を 設 置

す る 室 で 利 用 者 の 利 用 に 供 す る 部 分 、 囲

碁 、 将 棋 、 テ レ ビ ゲ ー ム 、 ビ リ ヤ ー ド 、

ダ ー ツ そ の 他 こ れ ら に 類 す る 遊 戯 を 行 う

者 の 利 用 に 供 す る 部 分 並 び に 投 票 券 売 場  

、 待 合 室 及 び 観 戦 室 で 利 用 者 の 利 用 に 供

す る 部 分 （ 壁 、 扉 等 で 区 画 さ れ て い る 通

路 、 階 段 、 昇 降 機 及 び 便 所 を 除 く 。 ）  

学 習 施 設  教 室 、 講 堂 、 実 習 室 、 実 験 室 、 図 書 室 、

資 料 室 、 ロ ビ ー そ の 他 こ れ ら に 類 す る も

の の う ち 利 用 者 の 利 用 に 供 す る 部 分 （ 壁  

、 扉 等 で 区 画 さ れ て い る 通 路 、 階 段 、 昇

降 機 及 び 便 所 を 除 く 。 ）  

ス ポ ー ツ 施 設  運 動 場 、 練 習 場 、 浴 室 、 シ ャ ワ ー 室 、 休

憩 室 、 更 衣 室 、 客 席 、 観 覧 席 、 待 合 室 、

ロ ビ ー そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の の う ち

利 用 者 の 利 用 に 供 す る 部 分 （ 壁 、 扉 等 で

区 画 さ れ て い る 通 路 、 階 段 、 昇 降 機 及 び  
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 便 所 を 除 く 。 ）  

別 記 様 式 （ 第 15 条 関 係 ）  

             （ 表 ）               

                  第    号  

   自転車駐車場等立入検査職員証        

     所属  

     職名  

     氏名  

          （    年  月  日生）  

   上記の職員は、横浜市自転車駐車場の附置等に  

  関する条例第17条第１項の規定により、施設又は  

  自転車駐車場について立入検査を行う職権を有す  

  る職員であることを証明します。        

     年  月  日             

         横浜市長           印  

                   （縦 5.5 センチメートル 横９センチメートル）  

             （ 裏 ）  

  横浜市自転車駐車場の附置等に関する条例（抜粋）  

 

  （立入検査）                   

 第17条 市長は、この条例を施行するため必要な限度  

  において、施設若しくは自転車駐車場の所有者若し  

  くは管理者から報告若しくは資料の提出を求め、又  

  はその職員に施設若しくは自転車駐車場に立ち入り  

  、検査をさせることができる。           

 ２ 前項の規定による立入検査をする職員は、その身  

  分を示す証明書を携帯し、関係人の請求があったと  

  きは、これを提示しなければならない。       

 ３ （省略）                    

 （ 備 考 ）  

   紙 質 は 白 洋 厚 紙 と す る こ と 。  
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 横 浜 市 企 業 立 地 等 促 進 特 定 地 域 等 に お け る 支 援 措 置 に 関 す る 条 例

施 行 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   平 成 30 年 ３ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子   

横 浜 市 規 則 第 33 号  

   横 浜 市 企 業 立 地 等 促 進 特 定 地 域 等 に お け る 支 援 措 置 に 関  

   す る 条 例 施 行 規 則  

 横 浜 市 企 業 立 地 等 促 進 特 定 地 域 に お け る 支 援 措 置 に 関 す る 条 例 施

行 規 則 （ 平 成 16 年 ４ 月 横 浜 市 規 則 第 47 号 ） の 全 部 を 改 正 す る 。  

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 規 則 は 、 横 浜 市 企 業 立 地 等 促 進 特 定 地 域 等 に お け る 支

援 措 置 に 関 す る 条 例 （ 平 成 30 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 ５ 号 。 以 下 「 条

例 」 と い う 。 ） の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

 （ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 規 則 に お け る 用 語 の 意 義 は 、 こ の 規 則 に お い て 定 め る

も の の ほ か 、 条 例 の 例 に よ る 。  

 （ 大 企 業 者 ）  

第 ３ 条  条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 則 で 定 め る 者 は 、 次 の と お り と す る  

 。  

 (1)  法 人 税 法 （ 昭 和 40 年 法 律 第 34 号 ） 第 ２ 条 第 ７ 号 に 規 定 す る 協

同 組 合 等  

 (2)  中 小 企 業 等 協 同 組 合 法 （ 昭 和 24 年 法 律 第  181 号 ） 第 ３ 条 第 ４

号 に 規 定 す る 企 業 組 合  

 (3)  中 小 企 業 者 以 外 の 法 人 税 法 第 ２ 条 第 ３ 号 に 規 定 す る 内 国 法 人

の 属 す る 企 業 集 団 （ 金 融 商 品 取 引 法 （ 昭 和 23 年 法 律 第 25 号 ） 第

５ 条 第 １ 項 第 ２ 号 に 規 定 す る 企 業 集 団 及 び こ れ に 準 ず る も の を

い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 属 す る 会 社  

 (4)  財 務 諸 表 等 の 用 語 、 様 式 及 び 作 成 方 法 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 38

年 大 蔵 省 令 第 59 号 。 以 下 「 財 務 諸 表 等 規 則 」 と い う 。 ） 第 ８ 条

第 ７ 項 に 規 定 す る 特 別 目 的 会 社 （ 以 下 「 特 別 目 的 会 社 」 と い う

。 ）  

 (5)  法 人 税 法 第 66 条 第 ６ 項 第 ２ 号 イ に 規 定 す る 法 人 （ 同 法 第 ２ 条

第 ４ 号 に 規 定 す る 外 国 法 人 に 限 る 。 ） と の 間 に 当 該 法 人 に よ る

完 全 支 配 関 係 （ 同 条 第 12 号 の ７ の ６ に 規 定 す る 完 全 支 配 関 係 を

い う 。 ） が あ る 会 社  

 （ 経 常 利 益 の 額 等 ）  

第 ４ 条  条 例 第 ２ 条 第 ４ 号 の 経 常 利 益 の 額 は 、 法 人 が 定 め る 事 業 年

度 が １ 年 で あ る 場 合 に あ っ て は 当 該 事 業 年 度 の 経 常 利 益 の 額 と し

、 当 該 事 業 年 度 が １ 年 未 満 の 場 合 又 は １ 年 を 超 え る 場 合 に あ っ て

は 当 該 事 業 年 度 の 経 常 利 益 の 額 に 12 を 乗 じ て こ れ を 当 該 事 業 年 度
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の 月 数 （ 暦 に 従 っ て 計 算 し 、 １ 月 に 満 た な い 端 数 を 生 じ た と き は

、 こ れ を 切 り 捨 て る 。 第 ３ 項 第 ２ 号 及 び 第 ４ 号 に お い て 同 じ 。 ）

で 除 し て 得 た 額 と す る 。  

２  条 例 第 ２ 条 第 ４ 号 た だ し 書 の 規 則 で 定 め る 者 は 、 次 の 法 人 と す

る 。  

 (1)  財 務 諸 表 の 作 成 に お い て 経 常 利 益 の 額 を 算 定 し な い 企 業 会 計

の 規 準 を 採 用 す る 法 人  

 (2)  条 例 第 ３ 条 第 １ 項 の 認 定 の 申 請 を し よ う と す る 日 （ 以 下 「 申

請 日 」 と い う 。 ） の 前 日 に お い て 、 新 設 合 併 （ 会 社 法 （ 平 成 17

年 法 律 第 86 号 ） 第 ２ 条 第 28 号 に 規 定 す る 新 設 合 併 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） に よ る 設 立 を し た 日 の 属 す る 事 業 年 度 の 末 日 が 到 来 し

て い な い 法 人  

 (3)  基 準 事 業 年 度 の 前 事 業 年 度 に 新 設 合 併 又 は 新 設 分 割 （ 会 社 法

第 ２ 条 第 30 号 に 規 定 す る 新 設 分 割 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に よ る

設 立 を し た 法 人 の う ち 当 該 前 事 業 年 度 の 期 間 が １ 年 未 満 で あ る

法 人  

３  条 例 第 ２ 条 第 ４ 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 算 定 す る 経 常 利 益 の 額

又 は こ れ に 相 当 す る 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 ご と に 当 該 各 号 に

定 め る 額 と す る 。  

 (1)  条 例 第 ３ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 承 継 を し た 者  同 項 の 規 定 に よ

り そ の 地 位 が 承 継 さ れ た 者 に よ る 同 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 申 請

を し た 日 に 当 該 承 継 を し た 者 が 当 該 申 請 を し た も の と み な し て

算 定 さ れ る 経 常 利 益 の 額 。 た だ し 、 当 該 承 継 を し た 者 が 、 前 項

第 １ 号 に 掲 げ る 者 に 該 当 す る 場 合 に あ っ て は 当 該 経 常 利 益 の 額

を 次 号 の 税 引 前 利 益 の 額 に 置 き 換 え て 算 定 す る も の と し 、 同 項

第 ２ 号 に 掲 げ る 者 （ 同 項 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 の い ず れ に も 該 当 す

る 者 を 含 む 。 ） に 該 当 す る 場 合 に あ っ て は 第 ３ 号 に 規 定 す る 額  

 (2)  条 例 第 ３ 条 第 １ 項 の 認 定 の 申 請 を し た 前 項 第 １ 号 に 掲 げ る 者  

 法 人 が 定 め る 事 業 年 度 が １ 年 で あ る 場 合 に あ っ て は 当 該 事 業

年 度 の 税 引 前 利 益 の 額 、 当 該 事 業 年 度 が １ 年 未 満 の 場 合 又 は １

年 を 超 え る 場 合 に あ っ て は 当 該 事 業 年 度 の 税 引 前 利 益 の 額 に 12

を 乗 じ て こ れ を 当 該 事 業 年 度 の 月 数 で 除 し て 得 た 額 。 た だ し 、

当 該 者 が 同 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 者 に 該 当 す る 場 合 に あ っ て は 、 次

号 に 規 定 す る 額  

 (3)  前 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 者  当 該 合 併 に よ り 消 滅 し た 各 会 社 （ 以

下 「 新 設 合 併 消 滅 会 社 」 と い う 。 ） の 当 該 合 併 を し た 日 の 属 す

る 事 業 年 度 を 基 準 事 業 年 度 と み な し て 算 定 さ れ る 経 常 利 益 の 額

（ 新 設 合 併 消 滅 会 社 の う ち 同 項 第 １ 号 に 掲 げ る 者 に 該 当 す る 場

合 に あ っ て は 、 当 該 者 に つ い て は 前 号 の 税 引 前 利 益 の 額 ） を 合

計 し た 額 。 こ の 場 合 に お い て 、 新 設 合 併 消 滅 会 社 が 当 該 合 併 の
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日 前 に 新 設 合 併 又 は 新 設 分 割 に よ る 設 立 を し て い た と き の 当 該

新 設 合 併 消 滅 会 社 の 経 常 利 益 の 額 又 は 税 引 前 利 益 の 額 は 、 当 該

設 立 の 日 の 属 す る 事 業 年 度 以 後 の 額 を 算 入 す る 。  

 (4)  前 項 第 ３ 号 に 掲 げ る 者  基 準 事 業 年 度 の 前 事 業 年 度 の 経 常 利

益 の 額 に 12 を 乗 じ て こ れ を 当 該 前 事 業 年 度 の 期 間 の 月 数 で 除 し

て 得 た 額  

４  条 例 第 ２ 条 第 ４ 号 た だ し 書 の 規 則 で 定 め る 額 は 、 前 項 の 規 定 に

よ り 、 経 常 利 益 の 額 の み に よ り 算 定 さ れ る 者 に あ っ て は 基 準 事 業

年 度 （ 同 項 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 基 準 事 業 年 度 と み な さ れ る 事 業 年

度 を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） の 前 事 業 年 度 以 前 の ３ 事

業 年 度 の 合 計 額 が    300,000,000   円 又 は 基 準 事 業 年 度 の 前 事 業 年 度

の 額 が    100,000,000   円 と し 、 税 引 前 利 益 の 額 に よ り 算 定 さ れ る 者

（ 新 設 合 併 消 滅 会 社 の 一 部 が こ れ に 該 当 す る 場 合 を 含 む 。 ） に あ

っ て は 基 準 事 業 年 度 の 前 事 業 年 度 以 前 の ３ 事 業 年 度 の 合 計 額 が 30  

  0,000,000  円 か つ 基 準 事 業 年 度 の 前 事 業 年 度 の 額 が    100,000,000    

円 と す る 。  

 （ 家 屋 の 改 修 ）  

第 ５ 条  条 例 第 ２ 条 第 ６ 号 に 規 定 す る 規 則 で 定 め る 改 修 は 、 次 の と

お り と す る 。  

 (1)  建 築 物 の 耐 震 改 修 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ７ 年 法 律 第  123  

号 ） 第 22 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 耐 震 関 係 規 定 又 は 国 土 交 通 大 臣 が

定 め る 基 準 （ 以 下 「 耐 震 関 係 規 定 等 」 と い う 。 ） に 適 合 し て い

な い 家 屋 に 対 し 実 施 す る 、 建 築 物 の 耐 震 診 断 及 び 耐 震 改 修 の 促

進 を 図 る た め の 基 本 的 な 方 針 （ 平 成 18 年 国 土 交 通 省 告 示 第  184  

号 ） 別 添 第 ２ の 指 針 に 基 づ く 耐 震 改 修 （ 同 項 に 規 定 す る 認 定 を

受 け る も の に 限 る 。 ） 又 は 当 該 改 修 と 併 せ て 実 施 す る 次 号 に 規

定 す る 改 修  

 (2)  耐 震 関 係 規 定 等 に 適 合 し て い る 家 屋 に 対 し 実 施 す る 、 固 定 資

産 評 価 基 準 （ 昭 和 38 年 自 治 省 告 示 第  158 号 ） に 定 め る 非 木 造 家

屋 評 点 基 準 表 の 部 分 別 区 分 （ 以 下 「 部 分 別 区 分 」 と い う 。 ） の

う ち 、 外 周 壁 骨 組 、 間 仕 切 骨 組 、 外 部 仕 上 、 内 部 仕 上 、 床 仕 上

、 天 井 仕 上 、 屋 根 仕 上 、 建 具 、 特 殊 設 備 若 し く は そ の 他 工 事 の

新 設 若 し く は 更 新 又 は 建 築 設 備 の 新 設  

 （ 関 連 施 設 ）  

第 ６ 条  条 例 第 ２ 条 第 ７ 号 の 規 則 で 定 め る 関 連 施 設 は 、 事 務 所 （ 本

社 等 以 外 の 事 務 所 に あ っ て は 、 特 定 賃 貸 業 務 ビ ル 又 は 関 内 再 生 型

賃 貸 業 務 ビ ル の 事 務 所 と し て 賃 貸 す る も の に 限 る 。 ） 、 研 究 所 、

工 場 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の に 付 随 し た 次 に 掲 げ る 施 設 （ 当 該

事 務 所 、 研 究 所 、 工 場 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の の 床 面 積 を 超 え

な い も の に 限 る 。 ） と す る 。  
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 (1)  事 務 室 、 展 示 施 設 、 倉 庫 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設  

 (2)  企 業 （ 中 小 企 業 者 又 は 大 企 業 者 そ の 他 の 事 業 を 行 う 者 を い う

。 以 下 同 じ 。 ） 、 大 学 又 は 研 究 機 関 等 が 連 携 し て 事 業 又 は 製 品

の 企 画 、 研 究 又 は 開 発 等 を 行 う た め の 施 設 、 複 数 の 企 業 が そ の

場 所 及 び 設 備 を 共 用 し つ つ 独 立 し て 事 業 を 行 う こ と の で き る 施

設 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設 で 市 長 が 定 め る も の  

 (3)  関 内 再 生 型 賃 貸 業 務 ビ ル 内 に あ る 賃 貸 す る 施 設 で 関 内 周 辺 地

域 の 活 性 化 に 寄 与 す る と 認 め ら れ る も の の う ち 、 市 長 が 指 定 し

た も の  

 （ 本 社 機 能 等 ）  

第 ７ 条  条 例 第 ２ 条 第 ８ 号 の 規 則 で 定 め る 本 社 機 能 等 は 、 中 小 企 業

者 又 は 大 企 業 者 の 総 務 部 門 、 経 理 部 門 、 企 画 部 門 、 研 究 開 発 部 門

、 事 業 を 統 括 す る 部 門 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 部 門 （ 以 下 「 中 枢 部

門 」 と い う 。 ） 及 び こ れ ら に 付 随 す る 部 門 で 、 市 長 が 定 め る も の

と す る 。  

 （ 特 定 賃 貸 型 研 究 開 発 施 設 の 基 準 ）  

第 ８ 条  条 例 第 ２ 条 第 10 号 の 規 則 で 定 め る 基 準 は 、 次 の い ず れ を も

満 た す も の と す る 。  

 (1)  当 該 施 設 の 床 の 積 載 荷 重 （ 建 築 基 準 法 施 行 令 （ 昭 和 25 年 政 令

第  338 号 ） 第 85 条 に 規 定 す る 積 載 荷 重 を い う 。 ） が １ 平 方 メ ー

ト ル に つ き  9,810 ニ ュ ー ト ン 以 上 で あ る こ と 。  

 (2)  当 該 施 設 の 床 の 上 面 か ら 直 上 の 天 井 面 ま で の 高 さ （ 当 該 施 設

を 賃 借 す る 者 （ 以 下 「 賃 借 人 」 と い う 。 ） が 整 備 し た 部 分 別 区

分 の う ち 床 仕 上 及 び 天 井 仕 上 に 係 る 部 分 を 除 く 。 ） が ３ メ ー ト

ル 以 上 で あ る こ と 。  

 (3)  当 該 施 設 を 研 究 所 の 用 に 供 す る た め の 設 備 で 市 長 が 定 め る も

の を 備 え 、 又 は 当 該 設 備 を 賃 借 人 が 設 置 で き る 構 造 を 有 す る こ

と 。  

 （ 研 究 開 発 型 特 定 賃 貸 業 務 ビ ル の 床 面 積 の 割 合 ）  

第 ９ 条  条 例 第 ２ 条 第 12 号 の 規 則 で 定 め る 割 合 は 、 特 定 賃 貸 業 務 ビ

ル の 事 業 所 又 は 特 定 賃 貸 型 研 究 開 発 施 設 と し て 賃 貸 す る 部 分 の 床

面 積 の 合 計 に 対 す る 当 該 特 定 賃 貸 型 研 究 開 発 施 設 と し て 賃 貸 す る

部 分 の 床 面 積 の 合 計 の 割 合 が  100 分 の 30 と す る 。  

 （ 企 業 立 地 等 ）  

第 10 条  条 例 第 ２ 条 第 14 号 （ ア 及 び イ を 除 く 。 ） の 規 則 で 定 め る 行

為 は 、 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の 適 正 化 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和

23 年 法 律 第  122 号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 風 俗 営 業 を 主 た る 業

と し 、 又 は 同 条 第 ５ 項 に 規 定 す る 性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 を 業 と す る

中 小 企 業 者 又 は 大 企 業 者 が 行 う 行 為 と す る 。  

第 11 条  条 例 第 ２ 条 第 14 号 ア (ク) 及 び 条 例 別 表 第 ２ の 規 則 で 定 め る 行
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為 は 、 中 小 企 業 者 又 は 大 企 業 者 の 関 係 会 社 （ 当 該 中 小 企 業 者 又 は

当 該 大 企 業 者 が 、 財 務 諸 表 等 規 則 第 ５ 条 第 １ 項 第 １ 号 の 財 務 諸 表

提 出 会 社 で あ る 場 合 に お け る 財 務 諸 表 等 規 則 第 ８ 条 第 ８ 項 に 規 定

す る 関 係 会 社 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 対 し て 、 当 該 関 係 会 社 の 事

業 所 （ 本 社 等 以 外 の 事 務 所 を 除 く 。 ） 又 は 特 定 集 客 施 設 （ 特 定 賃

貸 業 務 ビ ル 内 に あ る も の を 除 く 。 ） と し て 賃 貸 す る こ と と す る 。  

第 12 条  条 例 第 ２ 条 第 14 号 イ の 規 則 で 定 め る 行 為 は 、 中 小 企 業 者 又

は 大 企 業 者 の 親 会 社 （ 財 務 諸 表 等 規 則 第 ８ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 親

会 社 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） が 市 内 に 事 業 所 を 有 す る 場 合 に お い て

、 当 該 中 小 企 業 者 又 は 当 該 大 企 業 者 が 当 該 事 業 所 と 同 一 の 種 類 の

事 業 所 を 設 置 す る こ と と す る 。  

２  条 例 第 ２ 条 第 14 号 イ (ア) 及 び (イ) の 規 則 で 定 め る 従 業 者 は 、 地 方 税

法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  226 号 ） 第  701 条 の 31 第 １ 項 第 ５ 号 に 規 定 す

る 従 業 者 並 び に 障 害 者 及 び 年 齢 65 歳 以 上 の 者 と す る 。  

 （ 本 社 等 の 設 置 等 ）  

第 13 条  条 例 第 ２ 条 第 14 号 エ の 規 則 で 定 め る も の は 、 同 号 エ に 掲 げ

る 行 為 に 係 る 企 業 立 地 等 が 京 浜 臨 海 部 地 域 又 は 臨 海 南 部 工 業 地 域

に 係 る も の で あ る 場 合 の 別 表 第 ２ に 規 定 す る 自 然 科 学 研 究 関 連 分

野 と す る 。  

２  条 例 第 ２ 条 第 14 号 エ の 規 定 に よ る 本 社 等 の 設 置 は 、 次 の 各 号 に

掲 げ る 場 合 ご と に 当 該 各 号 に 掲 げ る 従 業 者 （ 条 例 別 表 第 ９ 備 考 ２

(2) に 規 定 す る 従 業 者 を い う 。 以 下 こ の 項 及 び 第 25 条 に お い て 同 じ

。 ） の 人 数 が  100 人 以 上 の 規 模 の 本 社 等 （ 当 該 特 定 事 業 者 の 中 枢

部 門 に 属 す る 従 業 者 の 人 数 が 50 人 以 上 で あ る も の に 限 る 。 ） を 設

置 す る も の と す る 。  

 (1)  申 請 日 に お い て 市 内 に 本 社 等 を 有 し な い 場 合 （ 次 号 及 び 第 ３

号 に 掲 げ る 場 合 を 除 く 。 ）  新 た に 設 置 す る 本 社 等 の 従 業 者 の

人 数 が  100 人 以 上  

 (2)  申 請 日 に お い て 市 内 に 本 社 等 を 有 せ ず 、 か つ 、 申 請 日 の 前 日

か ら ２ 年 前 の 日 ま で の 間 （ 以 下 「 判 定 期 間 」 と い う 。 ） に お い

て 市 内 に 本 社 等 を 設 置 し て い た 場 合  新 た に 設 置 す る 本 社 等 の

従 業 者 の 人 数 か ら 判 定 期 間 に お い て 設 置 し て い た 本 社 等 （ 以 下

「 廃 止 本 社 等 」 と い う 。 ） を 廃 止 し た 日 の 属 す る 事 業 年 度 の 前

事 業 年 度 の 末 日 （ 同 日 に お い て 廃 止 本 社 等 を 設 置 し て い な か っ

た 場 合 に あ っ て は 、 当 該 廃 止 本 社 等 を 廃 止 し た 日 の 前 日 ） に お

け る 当 該 廃 止 本 社 等 の 従 業 者 の 人 数 （ 以 下 「 廃 止 本 社 等 従 業 者

数 」 と い う 。 ） を 控 除 し た 人 数 が  100 人 以 上  

 (3)  申 請 日 に お い て 市 内 に 本 社 等 を 有 せ ず 、 か つ 、 判 定 期 間 に お

い て 合 併 又 は 分 割 （ 以 下 「 合 併 等 」 と い う 。 ） に よ り 市 内 に 本

社 等 を 設 置 し て い た 法 人 （ 以 下 「 被 承 継 法 人 」 と い う 。 ） の 権
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利 義 務 の 全 部 又 は 一 部 を 承 継 し た 場 合  新 た に 設 置 す る 本 社 等

の 従 業 者 の 人 数 か ら 当 該 合 併 等 を し た 日 の 属 す る 当 該 被 承 継 法

人 の 事 業 年 度 の 前 事 業 年 度 の 末 日 （ 同 日 に お い て 当 該 被 承 継 法

人 が 市 内 に 本 社 等 を 設 置 し て い な か っ た 場 合 に あ っ て は 、 当 該

合 併 等 を し た 日 の 前 日 ） に お け る 当 該 被 承 継 法 人 が 市 内 に 設 置

し て い た 本 社 等 の 従 業 者 の 人 数 （ 以 下 「 被 承 継 法 人 本 社 等 従 業

者 数 」 と い う 。 ） を 控 除 し た 人 数 が  100 人 以 上  

 (4)  申 請 日 に お い て 市 内 （ 条 例 第 ２ 条 第 14 号 エ に 規 定 す る 地 域 （

以 下 「 対 象 地 域 」 と い う 。 ） を 除 く 。 ） に 本 社 等 を 有 す る 場 合  

 新 た に 設 置 す る 本 社 等 の 従 業 者 の 人 数 か ら 申 請 日 の 属 す る 事

業 年 度 の 前 事 業 年 度 の 末 日 （ 同 日 に お い て 市 内 に 本 社 等 を 設 置

し て い な か っ た 場 合 に あ っ て は 、 申 請 日 ） に お け る 当 該 市 内 に

有 す る 本 社 等 の 従 業 者 の 人 数 （ 以 下 「 既 存 本 社 等 従 業 者 数 」 と

い う 。 ） を 控 除 し た 人 数 が  100 人 以 上  

 (5)  申 請 日 に お い て 対 象 地 域 に 本 社 等 を 有 す る 場 合  設 置 す る 本

社 等 の 従 業 者 の 人 数 か ら 既 存 本 社 等 従 業 者 数 を 控 除 し た 人 数 が  

 100 人 以 上 か つ 既 存 本 社 等 従 業 者 数 の ２ 倍 以 上  

３  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 に 掲 げ る 場 合 は 、 同 項 に 掲 げ る 場

合 か ら 除 く も の と す る 。  

 (1)  条 例 第 ２ 条 第 14 号 ア (カ) に 掲 げ る 行 為 に 係 る 企 業 立 地 等 と し て

条 例 の 規 定 に 基 づ く 助 成 金 の 交 付 又 は 税 の 特 例 に よ る 支 援 （ こ

れ に 相 当 す る 支 援 を 含 む 。 以 下 こ の 項 及 び 第 27 条 に お い て 「 支

援 措 置 」 と い う 。 ） の 対 象 と な っ た 事 業 所 に お い て 当 該 固 定 資

産 取 得 事 業 者 又 は そ の 関 係 会 社 が 本 社 等 を 設 置 す る 場 合  

 (2)  条 例 第 ２ 条 第 14 号 ア (ク) に 掲 げ る 行 為 に 係 る 企 業 立 地 等 と し て

支 援 措 置 の 対 象 と な っ た 事 業 所 が あ る 家 屋 に お い て 当 該 関 係 会

社 が 本 社 等 を 設 置 す る 場 合  

 (3)  固 定 資 産 賃 借 企 業 立 地 等 と し て 支 援 措 置 の 対 象 と な っ た 本 社

等 が あ る 家 屋 に お い て 当 該 固 定 資 産 賃 借 事 業 者 が 本 社 等 を 設 置

す る 場 合 （ 当 該 支 援 措 置 の 対 象 と な っ た 本 社 等 （ 認 定 を 取 り 消

さ れ た 企 業 立 地 等 事 業 計 画 に 係 る も の を 除 く 。 ） を 廃 止 し た 後

に 新 た に 本 社 等 を 設 置 す る 場 合 を 除 く 。 ）  

 (4)  当 該 特 定 事 業 者 の 親 会 社 が 市 内 に 本 社 等 を 有 し て い る 場 合 に

お い て 、 当 該 親 会 社 の 本 社 等 の 従 業 者 を 出 向 さ せ 、 又 は 転 籍 さ

せ て 本 社 等 を 設 置 す る 場 合 （ 新 た に 設 置 す る 本 社 等 の 従 業 者 の

人 数 に 対 す る 当 該 出 向 し 、 又 は 転 籍 す る 者 の 人 数 の 合 計 の 割 合

が ２ 分 の １ 以 上 と な る 場 合 に 限 る 。 ）  

 （ 投 下 資 本 額 か ら 控 除 す る 費 用 ）  

第 14 条  条 例 第 ２ 条 第 16 号 エ の 規 則 で 定 め る も の は 、 次 の と お り と

す る 。  



                     横 浜 市 報    号外第３ 平成30年３月30日 

46 

 (1)  企 業 集 団 に 属 す る 中 小 企 業 者 又 は 大 企 業 者 の 間 で 取 引 等 が 行

わ れ た 条 例 別 表 第 ２ か ら 別 表 第 ４ ま で に 規 定 す る 土 地 又 は 家 屋

の 取 得 に 要 す る 費 用 （ 家 屋 の 新 築 、 増 築 又 は 改 修 に 要 す る 費 用

を 除 く 。 以 下 「 土 地 等 の 取 得 費 用 」 と い う 。 ）  

 (2)  中 小 企 業 者 又 は 大 企 業 者 と こ れ ら の 関 係 会 社 と の 間 で 取 引 等

が 行 わ れ た 土 地 等 の 取 得 費 用  

 (3)  特 別 目 的 会 社 と 当 該 特 別 目 的 会 社 に 出 資 す る 一 般 社 団 法 人 及

び こ れ に 準 ず る も の に 対 し て 基 金 を 拠 出 し 、 又 は 出 資 し た 会 社

と の 間 で 取 引 等 が 行 わ れ た 土 地 等 の 取 得 費 用  

 (4)  一 の 固 定 資 産 を 当 該 企 業 立 地 等 事 業 計 画 に 基 づ く 企 業 立 地 等

に 係 る 事 業 （ こ の 号 に お い て 「 対 象 事 業 」 と い う 。 ） 及 び 対 象

事 業 以 外 の 用 途 に 共 用 す る 場 合 に お い て 、 当 該 対 象 事 業 以 外 の

用 に 供 す る 部 分 の 取 得 に 要 す る 費 用 と し て 市 長 が 定 め る と こ ろ

に よ り 算 定 す る 額  

 (5)  条 例 別 表 第 ４ 第 １ 号 に 掲 げ る 行 為 の う ち 、 自 ら 賃 借 し て い る

土 地 （ 当 該 土 地 を そ の 敷 地 と す る 家 屋 を 所 有 し て い る 場 合 に 限

る 。 ） の 取 得 に 要 す る 費 用  

 （ 企 業 立 地 等 事 業 計 画 書 の 提 出 ）  

第 15 条  企 業 立 地 等 事 業 計 画 書 は 、 固 定 資 産 取 得 企 業 立 地 等 に あ っ

て は 条 例 別 表 第 ２ か ら 別 表 第 ４ ま で に 規 定 す る 固 定 資 産 の 取 得 又

は 改 修 の た め の 契 約 （ 以 下 「 固 定 資 産 取 得 契 約 」 と い う 。 ） の 締

結 （ こ れ に 類 す る も の を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） の 日 の ６ 箇 月 前 か ら

当 該 固 定 資 産 取 得 契 約 の 締 結 の 日 の 前 日 ま で に 、 固 定 資 産 賃 借 企

業 立 地 等 に あ っ て は 家 屋 の 賃 借 の た め の 契 約 （ 以 下 「 固 定 資 産 賃

借 契 約 」 と い う 。 ） の 締 結 （ こ れ に 類 す る も の を 含 む 。 以 下 同 じ

。 ） の 日 の ６ 箇 月 前 か ら 当 該 固 定 資 産 賃 借 契 約 の 締 結 の 日 の 前 日

ま で に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 申 請 者 の 地 位 の 承 継 の 申 請 ）  

第 16 条  条 例 第 ３ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 承 認 を 受 け よ う と す る 者 は

、 当 該 承 継 後 遅 滞 な く 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 に 当 該 承

継 を 証 す る 書 類 を 添 え て 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  企 業 立 地 等 事 業 計 画 の 認 定 の 申 請 年 月 日  

 (2)  譲 り 受 け 、 又 は 承 継 し た 企 業 立 地 等 及 び 企 業 立 地 等 に 係 る 事

業 の 概 要  

 (3)  譲 渡 又 は 承 継 の 理 由 及 び そ の 年 月 日  

 (4)  条 例 第 ２ 条 第 ４ 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 算 定 し た 経 常 利 益 の

額 又 は こ れ に 相 当 す る 額 （ 当 該 企 業 立 地 等 が 同 条 第 14 号 イ 又 は

エ に 掲 げ る 行 為 に 係 る も の で あ る 場 合 に 限 る 。 ）  

 (5)  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

 （ 企 業 立 地 等 に 係 る 事 業 の 開 始 ）  
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第 17 条  条 例 第 ３ 条 第 ６ 項 の 規 則 で 定 め る 期 間 は 、 別 表 第 １ の と お

り と す る 。 た だ し 、 市 長 が や む を 得 な い と 認 め る 場 合 は 、 市 長 が

指 定 す る 期 間 と す る 。  

 （ 認 定 事 業 計 画 の 変 更 ）  

第 18 条  条 例 第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 認 定 事 業 計 画 の 変 更 を し

よ う と す る と き は 、 当 該 変 更 の 内 容 を 記 載 し た 書 面 に 市 長 が 定 め

る 書 類 を 添 え て 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 認 定 事 業 者 の 地 位 の 承 継 の 申 請 等 ）  

第 19 条  条 例 第 ５ 条 第 ３ 項 又 は 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 承 認 を 受 け よ う

と す る 者 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 に 市 長 が 定 め る 書 類

を 添 え て 、 当 該 承 継 を し よ う と す る 日 の 90 日 前 （ 市 長 が や む を 得

な い 事 情 が あ る と 認 め る 場 合 は 、 市 長 が 指 定 す る 期 日 ） ま で に 、

市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  当 該 認 定 事 業 計 画 の 認 定 の 年 月 日 及 び 番 号  

 (2)  当 該 企 業 立 地 等 又 は 当 該 企 業 立 地 等 に 係 る 事 業 の 概 要  

 (3)  譲 渡 又 は 承 継 の 理 由 及 び そ の 予 定 年 月 日  

 (4)  認 定 事 業 者 の 地 位 を 承 継 し よ う と す る 者 の 経 営 の 状 況  

 (5)  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

２  条 例 第 ５ 条 第 ５ 項 の 規 定 に よ る 報 告 は 、 当 該 企 業 立 地 等 又 は 当

該 企 業 立 地 等 に 係 る 事 業 を 譲 り 受 け 、 又 は 承 継 し た 後 、 速 や か に

、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 に こ れ を 証 す る 書 類 を 添 え て し

な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  当 該 承 継 の 承 認 の 年 月 日 及 び 番 号  

 (2)  譲 渡 又 は 承 継 の 年 月 日  

 (3)  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

 （ 状 況 報 告 ）  

第 20 条  条 例 第 ７ 条 の 規 定 に よ る 報 告 は 、 当 該 企 業 立 地 等 又 は 当 該

企 業 立 地 等 に 係 る 事 業 の 遂 行 の 状 況 を 記 載 し た 書 面 に 次 に 掲 げ る

書 類 を 添 え て 、 毎 年 （ そ の 全 て の 期 間 に お い て 当 該 事 業 を 休 止 し

て い た 年 の 翌 年 を 除 く 。 ） １ 月 １ 日 か ら 同 月 末 日 ま で の 間 に そ の

前 年 の 状 況 に つ い て 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  認 定 事 業 者 の 経 営 の 状 況 を 確 認 す る こ と が で き る 書 類  

 (2)  認 定 事 業 者 又 は そ の 代 表 者 若 し く は 役 員 に 関 し 、 条 例 第 ３ 条

第 ５ 項 各 号 の 該 当 の 有 無 を 確 認 す る た め の 書 類  

 (3)  認 定 事 業 者 が 課 さ れ 、 若 し く は 申 告 納 付 す る 横 浜 市 の 市 税 の

額 及 び 当 該 市 税 の 納 付 の 状 況 を 確 認 す る こ と が で き る 書 類  

２  前 項 の 報 告 を 行 う 期 間 は 、 当 該 企 業 立 地 等 事 業 計 画 の 認 定 を 受

け た 日 の 属 す る 年 の 翌 年 か ら 、 条 例 第 ３ 条 第 ４ 項 第 ３ 号 ア に 規 定

す る 期 間 が 経 過 す る 日 の 属 す る 年 の 翌 年 ま で と す る 。  

 （ 企 業 立 地 等 助 成 金 の 交 付 ）  
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第 21 条  条 例 第 ９ 条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 に 規 定 す る 助 成 金 は 、 同 条 第

３ 項 の 規 定 に よ る 最 初 の 申 請 が あ っ た 日 の 属 す る 年 度 か ら 10 回 以

内 に 分 割 し て 、 毎 年 度 （ 当 該 助 成 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 者 が

同 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り そ の 申 請 を す る こ と が で き な か っ た 場

合 は 、 そ の 年 度 を 除 く 。 ） １ 回 交 付 す る も の と す る 。  

２  固 定 資 産 取 得 事 業 者 が 行 う 条 例 第 ９ 条 第 ３ 項 又 は 条 例 第 11 条 第

２ 項 に お い て 準 用 す る 条 例 第 10 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 申 請 は 、 条

例 第 13 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 投 下 資 本 額 が 確 定 し た 日 以 降 に 行 わ

な け れ ば な ら な い 。  

３  認 定 事 業 者 が 行 う 条 例 第 10 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 申 請 は 、 同 条

第 ２ 項 の 規 定 に よ る 報 告 を し た 日 以 降 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

４  前 ２ 項 の 申 請 を す る 者 は 、 そ の 都 度 、 当 該 者 又 は そ の 代 表 者 若

し く は 役 員 に 関 し 、 条 例 第 ３ 条 第 ５ 項 各 号 の 該 当 の 有 無 を 確 認 す

る た め の 書 類 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 前 条 第 １ 項 第

２ 号 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 同 項 の 報 告 （ 当 該 申 請 を す る 日 の 属 す

る 年 の 報 告 に 限 る 。 ） を 行 っ た 後 に 当 該 書 類 に 記 載 さ れ た 事 項 に

変 更 が な い 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

 （ 市 民 雇 用 者 ）  

第 22 条  市 民 雇 用 者 は 、 当 該 企 業 立 地 等 に 係 る 事 業 に 従 事 す る 者 で

あ っ て 、 次 に 掲 げ る 者 と す る 。  

 (1)  労 働 基 準 法 施 行 規 則 （ 昭 和 22 年 厚 生 省 令 第 23 号 ） 第 ５ 条 第 １

項 第 １ 号 に 規 定 す る 労 働 契 約 （ 以 下 「 労 働 契 約 」 と い う 。 ） の

期 間 の 定 め が な く 雇 用 さ れ て い る 者  

 (2)  労 働 契 約 の 期 間 又 は 連 続 し た 労 働 契 約 の 期 間 の 合 計 が １ 年 を

超 え て 雇 用 さ れ て い る 者 で あ っ て 、 基 準 日 以 降 も 引 き 続 き 雇 用

さ れ て い る 者 。 た だ し 、 短 時 間 労 働 者 の 雇 用 管 理 の 改 善 等 に 関

す る 法 律 （ 平 成 ５ 年 法 律 第 76 号 ） 第 ２ 条 に 規 定 す る 短 時 間 労 働

者 を 除 く 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 複 数 の 認 定 事 業 計 画 に 基 づ く 企 業 立

地 等 に 係 る 事 業 を 行 う 認 定 事 業 者 が 雇 用 す る 者 の う ち 、 い ず れ か

一 の 事 業 に 従 事 す る 者 で 、 条 例 第 10 条 第 ２ 項 の 規 定 （ 改 正 さ れ た

こ れ に 相 当 す る 規 定 を 含 む 。 ） に 基 づ く 報 告 の 対 象 と な っ た も の

は 、 当 該 一 の 事 業 と は 別 の 認 定 事 業 計 画 に 基 づ く 企 業 立 地 等 に 係

る 事 業 に お い て 同 項 の 規 定 に 基 づ く 報 告 の 対 象 と な る 者 に 含 ま な

い も の と す る 。  

 （ 市 内 事 業 者 ）  

第 23 条  条 例 第 11 条 第 １ 項 各 号 の 規 則 で 定 め る 市 内 事 業 者 は 、 市 内

に 主 た る 事 務 所 を 有 す る 者 と す る 。  

 （ 投 下 資 本 額 の 報 告 ）  

第 24 条  条 例 第 12 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 報 告 は 当 該 固 定 資 産 取 得 企
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業 立 地 等 が 終 了 し た 後 に 、 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 報 告 は 同 項 の

事 由 が 発 生 し た 後 に 、 遅 滞 な く 、 投 下 資 本 額 を 記 載 し た 書 面 に こ

れ を 証 す る 書 類 を 添 え て 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

２  条 例 第 12 条 第 ２ 項 の 規 則 で 定 め る 事 由 は 、 次 の と お り と す る 。  

 (1)  固 定 資 産 取 得 事 業 者 が 法 人 税 法 第  126 条 第 １ 項 に 規 定 す る 帳

簿 書 類 の う ち 固 定 資 産 台 帳 に 登 録 し た 固 定 資 産 （ 当 該 認 定 事 業

計 画 に 基 づ い て 取 得 し た も の に 限 る 。 次 号 に お い て 同 じ 。 ） に

つ い て 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合  

  ア  取 得 価 額 の 減 額 （ 条 例 第 ９ 条 第 １ 項 若 し く は 第 ２ 項 若 し く

は 第 11 条 第 １ 項 に 規 定 す る 助 成 金 又 は 神 奈 川 県 が 企 業 立 地 等

の 促 進 を 目 的 と し て 交 付 す る 補 助 金 に つ い て 行 う 法 人 税 法 第

42 条 か ら 第 44 条 ま で に 規 定 す る 圧 縮 記 帳 に よ る 減 額 を 除 く 。

） を し た と き 。  

  イ  減 価 償 却 資 産 の 耐 用 年 数 等 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 40 年 大 蔵 省

令 第 15 号 ） 別 表 第 １ に 規 定 す る 建 物 若 し く は 建 物 附 属 設 備 を

同 表 に 規 定 す る こ れ ら 以 外 の 種 類 の も の に 変 更 し 、 又 は 同 令

別 表 第 ２ に 規 定 す る 機 械 及 び 装 置 を 同 令 別 表 第 １ に 規 定 す る

建 物 若 し く は 建 物 附 属 設 備 以 外 の 種 類 の も の に 変 更 し た と き

。  

  ウ  当 該 固 定 資 産 台 帳 か ら 削 除 し た と き 。  

 (2)  固 定 資 産 取 得 事 業 者 が 国 税 の 調 査 （ 国 税 通 則 法 （ 昭 和 37 年 法

律 第 66 号 ） 第 74 条 の ２ 第 １ 項 に 規 定 す る 法 人 税 に 関 す る 調 査 を

い う 。 ） に 基 づ く 更 正 の 処 分 を 受 け た 場 合 に お い て 、 前 号 の 固

定 資 産 台 帳 に 登 録 し た 固 定 資 産 に つ い て 、 同 号 ア に 規 定 す る 減

額 、 同 号 イ に 規 定 す る 変 更 又 は 同 号 ウ に 規 定 す る 削 除 を し な け

れ ば な ら な い と き 。  

 (3)  条 例 第 12 条 第 １ 項 に 規 定 す る 報 告 に 誤 り の あ る こ と を 理 由 と

し て 、 市 長 が 投 下 資 本 額 の 変 更 を 求 め た 場 合  

 （ 本 社 等 の 従 業 者 の 人 数 ）  

第 25 条  条 例 第 16 条 第 ３ 項 第 ３ 号 の 規 則 で 定 め る 本 社 等 の 従 業 者 の

人 数 は 、 当 該 認 定 事 業 計 画 に 係 る 事 業 所 の 従 業 者 の 人 数 か ら 廃 止

本 社 等 従 業 者 数 、 被 承 継 法 人 本 社 等 従 業 者 数 若 し く は 既 存 本 社 等

従 業 者 数 又 は 次 項 の 規 定 に よ り 報 告 を 受 け た 従 業 者 の 人 数 に 基 づ

き 市 長 が 決 定 す る 人 数 を 控 除 し た 人 数 と す る 。  

２  条 例 第 16 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 報 告 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合

ご と に 当 該 各 号 に 定 め る 事 項 に つ い て 市 長 が 定 め る 期 限 ま で に 行

わ な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  固 定 資 産 賃 借 企 業 立 地 等 に 係 る 事 業 を 開 始 し た 場 合   

  ア  市 内 の 事 務 所 等 の 所 在 地 及 び 当 該 事 務 所 等 ご と の 従 業 者 の  

   人 数  
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  イ  事 業 開 始 日 の 属 す る 事 業 年 度 の 前 事 業 年 度 の 末 日 に お け る

市 内 の 事 務 所 等 の 所 在 地 及 び 同 日 に お け る 当 該 事 務 所 等 ご と

の 従 業 者 の 人 数  

 (2)  当 該 事 業 開 始 日 後 に 新 た に 市 内 に 事 務 所 等 を 設 置 し 、 又 は 市

内 の 事 務 所 等 を 廃 止 し た 場 合  市 内 の 事 務 所 等 の 所 在 地 及 び 当

該 事 務 所 等 ご と の 従 業 者 の 人 数  

 （ 休 止 の 期 間 ）  

第 26 条  条 例 第 17 条 第 ２ 項 の 規 則 で 定 め る 期 間 は 、 ６ 箇 月 と す る 。  

 （ 償 却 資 産 の 取 得 ）  

第 27 条  条 例 別 表 第 ２ の 規 則 で 定 め る 償 却 資 産 は 、 資 産 の 種 類 （ 地

方 税 法 第  383 条 に 規 定 す る 償 却 資 産 の 種 類 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

が 、 構 築 物 に 区 分 さ れ る も の の う ち 家 屋 に 付 随 す る も の 又 は 機 械

及 び 装 置 に 区 分 さ れ る も の で 、 市 長 が 定 め る も の と す る 。 た だ し

、 固 定 資 産 賃 借 企 業 立 地 等 と し て 支 援 措 置 の 対 象 と な っ た 事 業 所

に お い て 当 該 固 定 資 産 賃 借 事 業 者 又 は そ の 関 係 会 社 が 設 備 の 新 設

、 増 設 又 は 第 31 条 に 規 定 す る 更 新 を す る 目 的 で 取 得 す る も の を 除

く 。  

 （ 対 象 と な る 事 業 の 分 野 ）  

第 28 条  条 例 別 表 第 ２ の 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 、 健 康 ・ 医 療 及 び 自 然 科

学 研 究 に 関 連 す る 分 野 で 規 則 で 定 め る も の は 、 別 表 第 ２ の と お り

と す る 。  

 （ 対 象 と な る 製 造 業 ）  

第 29 条  条 例 別 表 第 ２ の 製 造 業 で 規 則 で 定 め る も の は 、 日 本 標 準 産

業 分 類 （ 統 計 法 （ 平 成 19 年 法 律 第 53 号 ） 第 28 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ

り 総 務 大 臣 が 公 示 し た も の を い う 。 ） に 掲 げ る 製 造 業 と す る 。  

 （ 先 端 技 術 工 場 ）  

第 30 条  条 例 別 表 第 ２ の 研 究 所 を 併 設 す る 工 場 で 規 則 で 定 め る も の

は 、 当 該 研 究 所 に お い て 行 う 研 究 開 発 の 成 果 を 反 映 し て 技 術 革 新

に よ る 新 た な 商 品 等 を 生 産 し 、 又 は 継 続 的 に 生 産 性 の 向 上 を 図 る

工 場 で 、 次 の い ず れ も 満 た す も の と す る 。  

 (1)  市 長 が 定 め る 機 能 を 有 し 、 又 は 市 長 が 定 め る 基 準 を 満 た し て

い る こ と 。  

 (2)  工 場 の 用 に 供 す る 部 分 と 研 究 所 の 用 に 供 す る 部 分 （ 以 下 「 総

対 象 部 分 」 と 総 称 す る 。 ） が 物 理 的 に 区 分 さ れ 、 か つ 、 次 に 掲

げ る 部 門 及 び 従 業 者 を い ず れ も 有 す る こ と 。  

  ア  専 ら 商 品 等 の 生 産 を 行 う 部 門 及 び そ の 専 従 者  

  イ  専 ら 研 究 開 発 を 行 う 部 門 及 び そ の 専 従 者  

 (3)  総 対 象 部 分 の 床 面 積 に 対 す る 当 該 工 場 又 は 当 該 研 究 所 の 用 に

供 す る 部 分 の 床 面 積 の 割 合 が 、 い ず れ も  100 分 の 10 以 上 と な る

こ と 。  
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 （ 事 業 所 の 設 備 の 更 新 ）  

第 31 条  条 例 別 表 第 ２ 及 び 別 表 第 ７ の 規 則 で 定 め る 更 新 は 、 研 究 開

発 の 成 果 又 は 技 術 革 新 に よ る 新 た な 商 品 等 の 生 産 を 行 う た め の 更

新 （ 研 究 所 等 を 先 端 技 術 工 場 に す る た め の 設 備 の 更 新 を 除 く 。 ）

と す る 。  

 （ 委 任 ）  

第 32 条  こ の 規 則 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 経 済 局 長 が 定 め る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 平 成 30 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

別 表 第 １ （ 第 17 条 ）  

   固定資産の取得又は企業立地等の方法    期     間  

１ 土地を取得し、又は賃借して、当該土地に家屋  

 を新築し、若しくは増築し、又は当該土地に存す  

 る家屋を取得する場合             

２ １に掲げる行為に併せて、償却資産を取得する  

 場合                     

企業立地等事業計画の認定を受けた日から７  

年を経過する日まで            

１ 自ら所有し、又は賃借している土地に家屋を新  

 築し、又は増築する場合            

２ １に掲げる行為に併せて、償却資産を取得する  

 場合                     

企業立地等事業計画の認定を受けた日から５  

年を経過する日まで            

 

償却資産を取得する場合             企業立地等事業計画の認定を受けた日から３  

年を経過する日まで            条例別表第４に規定する家屋の改修をする場合   

家屋を賃借して、本社等を設置する場合      

別 表 第 ２ （ 第 28 条 ）  

       分    野                対 象 事 業         

環境・エネルギー関連分野        

環境への負荷の低減に資する素材、部材又は製品に  

係る技術及び新エネルギー等の技術を利用する事業  

のうち市長が指定するもの            

健康・医療関連分野           

健康・医療に関連する分野でのバイオテクノロジー  

その他の高度な技術を利用する事業のうち市長が指  

定するもの                   

自然科学研究関連分野          製品開発、技術開発又は試験等に係る研究     
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 横 浜 市 公 立 大 学 法 人 の 業 務 運 営 並 び に 財 務 及 び 会 計 に 関 す る 規 則

の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   平 成 30 年 ３ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 規 則 第 34 号  

   横 浜 市 公 立 大 学 法 人 の 業 務 運 営 並 び に 財 務 及 び 会 計 に 関  

   す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 横 浜 市 公 立 大 学 法 人 の 業 務 運 営 並 び に 財 務 及 び 会 計 に 関 す る 規 則

（ 平 成 17 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第 45 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 １ 条 の 次 に 次 の ２ 条 を 加 え る 。  

 （ 監 査 報 告 の 作 成 ）  

第 １ 条 の ２  法 第 13 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 作 成 す る 監 査 報 告 に は 、

次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  監 事 の 監 査 の 方 法 及 び そ の 内 容  

 (2)  法 人 の 業 務 が 、 法 令 等 に 従 っ て 適 正 に 実 施 さ れ て い る か ど う

か 及 び 中 期 目 標 の 着 実 な 達 成 に 向 け 効 果 的 か つ 効 率 的 に 実 施 さ

れ て い る か ど う か に つ い て の 意 見  

 (3)  法 人 の 役 員 の 職 務 の 執 行 が 法 令 等 に 適 合 す る こ と を 確 保 す る

た め の 体 制 そ の 他 法 人 の 業 務 の 適 正 を 確 保 す る た め の 体 制 の 整

備 及 び 運 用 に つ い て の 意 見  

 (4)  法 人 の 役 員 の 職 務 の 遂 行 に 関 し 、 不 正 の 行 為 又 は 法 令 等 に 違

反 す る 重 大 な 事 実 が あ っ た と き は 、 そ の 事 実  

 (5)  監 査 の た め の 必 要 な 調 査 が で き な か っ た と き は 、 そ の 旨 及 び

理 由  

 (6)  監 査 報 告 を 作 成 し た 日  

 （ 監 事 の 調 査 の 対 象 と な る 書 類 ）  

第 １ 条 の ３  法 第 13 条 第 ６ 項 第 ２ 号 の 規 則 で 定 め る 書 類 は 、 こ の 規

則 の 規 定 に 基 づ き 市 長 に 提 出 す る 書 類 と す る 。  

 第 ６ 条 か ら 第 ８ 条 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。  

第 ６ 条 か ら 第 ８ 条 ま で  削 除  

 第 10 条 中 「 第  221 号 」 の 次 に 「 。 以 下 「 会 計 基 準 」 と い う 。 」 を

加 え 、 同 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

 （ 事 業 報 告 書 の 作 成 ）  

第 10 条 の ２  法 第 34 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 作 成 す る 事 業 報 告 書 に は

、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  法 人 に 関 す る 基 礎 的 な 事 項 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の  

  ア  目 標 、 業 務 内 容 、 沿 革 、 設 立 に 係 る 根 拠 法 、 設 立 団 体 そ の  

   他 法 人 の 概 要  

  イ  事 務 所 （ 従 た る 事 務 所 を 含 む 。 ） の 所 在 地  

  ウ  資 本 金 の 額  



                     横 浜 市 報    号外第３ 平成30年３月30日 

53 

  エ  在 学 す る 学 生 の 数  

  オ  役 員 の 氏 名 、 役 職 及 び 就 任 年 月 日  

  カ  常 勤 職 員 の 数  

 (2)  事 業 に 関 す る 事 項  

 第 11 条 中 「 第 34 条 第 ４ 項 」 を 「 第 34 条 第 ３ 項 」 に 改 め 、 同 条 の 次

に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

 （ 会 計 監 査 報 告 の 作 成 ）  

第 11 条 の ２  法 第 35 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 作 成 す る 会 計 監 査 報 告 に

は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  会 計 監 査 人 の 監 査 の 方 法 及 び そ の 内 容  

 (2)  財 務 諸 表 （ 利 益 の 処 分 又 は 損 失 の 処 理 に 関 す る 書 類 を 除 く 。

以 下 同 じ 。 ） が 法 人 の 財 政 状 態 、 運 営 状 況 、 収 支 状 況 等 を 全 て

の 重 要 な 点 に お い て 適 正 に 表 示 し て い る か ど う か に つ い て の 意

見 が あ る と き は 、 次 の ア か ら ウ ま で に 掲 げ る 意 見 の 区 分 に 応 じ

、 当 該 ア か ら ウ ま で に 定 め る 事 項  

  ア  無 限 定 適 正 意 見  監 査 の 対 象 と な っ た 財 務 諸 表 が 会 計 基 準

そ の 他 の 一 般 に 公 正 妥 当 と 認 め ら れ る 会 計 の 慣 行 に 準 拠 し て

、 法 人 の 財 政 状 態 、 運 営 状 況 、 収 支 状 況 等 を 全 て の 重 要 な 点

に お い て 適 正 に 表 示 し て い る と 認 め ら れ る 旨  

  イ  除 外 事 項 を 付 し た 限 定 付 適 正 意 見  監 査 の 対 象 と な っ た 財

務 諸 表 が 除 外 事 項 を 除 き 会 計 基 準 そ の 他 の 一 般 に 公 正 妥 当 と

認 め ら れ る 会 計 の 慣 行 に 準 拠 し て 、 法 人 の 財 政 状 態 、 運 営 状

況 、 収 支 状 況 等 を 全 て の 重 要 な 点 に お い て 適 正 に 表 示 し て い

る と 認 め ら れ る 旨 及 び 除 外 事 項  

  ウ  不 適 正 意 見  監 査 の 対 象 と な っ た 財 務 諸 表 が 不 適 正 で あ る

旨 及 び そ の 理 由  

 (3)  前 号 の 意 見 が な い と き は 、 そ の 旨 及 び そ の 理 由  

 (4)  会 計 監 査 人 の 判 断 に 関 し て 説 明 を 付 す る 必 要 が あ る 事 項 又 は

財 務 諸 表 の 内 容 の う ち 強 調 す る 必 要 が あ る 事 項  

 (5)  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 利 益 の 処 分 又 は 損 失 の 処 理 に 関

す る 書 類 、 事 業 報 告 書 （ 会 計 に 関 す る 部 分 に 限 る 。 ） 及 び 決 算

報 告 書 に 関 し て 必 要 な 報 告  

 (6)  会 計 監 査 報 告 を 作 成 し た 日  

 第 14 条 中 「 第 40 条 第 ６ 項 」 を 「 第 40 条 第 ５ 項 」 に 改 め る 。  

 本 則 に 次 の ３ 条 を 加 え る 。  

 （ 内 部 組 織 ）  

第 18 条  法 第 56 条 の ２ 第 １ 号 に 規 定 す る 法 人 の 内 部 組 織 と し て 規 則

で 定 め る も の は 、 次 の と お り と す る 。  

 (1)  法 人 の 事 務 組 織 規 程 に 定 め る 室 及 び 部  

 (2)  法 人 の 学 則 に 定 め る 学 科 、 研 究 科 、 研 究 所 及 び セ ン タ ー  
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 (3)  法 人 の 学 則 に 定 め る 病 院 の 長 の 直 近 下 位 の 内 部 組 織  

 （ 管 理 又 は 監 督 の 地 位 ）  

第 19 条  法 第 56 条 の ２ 第 ２ 号 に 規 定 す る 管 理 又 は 監 督 の 地 位 と し て

規 則 で 定 め る も の は 、 法 人 の 学 則 に 定 め る 副 学 長 、 学 群 長 及 び 学

部 長 、 前 条 各 号 に 掲 げ る 内 部 組 織 の 長 並 び に 同 条 第 ３ 号 に 規 定 す

る 病 院 の 長 と す る 。  

 （ 業 務 実 績 等 報 告 書 ）  

第 20 条  法 第 78 条 の ２ 第 ２ 項 に 規 定 す る 報 告 書 に は 、 当 該 報 告 書 が

次 の 各 号 に 掲 げ る 報 告 書 の い ず れ に 該 当 す る か に 応 じ 、 当 該 各 号

に 定 め る 項 目 ご と に 自 ら 評 価 を 行 っ た 結 果 を 記 載 し な け れ ば な ら

な い 。  

 (1)  事 業 年 度 に お け る 業 務 の 実 績 及 び 当 該 実 績 に つ い て 自 ら 評 価

を 行 っ た 結 果 を 明 ら か に し た 報 告 書  当 該 事 業 年 度 に 係 る 年 度

計 画 に 定 め た 項 目  

 (2)  中 期 目 標 の 期 間 の 終 了 時 に 見 込 ま れ る 中 期 目 標 の 期 間 に お け

る 業 務 の 実 績 及 び 当 該 実 績 に つ い て 自 ら 評 価 を 行 っ た 結 果 を 明

ら か に し た 報 告 書 並 び に 中 期 目 標 の 期 間 に お け る 業 務 の 実 績 及

び 当 該 実 績 に つ い て 自 ら 評 価 を 行 っ た 結 果 を 明 ら か に し た 報 告

書  中 期 計 画 に 定 め た 項 目  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 平 成 30 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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 市 長 代 理 順 序 規 則 及 び 横 浜 市 副 市 長 事 務 分 担 規 則 の 一 部 を 改 正 す

る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   平 成 30 年 ３ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 規 則 第 35 号  

   市 長 代 理 順 序 規 則 及 び 横 浜 市 副 市 長 事 務 分 担 規 則 の 一 部  

   を 改 正 す る 規 則  

 （ 市 長 代 理 順 序 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  市 長 代 理 順 序 規 則 （ 平 成 ７ 年 ６ 月 横 浜 市 規 則 第 71 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  本 則 中  

 「 第 ２ 順 位  柏 崎  誠 副 市 長  

  第 ３ 順 位  平 原  敏 英 副 市 長 」  

 を  

 「 第 ２ 順 位  平 原  敏 英 副 市 長  

  第 ３ 順 位  小 林  一 美 副 市 長  

  第 ４ 順 位  荒 木 田  百 合 副 市 長 」  

 に 改 め る 。  

 （ 横 浜 市 副 市 長 事 務 分 担 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  横 浜 市 副 市 長 事 務 分 担 規 則 （ 昭 和 34 年 ６ 月 横 浜 市 規 則 第 20

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ２ 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  （ 分 担 事 務 ）  

 第 ２ 条  副 市 長 は 、 お お む ね 次 の 区 分 に よ り 、 そ の 事 務 を 担 任 す

る 。  

  渡 辺 巧 教 副 市 長  

  (1)  総 務 局 に 属 す る 事 務  

  (2)  財 政 局 に 属 す る 事 務  

  (3)  国 際 局 に 属 す る 事 務  

  (4)  経 済 局 に 属 す る 事 務  

  (5)  会 計 室 に 属 す る 事 務  

  (6)  港 北 区 に 属 す る 事 務  

  (7)  緑 区 に 属 す る 事 務  

  (8)  青 葉 区 に 属 す る 事 務  

  (9)  都 筑 区 に 属 す る 事 務  

  (10)  選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 、 人 事 委 員 会 事 務 局 、 監 査 事 務 局 及  

   び 議 会 局 に 関 す る 事 務  

  平 原 敏 英 副 市 長  

  (1)  建 築 局 に 属 す る 事 務  

  (2)  都 市 整 備 局 に 属 す る 事 務  
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  (3)  道 路 局 に 属 す る 事 務  

  (4)  港 湾 局 に 属 す る 事 務  

  (5)  交 通 局 に 属 す る 事 務  

  (6)  旭 区 に 属 す る 事 務  

  (7)  戸 塚 区 に 属 す る 事 務  

  (8)  栄 区 に 属 す る 事 務  

  (9)  泉 区 に 属 す る 事 務  

  (10)  瀬 谷 区 に 属 す る 事 務  

  小 林 一 美 副 市 長  

  (1)  温 暖 化 対 策 統 括 本 部 に 属 す る 事 務  

  (2)  政 策 局 に 属 す る 事 務  

  (3)  市 民 局 に 属 す る 事 務  

  (4)  環 境 創 造 局 に 属 す る 事 務  

  (5)  資 源 循 環 局 に 属 す る 事 務  

  (6)  消 防 局 に 属 す る 事 務  

  (7)  水 道 局 に 属 す る 事 務  

  (8)  中 区 に 属 す る 事 務  

  (9)  南 区 に 属 す る 事 務  

  (10)  港 南 区 に 属 す る 事 務  

  (11)  磯 子 区 に 属 す る 事 務  

  (12)  金 沢 区 に 属 す る 事 務  

  荒 木 田 百 合 副 市 長  

  (1)  文 化 観 光 局 に 属 す る 事 務  

  (2)  こ ど も 青 少 年 局 に 属 す る 事 務  

  (3)  健 康 福 祉 局 に 属 す る 事 務  

  (4)  医 療 局 及 び 医 療 局 病 院 経 営 本 部 に 属 す る 事 務  

  (5)  教 育 に 関 す る 事 務  

  (6)  鶴 見 区 に 属 す る 事 務  

  (7)  神 奈 川 区 に 属 す る 事 務  

  (8)  西 区 に 属 す る 事 務  

  (9)  保 土 ケ 谷 区 に 属 す る 事 務  

  第 ３ 条 第 ２ 項 中 「 、 特 区 」 を 削 り 、 同 条 第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 を 次

の よ う に 改 め る 。  

 ３  公 共 工 事 等 の 技 術 的 事 項 に 関 す る 調 整 は 、 平 原 敏 英 副 市 長 が

掌 理 す る 。  

 ４  区 政 に 共 通 す る 事 項 の 調 整 は 、 小 林 一 美 副 市 長 が 掌 理 す る 。  

  第 ４ 条 第 １ 項 各 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  (1)  渡 辺 巧 教 副 市 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 欠 け た と き 。  

  副 市 長      掌  理  す  る  事  務      

 局 に 属 す る 事 務 等   区 に 属 す る 事 務   
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平 原 敏 英 副 市 長  総 務 局 及 び 財 政 局 に 属

す る 事 務  

港 北 区 に 属 す る 事 務  

小 林 一 美 副 市 長  国 際 局 及 び 経 済 局 に 属

す る 事 務  

緑 区 に 属 す る 事 務  

荒 木 田 百 合 副 市

長  

会 計 室 に 属 す る 事 務 並

び に 選 挙 管 理 委 員 会 事

務 局 、 人 事 委 員 会 事 務

局 、 監 査 事 務 局 及 び 議

会 局 に 関 す る 事 務  

青 葉 区 及 び 都 筑 区 に

属 す る 事 務  

  (2)  平 原 敏 英 副 市 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 欠 け た と き 。  

  副 市 長      掌  理  す  る  事  務  

局 に 属 す る 事 務   区 に 属 す る 事 務  

渡 辺 巧 教 副 市 長  建 築 局 及 び 都 市 整 備 局

に 属 す る 事 務  

旭 区 に 属 す る 事 務  

小 林 一 美 副 市 長  道 路 局 及 び 港 湾 局 に 属

す る 事 務  

戸 塚 区 に 属 す る 事 務  

荒 木 田 百 合 副 市

長  

交 通 局 に 属 す る 事 務  栄 区 、 泉 区 及 び 瀬 谷

区 に 属 す る 事 務  

  (3)  小 林 一 美 副 市 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 欠 け た と き 。  

  副 市 長      掌  理  す  る  事  務  

 局 に 属 す る 事 務 等   区 に 属 す る 事 務  

渡 辺 巧 教 副 市 長  政 策 局 及 び 水 道 局 に 属

す る 事 務  

中 区 及 び 南 区 に 属 す

る 事 務  

平 原 敏 英 副 市 長  温 暖 化 対 策 統 括 本 部 、

環 境 創 造 局 及 び 資 源 循

環 局 に 属 す る 事 務  

港 南 区 に 属 す る 事 務  

荒 木 田 百 合 副 市

長  

市 民 局 及 び 消 防 局 に 属

す る 事 務  

磯 子 区 及 び 金 沢 区 に

属 す る 事 務  

  (4)  荒 木 田 百 合 副 市 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 欠 け た と き 。  

  副 市 長      掌  理  す  る  事  務  

 局 に 属 す る 事 務 等   区 に 属 す る 事 務  

渡 辺 巧 教 副 市 長  健 康 福 祉 局 、 医 療 局 及

び 医 療 局 病 院 経 営 本 部

に 属 す る 事 務  

鶴 見 区 に 属 す る 事 務  

平 原 敏 英 副 市 長  文 化 観 光 局 及 び こ ど も

青 少 年 局 に 属 す る 事 務  

神 奈 川 区 に 属 す る 事

務  

小 林 一 美 副 市 長  教 育 に 関 す る 事 務  西 区 及 び 保 土 ケ 谷 区

に 属 す る 事 務  

  第 ４ 条 第 ２ 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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 ２  ２ 人 の 副 市 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は ２ 人 の 副 市 長 が 欠 け た  

  と き は 、 そ の 担 任 事 務 は 、 次 に 定 め る と こ ろ に 従 い 、 他 の 副 市  

  長 が 掌 理 す る 。  

  (1)  渡 辺 巧 教 副 市 長 及 び 平 原 敏 英 副 市 長 に 事 故 が あ る と き 、 又

は 欠 け た と き 。  

  副 市 長      掌  理  す  る  事  務  

 局 に 属 す る 事 務 等   区 に 属 す る 事 務  

小 林 一 美 副 市 長  総 務 局 、 財 政 局 、 国 際

局 、 経 済 局 及 び 会 計 室

に 属 す る 事 務 並 び に 選

挙 管 理 委 員 会 事 務 局 、

人 事 委 員 会 事 務 局 、 監

査 事 務 局 及 び 議 会 局 に

関 す る 事 務  

港 北 区 、 緑 区 、 青 葉

区 及 び 都 筑 区 に 属 す

る 事 務  

荒 木 田 百 合 副 市

長  

建 築 局 、 都 市 整 備 局 、

道 路 局 、 港 湾 局 及 び 交

通 局 に 属 す る 事 務  

旭 区 、 戸 塚 区 、 栄 区

、 泉 区 及 び 瀬 谷 区 に

属 す る 事 務  

  (2)  渡 辺 巧 教 副 市 長 及 び 小 林 一 美 副 市 長 に 事 故 が あ る と き 、 又

は 欠 け た と き 。  

  副 市 長      掌  理  す  る  事  務  

 局 に 属 す る 事 務 等   区 に 属 す る 事 務  

平 原 敏 英 副 市 長  総 務 局 、 財 政 局 、 国 際

局 、 経 済 局 及 び 会 計 室

に 属 す る 事 務 並 び に 選

挙 管 理 委 員 会 事 務 局 、

人 事 委 員 会 事 務 局 、 監

査 事 務 局 及 び 議 会 局 に

関 す る 事 務  

港 北 区 、 緑 区 、 青 葉

区 及 び 都 筑 区 に 属 す

る 事 務  

荒 木 田 百 合 副 市

長  

温 暖 化 対 策 統 括 本 部 、

政 策 局 、 市 民 局 、 環 境

創 造 局 、 資 源 循 環 局 、

消 防 局 及 び 水 道 局 に 属

す る 事 務  

中 区 、 南 区 、 港 南 区

、 磯 子 区 及 び 金 沢 区

に 属 す る 事 務  

  (3)  渡 辺 巧 教 副 市 長 及 び 荒 木 田 百 合 副 市 長 に 事 故 が あ る と き 、

又 は 欠 け た と き 。  

  副 市 長      掌  理  す  る  事  務  

 局 に 属 す る 事 務 等   区 に 属 す る 事 務  

平 原 敏 英 副 市 長  総 務 局 、 財 政 局 、 国 際

局 、 経 済 局 及 び 会 計 室

に 属 す る 事 務 並 び に 選  

港 北 区 、 緑 区 、 青 葉

区 及 び 都 筑 区 に 属 す

る 事 務   
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 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 、

人 事 委 員 会 事 務 局 、 監

査 事 務 局 及 び 議 会 局 に

関 す る 事 務  

 

小 林 一 美 副 市 長  文 化 観 光 局 、 こ ど も 青

少 年 局 、 健 康 福 祉 局 、

医 療 局 及 び 医 療 局 病 院

経 営 本 部 に 属 す る 事 務

並 び に 教 育 に 関 す る 事

務  

鶴 見 区 、 神 奈 川 区 、

西 区 及 び 保 土 ケ 谷 区

に 属 す る 事 務  

  (4)  平 原 敏 英 副 市 長 及 び 小 林 一 美 副 市 長 に 事 故 が あ る と き 、 又

は 欠 け た と き 。  

  副 市 長      掌  理  す  る  事  務  

 局 に 属 す る 事 務 等   区 に 属 す る 事 務  

渡 辺 巧 教 副 市 長  建 築 局 、 都 市 整 備 局 、

道 路 局 、 港 湾 局 及 び 交

通 局 に 属 す る 事 務  

旭 区 、 戸 塚 区 、 栄 区

、 泉 区 及 び 瀬 谷 区 に

属 す る 事 務  

荒 木 田 百 合 副 市

長  

温 暖 化 対 策 統 括 本 部 、

政 策 局 、 市 民 局 、 環 境

創 造 局 、 資 源 循 環 局 、

消 防 局 及 び 水 道 局 に 属

す る 事 務  

中 区 、 南 区 、 港 南 区

、 磯 子 区 及 び 金 沢 区

に 属 す る 事 務  

  (5)  平 原 敏 英 副 市 長 及 び 荒 木 田 百 合 副 市 長 に 事 故 が あ る と き 、

又 は 欠 け た と き 。  

  副 市 長      掌  理  す  る  事  務  

 局 に 属 す る 事 務 等   区 に 属 す る 事 務  

渡 辺 巧 教 副 市 長  建 築 局 、 都 市 整 備 局 、

道 路 局 、 港 湾 局 及 び 交

通 局 に 属 す る 事 務  

旭 区 、 戸 塚 区 、 栄 区

、 泉 区 及 び 瀬 谷 区 に

属 す る 事 務  

小 林 一 美 副 市 長  文 化 観 光 局 、 こ ど も 青

少 年 局 、 健 康 福 祉 局 、

医 療 局 及 び 医 療 局 病 院

経 営 本 部 に 属 す る 事 務

並 び に 教 育 に 関 す る 事

務  

鶴 見 区 、 神 奈 川 区 、

西 区 及 び 保 土 ケ 谷 区

に 属 す る 事 務  

  (6)  小 林 一 美 副 市 長 及 び 荒 木 田 百 合 副 市 長 に 事 故 が あ る と き 、

又 は 欠 け た と き 。  

  副 市 長      掌  理  す  る  事  務  

 局 に 属 す る 事 務 等   区 に 属 す る 事 務  

渡 辺 巧 教 副 市 長  温 暖 化 対 策 統 括 本 部 、  中 区 、 南 区 、 港 南 区   
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 政 策 局 、 市 民 局 、 環 境

創 造 局 、 資 源 循 環 局 、

消 防 局 及 び 水 道 局 に 属

す る 事 務  

、 磯 子 区 及 び 金 沢 区

に 属 す る 事 務  

平 原 敏 英 副 市 長  文 化 観 光 局 、 こ ど も 青

少 年 局 、 健 康 福 祉 局 、

医 療 局 及 び 医 療 局 病 院

経 営 本 部 に 属 す る 事 務

並 び に 教 育 に 関 す る 事

務  

鶴 見 区 、 神 奈 川 区 、

西 区 及 び 保 土 ケ 谷 区

に 属 す る 事 務  

  第 ４ 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  ３ 人 の 副 市 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は ３ 人 の 副 市 長 が 欠 け た

と き は 、 そ の 担 任 事 務 は 、 他 の 副 市 長 が 掌 理 す る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 平 成 30 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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 横 浜 市 事 務 分 掌 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   平 成 30 年 ３ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 規 則 第 36 号  

   横 浜 市 事 務 分 掌 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 （ 横 浜 市 事 務 分 掌 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  横 浜 市 事 務 分 掌 規 則 （ 昭 和 27 年 10 月 横 浜 市 規 則 第 68 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 １ 条 の ２ 第 １ 項 の 表 中  

 「  

大 都 市 制 度 推

進 室  

         」  

 を  

 「  

大 都 市 制 度 ・

広 域 行 政 室  

         」  

 に 、  

 「  

 ス ポ ー ツ 振 興

部  

ス ポ ー ツ 振 興 課 、 ラ グ

ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ ・

オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ

ン ピ ッ ク 推 進 課  

                          」     

 を  

 「  

ス ポ ー ツ 統 括

室  

ス ポ ー ツ 振 興

部  

ス ポ ー ツ 振 興 課  

オ リ ン ピ ッ ク

・ パ ラ リ ン ピ

ッ ク 推 進 部  

オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ

ン ピ ッ ク 推 進 課  

ラ グ ビ ー ワ ー

ル ド カ ッ プ 20  

19 推 進 部  

ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ

プ 2019 推 進 課  

                          」     

 に 、  

 「  

総 務 課 、 経 済 企 画 課  
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誘 致 推 進 課 、 産 業 立 地

調 整 課  

             」  

 を  

 「  

総 務 課 、 企 画 調 整 課  

 

企 業 誘 致 ・ 立 地 課 、 国

際 ビ ジ ネ ス 課 、 新 産 業

創 造 課  

             」  

 に 、  

 「  

高 齢 健 康 福 祉 課 、 高 齢

在 宅 支 援 課 、 高 齢 施 設

課 、 介 護 保 険 課 、 介 護

事 業 指 導 課  

             」  

 を  

 「  

高 齢 健 康 福 祉 課 、 地 域

包 括 ケ ア 推 進 課 、 高 齢

在 宅 支 援 課 、 高 齢 施 設

課 、 介 護 保 険 課 、 介 護

事 業 指 導 課  

             」  

 に 、  

 「        

  病 院 経 営 部  病 院 経 営 課 、 看 護 師 キ

ャ リ ア 支 援 課  

 再 整 備 部  再 整 備 課  

                          」     

 を  

 「  

  

 

病 院 経 営 部  

 

病 院 経 営 課 、 看 護 師 キ

ャ リ ア 支 援 課  

                          」     

 に 、  
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 「  

み ど り ア ッ プ 推 進 課 、

全 国 都 市 緑 化 フ ェ ア 推

進 課 、 緑 地 保 全 推 進 課

、 農 政 推 進 課 、 農 業 振

興 課  

             」  

 を  

 「  

み ど り ア ッ プ 推 進 課 、

緑 地 保 全 推 進 課 、 農 政

推 進 課 、 農 業 振 興 課  

             」  

 に 、  

 「  

業 務 課 、 車 両 課  

             」  

 を  

 「  

業 務 課 、 街 の 美 化 推 進

課 、 車 両 課  

             」  

 に 、  

 「  

施 設 課 、 処 分 地 管 理 課  

             」  

 を  

 「  

施 設 課 、 処 分 地 管 理 課

、 施 設 計 画 課  

             」  

 に 改 め る 。  

  第 ２ 条 大 都 市 制 度 推 進 室 の 項 中 「 大 都 市 制 度 推 進 室 」 を 「 大 都

市 制 度 ・ 広 域 行 政 室 」 に 改 め る 。  

  第 ３ 条 総 務 部 の 項 管 理 課 の 部 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (3)  横 浜 市 市 庁 舎 商 業 施 設 運 営 事 業 者 選 定 評 価 委 員 会 に 関 す る

こ と 。  

  第 ３ 条 人 事 部 の 項 労 務 課 の 部 中 第 ７ 号 を 第 11 号 と し 、 第 ６ 号 を
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第 10 号 と し 、 第 ５ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (6)  人 事 、 給 与 等 の 業 務 の シ ス テ ム の 開 発 、 管 理 及 び 運 用 に 関  

   す る こ と 。  

  (7)  庶 務 事 務 シ ス テ ム の 開 発 、 管 理 及 び 運 用 に 関 す る こ と 。  

  (8)  庶 務 事 務 集 中 セ ン タ ー の 管 理 及 び 運 営 に 関 す る こ と 。  

  (9)  庶 務 事 務 シ ス テ ム を 利 用 す る 職 員 等 に 係 る 手 当 等 の 認 定 等  

   に 関 す る こ と 。  

  第 ３ 条 し ご と 改 革 室 の 項 Ｉ Ｃ Ｔ 基 盤 管 理 課 の 部 中 第 ３ 号 か ら 第

６ 号 ま で を 削 る 。  

  第 ３ 条 の ２ 財 政 部 の 項 財 源 課 の 部 中 第 ４ 号 を 削 り 、 第 ５ 号 を 第

４ 号 と し 、 第 ６ 号 か ら 第 11 号 ま で を １ 号 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 条 公 共

施 設 ・ 事 業 調 整 室 の 款 公 共 施 設 ・ 事 業 調 整 課 の 部 第 ３ 号 中 「 コ ス

ト 縮 減 及 び 」 を 削 る 。  

  第 ３ 条 の ３ 国 際 政 策 部 の 項 政 策 総 務 課 の 部 中 第 ７ 号 を 第 ８ 号 と

し 、 第 ６ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (7)  旅 券 事 務 所 の 設 置 に 関 す る こ と 。  

  第 ３ 条 の ３ 国 際 政 策 部 の 項 国 際 連 携 課 の 部 第 ６ 号 中 「 の 誘 致 等  

 」 を 削 る 。  

  第 ４ 条 ス ポ ー ツ 振 興 部 の 項 を 削 り 、 第 ４ 条 に 次 の よ う に 加 え る  

 。  

   ス ポ ー ツ 統 括 室  

    ス ポ ー ツ 振 興 部  

     ス ポ ー ツ 振 興 課  

  (1)  ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 振 興 施 策 の 総 合 的 な 企 画 、 調

整 及 び 実 施 に 関 す る こ と （ 他 の 局 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く

。 ） 。  

  (2)  ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 の 整 備 及 び 運 営 に 関 す る

こ と （ 他 の 局 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ） 。  

  (3)  ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン イ ベ ン ト の 企 画 、 誘 致 及 び 開

催 に 関 す る こ と （ 他 の 局 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ） 。  

  (4)  区 役 所 の ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 振 興 の 支 援 に 関 す る

こ と 。  

  (5)  公 益 財 団 法 人 横 浜 市 体 育 協 会 に 関 す る こ と 。  

  (6)  市 民 ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 関 係 団 体 に 関 す る こ と （

他 の 局 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ） 。  

  (7)  横 浜 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 の 策 定 に 関 す る こ と 。  

  (8)  横 浜 市 ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会 に 関 す る こ と （ 教 育 委 員 会 の 主

管 に 属 す る も の を 除 く 。 ） 。  

  (9)  ス ポ ー ツ 推 進 委 員 に 関 す る こ と 。  

  (10)  室 内 他 の 部 の 主 管 に 属 し な い こ と 。  
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    オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 推 進 部  

     オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 推 進 課  

  (1)  第 32 回 オ リ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 及 び 第 16 回 パ ラ リ ン ピ ッ ク 競

技 大 会 に 関 連 す る 施 策 に 係 る 総 合 調 整 に 関 す る こ と （ 環 境 創

造 局 公 園 緑 地 部 会 場 整 備 課 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ） 。  

    ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ 2019 推 進 部  

     ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ 2019 推 進 課  

  (1)  ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ 2019 に 関 連 す る 施 策 に 係 る 総 合 調

整 に 関 す る こ と （ 環 境 創 造 局 公 園 緑 地 部 会 場 整 備 課 の 主 管 に

属 す る も の を 除 く 。 ） 。  

  第 ４ 条 の ３ 政 策 調 整 部 の 項 中 「 経 済 企 画 課 」 を 「 企 画 調 整 課 」

に 改 め 、 同 条 成 長 戦 略 推 進 部 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

    成 長 戦 略 推 進 部  

     企 業 誘 致 ・ 立 地 課  

  (1)  企 業 等 の 横 浜 市 へ の 誘 致 に 関 す る こ と （ 国 際 ビ ジ ネ ス 課 の  

   分 掌 事 務 第 １ 号 に 係 る も の を 除 く 。 ） 。  

  (2)  横 浜 市 企 業 等 誘 致 推 進 本 部 に 関 す る こ と 。  

  (3)  産 業 集 積 の 促 進 及 び 研 究 開 発 拠 点 の 形 成 に 関 す る こ と 。  

  (4)  事 業 所 の 適 正 立 地 及 び 立 地 環 境 等 に 係 る 調 査 及 び 企 画 に 関  

   す る こ と 。  

  (5)  経 済 施 策 に 関 す る 土 地 利 用 の 調 整 に 関 す る こ と 。  

  (6)  工 場 立 地 法 （ 昭 和 34 年 法 律 第 24 号 ） に 基 づ く 届 出 及 び 勧 告  

   に 関 す る こ と 。  

  (7)  部 内 他 の 課 の 主 管 に 属 し な い こ と 。  

     国 際 ビ ジ ネ ス 課  

  (1)  海 外 の 企 業 等 の 横 浜 市 へ の 誘 致 に 関 す る こ と 。  

  (2)  市 内 企 業 の 海 外 展 開 の 推 進 に 関 す る こ と 。  

  (3)  海 外 に 設 置 す る 事 務 所 に お け る 経 済 交 流 の 連 絡 調 整 に 関 す  

   る こ と 。  

  (4)  株 式 会 社 横 浜 イ ン ポ ー ト マ ー ト に 関 す る こ と 。  

  (5)  貿 易 関 係 団 体 等 に 関 す る こ と 。  

     新 産 業 創 造 課  

  (1)  Ｉ Ｔ 関 連 等 の 新 産 業 及 び 新 事 業 の 創 出 及 び 集 積 に 係 る 総 合  

   調 整 に 関 す る こ と 。  

  (2)  市 内 企 業 等 に お け る 革 新 的 技 術 の 活 用 の 促 進 に 関 す る こ と  

   。  

  第 ４ 条 の ３ 市 民 経 済 労 働 部 の 項 商 業 振 興 課 の 部 中 第 ４ 号 を 第 ７  

 と し 、 第 ３ 号 の 次 に 次 の ３ 号 を 加 え る 。  

  (4)  大 規 模 商 業 施 設 の 適 正 立 地 及 び 立 地 環 境 等 に 係 る 調 査 、 企

画 及 び 指 導 に 関 す る こ と （ 中 小 企 業 振 興 部 も の づ く り 支 援 課
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の 分 掌 事 務 第 １ 号 に 係 る も の を 除 く 。 ） 。  

  (5)  大 規 模 小 売 店 舗 立 地 法 （ 平 成 10 年 法 律 第 91 号 ） に 基 づ く 意

見 、 勧 告 そ の 他 同 法 の 施 行 に 関 す る こ と 。  

  (6)  横 浜 市 大 規 模 小 売 店 舗 立 地 審 議 会 に 関 す る こ と 。   

  第 ４ 条 の ３ 市 民 経 済 労 働 部 の 項 雇 用 労 働 課 の 部 第 ３ 号 中 「 政 策

調 整 部 経 済 企 画 課 」 を 「 政 策 調 整 部 企 画 調 整 課 」 に 改 め る 。  

  第 ６ 条 高 齢 健 康 福 祉 部 の 項 高 齢 健 康 福 祉 課 の 部 中 第 ３ 号 を 削 り

、 第 ４ 号 を 第 ３ 号 と し 、 第 ５ 号 か ら 第 ９ 号 ま で を １ 号 ず つ 繰 り 上

げ 、 同 部 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。  

     地 域 包 括 ケ ア 推 進 課  

  (1)  地 域 包 括 ケ ア の 推 進 に 関 す る こ と 。  

  (2)  高 齢 者 の 一 般 介 護 予 防 事 業 に 関 す る こ と 。  

  (3)  高 齢 者 の 生 活 支 援 体 制 整 備 事 業 に 関 す る こ と 。  

  第 ６ 条 高 齢 健 康 福 祉 部 の 項 高 齢 在 宅 支 援 課 の 部 中 第 ３ 号 を 削 り

、 第 ４ 号 を 第 ３ 号 と し 、 第 ５ 号 を 第 ４ 号 と し 、 第 ６ 号 を 第 ５ 号 と

し 、 同 条 健 康 安 全 部 の 項 生 活 衛 生 課 の 部 中 第 ６ 号 を 第 ７ 号 と し 、

第 ５ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (6)  住 宅 宿 泊 事 業 法 （ 平 成 29 年 法 律 第 65 号 ） に 基 づ く 届 出 等 （  

文 化 観 光 局 及 び 建 築 局 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ） 及 び 同

法 に 係 る 事 務 の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。  

  第 ６ 条 の ２ 再 整 備 部 の 項 を 削 る 。  

  第 ６ 条 の ３ み ど り ア ッ プ 推 進 部 の 項 み ど り ア ッ プ 推 進 課 の 部 第

18 号 中 「 第 ７ 章 に 基 づ く 緑 化 施 設 整 備 計 画 」 を 「 第 ６ 章 第 ２ 節 に

基 づ く 市 民 緑 地 設 置 管 理 計 画 」 に 改 め 、 同 部 中 第 31 号 を 第 32 号 と

し 、 同 部 第 30 号 中 「 第 25 号 」 を 「 第 26 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 部 第

31 号 と し 、 同 部 中 第 19 号 か ら 第 29 号 ま で を １ 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第

18 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (19)  都 市 緑 地 法 第 ７ 章 に 基 づ く 緑 地 保 全 ・ 緑 化 推 進 法 人 の 指 定

等 に 関 す る こ と 。  

  第 ６ 条 の ３ み ど り ア ッ プ 推 進 部 の 項 全 国 都 市 緑 化 フ ェ ア 推 進 課

の 部 を 削 り 、 同 条 公 園 緑 地 部 の 項 動 物 園 課 の 部 中 第 １ 号 を 削 り 、

第 ２ 号 を 第 １ 号 と し 、 同 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (2)  動 物 園 基 金 に 関 す る こ と 。  

  第 ６ 条 の ３ 公 園 緑 地 部 の 項 動 物 園 課 の 部 第 ３ 号 中 「 （ 公 園 緑 地

整 備 課 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 同 部 中 第 ５ 号 を

第 12 号 と し 、 第 ４ 号 を 第 11 号 と し 、 第 ３ 号 の 次 に 次 の ７ 号 を 加 え

る 。  

  (4)  動 物 園 並 び に 横 浜 動 物 の 森 公 園 （ 動 物 園 を 除 く 。 ） 、 野 毛

山 公 園 （ 動 物 園 を 除 く 。 ） 及 び 金 沢 自 然 公 園 （ 動 物 園 を 除 く

。 ） （ 以 下 「 動 物 園 等 」 と い う 。 ） の 管 理 （ 権 利 の 得 喪 又 は
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変 更 を 伴 う も の を 除 く 。 ） に 関 す る こ と 。  

  (5)  動 物 園 等 の 使 用 及 び 占 用 に 関 す る こ と 。  

  (6)  動 物 園 等 の 使 用 料 の 徴 収 等 に 関 す る こ と 。  

  (7)  動 物 園 等 に お け る 禁 止 行 為 及 び 制 限 行 為 等 の 是 正 指 導 等 に

関 す る こ と 。  

  (8)  動 物 園 等 に お け る 都 市 公 園 法 第 27 条 及 び 横 浜 市 公 園 条 例 （

昭 和 33 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 11 号 ） 第 19 条 の 規 定 に よ る 監 督 処

分 に 関 す る こ と 。  

  (9)  動 物 園 の 運 営 及 び 維 持 に 関 す る こ と （ 公 園 緑 地 整 備 課 の 主

管 に 属 す る も の を 除 く 。 ） 。  

  (10)  横 浜 動 物 の 森 公 園 に お け る 公 園 緑 地 の 建 設 用 地 （ 里 山 ガ ー

デ ン に 限 る 。 ） の 管 理 等 に 関 す る こ と 。  

  第 ６ 条 の ３ 公 園 緑 地 部 の 項 公 園 緑 地 整 備 課 の 部 第 ４ 号 中 「 関 す

る こ と 」 の 次 に 「 （ 動 物 園 課 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ） 」 を

加 え 、 同 部 中 第 ６ 号 を 削 り 、 第 ７ 号 を 第 ６ 号 と し 、 第 ８ 号 を 第 ７

号 と す る 。  

  第 ７ 条 家 庭 系 対 策 部 の 項 業 務 課 の 部 第 ８ 号 中 「 （ 地 域 共 同 浄 化

槽 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 削 り 、 「 処 分 」 を 「 前 処 理 」 に 改 め

、 同 部 中 第 ９ 号 か ら 第 14 号 ま で を 削 り 、 同 部 第 15 号 中 「 及 び 浄 化

槽 」 を 削 り 、 同 号 を 同 部 第 ９ 号 と し 、 同 部 中 第 16 号 を 第 10 号 と し

、 第 17 号 か ら 第 20 号 ま で を 削 り 、 第 21 号 を 第 11 号 と し 、 第 22 号 を

第 12 号 と し 、 同 部 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。  

     街 の 美 化 推 進 課  

  (1)  街 の 美 化 の 推 進 に 関 す る こ と （ 他 の 局 及 び 部 の 主 管 に 属 す  

   る も の を 除 く 。 ） 。  

  (2)  不 法 投 棄 廃 棄 物 に 関 す る こ と 。  

  (3)  横 浜 市 放 置 自 動 車 及 び 沈 船 等 廃 物 判 定 委 員 会 に 関 す る こ と  

   。  

  (4)  公 衆 便 所 及 び 移 動 ト イ レ に 関 す る こ と 。   

  (5)  環 境 事 業 推 進 委 員 に 関 す る こ と 。  

  第 ７ 条 事 業 系 対 策 部 の 項 一 般 廃 棄 物 対 策 課 の 部 中 第 ６ 号 を 第 12

号 と し 、 第 ５ 号 の 次 に 次 の ６ 号 を 加 え る 。  

  (6)  浄 化 槽 の 設 置 に 係 る 届 出 の 受 理 及 び 審 査 並 び に 指 導 監 督 に  

   関 す る こ と 。  

  (7)  浄 化 槽 の 維 持 管 理 状 況 に 係 る 報 告 そ の 他 浄 化 槽 に 係 る 届 出  

   の 受 理 及 び 指 導 に 関 す る こ と 。  

  (8)  浄 化 槽 の 維 持 管 理 に つ い て の 指 導 監 督 に 関 す る こ と 。  

  (9)  浄 化 槽 清 掃 業 の 許 可 及 び 指 導 監 督 に 関 す る こ と 。  

  (10)  浄 化 槽 関 係 団 体 の 指 導 に 関 す る こ と 。  

  (11)  そ の 他 浄 化 槽 に 関 す る こ と （ 家 庭 系 対 策 部 業 務 課 及 び 環 境
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創 造 局 下 水 道 管 路 部 管 路 保 全 課 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。

） 。  

  第 ７ 条 適 正 処 理 計 画 部 の 項 施 設 課 の 部 第 １ 号 中 「 並 び に 調 査 研

究 」 を 削 り 、 同 部 第 ２ 号 を 削 り 、 同 部 第 ３ 号 中 「 及 び 併 設 施 設 の

工 事 」 を 「 の 工 事 及 び 更 新 」 に 、 「 並 び に 調 査 研 究 に 関 す る こ と

」 を 「 に 関 す る こ と （ 施 設 計 画 課 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ）

」 に 改 め 、 同 号 を 同 部 第 ２ 号 と し 、 同 部 中 第 ４ 号 か ら 第 ６ 号 ま で

を 削 り 、 第 ７ 号 を 第 ３ 号 と し 、 第 ８ 号 を 第 ４ 号 と し 、 第 ９ 号 を 削

り 、 第 10 号 を 第 ５ 号 と し 、 同 項 処 分 地 管 理 課 の 部 の 次 に 次 の よ う

に 加 え る 。  

     施 設 計 画 課  

  (1)  焼 却 工 場 及 び そ の 併 設 施 設 の 更 新 に 関 す る こ と 。  

  (2)  焼 却 工 場 の 長 寿 命 化 に 係 る 工 事 に 関 す る こ と 。  

  (3)  局 所 管 施 設 の 建 築 工 事 に 係 る 設 計 及 び 施 行 に 関 す る こ と 。  

  (4)  局 所 管 施 設 の 工 事 に 関 す る 技 術 基 準 等 の 作 成 及 び 指 導 に 関  

   す る こ と 。  

  (5)  局 所 管 施 設 の 工 事 に 係 る 設 計 単 価 、 歩 掛 り 等 の 作 成 及 び 調  

   整 に 関 す る こ と 。  

  (6)  局 所 管 施 設 の 工 事 に 係 る 検 査 及 び 安 全 管 理 等 に 関 す る こ と  

   。  

  (7)  局 所 管 の 国 庫 補 助 事 業 に 係 る 会 計 実 地 検 査 の 連 絡 調 整 に 関  

   す る こ と 。  

  第 ８ 条 企 画 部 の 項 建 築 防 災 課 の 部 第 ２ 号 中 「 第 16 号 か ら 第 18 号

ま で 」 を 「 第 17 号 か ら 第 19 号 ま で 」 に 改 め 、 同 部 第 ９ 号 中 「 平 成

７ 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 19 号 」 を 「 平 成 28 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 62 号

」 に 改 め 、 同 条 建 築 監 察 部 の 項 違 反 対 策 課 の 部 中 第 ７ 号 を 第 ８ 号

と し 、 第 ６ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。   

  (7)  住 宅 宿 泊 事 業 法 第 ６ 条 の 規 定 に 違 反 す る 建 築 物 の 是 正 指 導

及 び 措 置 に 関 す る こ と （ 建 築 指 導 部 建 築 指 導 課 及 び 健 康 福 祉

局 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ） 。  

  第 ８ 条 建 築 指 導 部 の 項 情 報 相 談 課 の 部 第 ２ 号 中 「 建 築 、 開 発 行

為 等 （ 都 市 計 画 法 等 に 基 づ く 開 発 行 為 、 住 宅 地 造 成 事 業 及 び 宅 地

造 成 工 事 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 開 発 事 業 調 整 条 例 に 基 づ く 手

続 に 係 る 統 計 並 び に 」 を 「 建 築 確 認 等 の 統 計 及 び 」 に 改 め 、 同 部

中 第 14 号 を 第 15 号 と し 、 第 13 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (14)  住 宅 宿 泊 事 業 法 第 ６ 条 の 規 定 に 違 反 す る 建 築 物 の 調 査 及 び

報 告 に 関 す る こ と （ 建 築 指 導 課 及 び 健 康 福 祉 局 の 主 管 に 属 す

る も の を 除 く 。 ） 。  

  第 ８ 条 建 築 指 導 部 の 項 建 築 指 導 課 の 部 中 第 18 号 を 第 19 号 と し 、

第 17 号 を 第 18 号 と し 、 第 16 号 を 第 17 号 と し 、 第 15 号 の 次 に 次 の １
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号 を 加 え る 。  

  (16)  住 宅 宿 泊 事 業 法 第 ６ 条 の 規 定 に よ る 安 全 の 確 保 に 対 す る 指

導 に 関 す る こ と （ 健 康 福 祉 局 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ）

。  

  第 ８ 条 宅 地 審 査 部 の 項 宅 地 審 査 課 の 部 第 １ 号 中 「 開 発 行 為 等 」

の 次 に 「 （ 都 市 計 画 法 等 に 基 づ く 開 発 行 為 、 住 宅 地 造 成 事 業 及 び

宅 地 造 成 工 事 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 調 整 区 域 課 の

部 に 次 の １ 号 を 加 え る 。    

  (15)  開 発 行 為 等 及 び 開 発 事 業 調 整 条 例 に 基 づ く 手 続 に 係 る 統 計  

   並 び に そ の 報 告 に 関 す る こ と 。  

  第 ９ 条 都 心 再 生 部 の 項 都 心 再 生 課 の 部 第 11 号 中 「 関 す る こ と 」

の 次 に 「 （ 市 街 地 整 備 部 市 街 地 整 備 調 整 課 の 分 掌 事 務 第 ２ 号 に 係

る も の を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 市 街 地 整 備 部 の 項 市 街 地 整 備 調

整 課 の 部 第 ２ 号 中 「 又 は 再 開 発 会 社 」 を 「 、 再 開 発 会 社 等 」 に 改

め 、 「 第 一 種 市 街 地 再 開 発 事 業 」 の 次 に 「 及 び 土 地 区 画 整 理 法 （

昭 和 29 年 法 律 第  119 号 ） に 基 づ き 個 人 施 行 者 、 土 地 区 画 整 理 組 合

、 区 画 整 理 会 社 等 が 施 行 す る 土 地 区 画 整 理 事 業 」 を 加 え 、 同 項 市

街 地 整 備 推 進 課 の 部 第 １ 号 中 「 関 す る こ と 」 の 次 に 「 （ 市 街 地 整

備 調 整 課 の 分 掌 事 務 第 ２ 号 に 係 る も の を 除 く 。 ） 」 を 加 え る 。  

  第 10 条 政 策 調 整 部 の 項 政 策 調 整 課 の 部 第 ６ 号 中 「 及 び 調 整 」 を

「 、 調 整 、 調 査 及 び 設 計 」 に 改 め 、 同 条 港 湾 管 財 部 の 項 管 財 第 一

課 の 部 中 第 16 号 を 第 17 号 と し 、 第 ３ 号 か ら 第 15 号 ま で を １ 号 ず つ

繰 り 下 げ 、 第 ２ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (3)  海 岸 保 全 区 域 台 帳 の 管 理 に 関 す る こ と 。  

  第 10 条 建 設 保 全 部 の 項 保 全 管 理 課 の 部 中 第 18 号 を 第 19 号 と し 、

第 ７ 号 か ら 第 17 号 ま で を １ 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 ６ 号 の 次 に 次 の １

号 を 加 え る 。  

  (7)  海 岸 保 全 区 域 内 の 工 事 の 許 可 等 に 関 す る こ と 。  

 （ 地 方 公 営 企 業 法 第 39 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ き 市 長 が 定 め る 職 に  

 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  地 方 公 営 企 業 法 第 39 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ き 市 長 が 定 め る

職 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 41 年 12 月 横 浜 市 規 則 第 81 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

  第 ２ 条 第 ３ 号 ア 中 「 技 師 長 」 の 次 に 「 、 副 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

部 長 」 を 加 え 、 同 号 イ 中 「 並 び に 再 整 備 部 再 整 備 課 」 を 削 り 、 「

及 び 経 営 経 理 係 長 」 を 「 、 経 営 企 画 係 長 及 び 経 理 担 当 係 長 」 に 改

め る 。  

 （ 横 浜 市 一 般 職 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部  

 改 正 ）  

第 ３ 条  横 浜 市 一 般 職 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （
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平 成 22 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第 27 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ４ 条 第 １ 項 第 ４ 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  (4)  資 源 循 環 局 適 正 処 理 計 画 部 処 分 地 管 理 課 適 正 管 理 係  

 （ 横 浜 市 区 役 所 事 務 分 掌 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 ４ 条  横 浜 市 区 役 所 事 務 分 掌 規 則 （ 昭 和 52 年 ６ 月 横 浜 市 規 則 第 68

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ２ 条 第 １ 項 総 務 部 の 項 戸 籍 課 の 部 第 ５ 号 中 「 、 金 沢 」 を 削 る  

 。  

 （ 横 浜 市 消 防 局 組 織 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 ５ 条  横 浜 市 消 防 局 組 織 規 則 （ 昭 和 38 年 10 月 横 浜 市 規 則 第 61 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ２ 条 第 ３ 項 予 防 部 の 項 保 安 課 の 部 に 次 の ３ 号 を 加 え る 。  

    (13)  高 圧 ガ ス 保 安 法 （ 昭 和 26 年 法 律 第  204 号 ） に 係 る 調 査  

     及 び 企 画 に 関 す る こ と 。  

    (14)  高 圧 ガ ス 保 安 法 に 係 る 規 制 、 査 察 、 指 導 等 に 関 す る こ  

     と 。  

    (15)  高 圧 ガ ス に よ る 事 故 及 び 災 害 に 係 る 行 政 措 置 に 関 す る  

     こ と 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 規 則 は 、 平 成 30 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 第 １ 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 事

務 分 掌 規 則 の 規 定 に よ る 次 表 の 左 欄 に 掲 げ る 部 等 も し く は 課 の 部

長 、 室 長 、 課 長 若 し く は 担 当 係 長 に 補 せ ら れ 、 又 は こ れ ら の 課 に

勤 務 を 命 ぜ ら れ て い る 者 は 、 別 段 の 辞 令 が 発 せ ら れ な い 限 り 、 こ

の 規 則 の 施 行 の 日 に お い て 、 そ れ ぞ れ 第 １ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後

の 横 浜 市 事 務 分 掌 規 則 の 規 定 に よ る 同 表 の 右 欄 に 掲 げ る 部 等 若 し

く は 課 の 部 長 、 室 長 、 課 長 若 し く は 担 当 係 長 に 補 せ ら れ 、 又 は こ

れ ら の 課 に 勤 務 を 命 ぜ ら れ た も の と す る 。  

 局  部 等   課   局   室  部 等   課  

政 策 局  

 

 

 

 

 

 

市 民 局  

 

大 都 市

制 度 推

進 室  

 

 

 

 

ス ポ ー

ツ 振 興  

 

 

 

 

大 都 市

制 度 推

進 課  

 

 

政 策 局  

 

 

 

 

 

 

市 民 局  

 

 

 

 

 

 

 

 

ス ポ ー

ツ 統 括  

大 都 市

制 度 ・

広 域 行

政 室  

 

 

 

ス ポ ー

ツ 振 興  

 

 

 

 

大 都 市

制 度 推

進 課  
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経 済 局  

部  

 

 

 

政 策 調

整 部  

 

ス ポ ー

ツ 振 興

課  

経 済 企

画 課  

 

 

 

 

経 済 局  

室  部  

 

 

 

政 策 調

整 部  

 

ス ポ ー

ツ 振 興

課  

企 画 調

整 課  

３  こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 決 裁 処 理 の 過 程 に あ る 事 案 の 処 理 に つ

い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  
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 横 浜 市 職 員 に 対 す る 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 規 則 等 の 一 部

を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   平 成 30 年 ３ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 規 則 第 37 号  

   横 浜 市 職 員 に 対 す る 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 規 則  

   等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 （ 横 浜 市 職 員 に 対 す る 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部  

 改 正 ）  

第 １ 条  横 浜 市 職 員 に 対 す る 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 規 則 （

平 成 24 年 ５ 月 横 浜 市 規 則 第 62 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  別 表 第 １ 中  

 「  

最 高 情 報 統 括 責 任 者 補 佐 監 又 は 最

高 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 責 任 者 補 佐 監  

 100 分 の 19.5  

 

総 務 局 危 機 管 理 室 危 機 管 理 部 緊 急

対 策 課 担 当 課 長  

 100 分 の 19  

 

                          」     

 を  

 「  

最 高 情 報 統 括 責 任 者 補 佐 監 又 は 最

高 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 責 任 者 補 佐 監  

 100 分 の 19.5  

 

                          」  

 に 改 め る 。  

  別 表 第 ２ 第 ２ 号 の 表 中  

 「  

校 長 又 は 校 長 代 理 の 職 に あ る 職 員   100 分 の 55.0  

                          」  

 を  

 「  

校 長 又 は 校 長 代 理 の 職 に あ る 職 員   100 分 の 53.9  

                          」  

 に 改 め る 。  

 （ 横 浜 市 旅 費 条 例 別 表 旅 費 額 の 適 用 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  横 浜 市 旅 費 条 例 別 表 旅 費 額 の 適 用 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 62 年

３ 月 横 浜 市 規 則 第 59 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  表 中 「 、 最 高 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 責 任 者 補 佐 監 及 び 総 務 局 危 機 管

理 室 危 機 管 理 部 緊 急 対 策 課 担 当 課 長 」 を 「 及 び 最 高 情 報 セ キ ュ リ
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テ ィ 責 任 者 補 佐 監 」 に 改 め る 。  

 （ 横 浜 市 外 国 旅 行 の 旅 費 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 ３ 条  横 浜 市 外 国 旅 行 の 旅 費 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 35 年 ５ 月 横 浜 市

規 則 第 32 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  別 表 第 １ 備 考 ２ の 表 中 「 、 最 高 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 責 任 者 補 佐 監  

 及 び 総 務 局 危 機 管 理 室 危 機 管 理 部 緊 急 対 策 課 担 当 課 長 」 を 「 及 び  

 最 高 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 責 任 者 補 佐 監 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 規 則 は 、 平 成 30 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  第 ２ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 旅 費 条 例 別 表 旅 費 額 の 適 用

に 関 す る 規 則 及 び 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 外 国 旅 行 の

旅 費 に 関 す る 規 則 の 規 定 は 、 こ の 規 則 の 施 行 の 日 以 後 に 出 発 す る

旅 行 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 出 発 し た 旅 行 に つ い て は 、 な お 従

前 の 例 に よ る 。  
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 横 浜 市 工 業 技 術 支 援 セ ン タ ー 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

を こ こ に 公 布 す る 。  

   平 成 30 年 ３ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 規 則 第 38 号  

   横 浜 市 工 業 技 術 支 援 セ ン タ ー 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正  

   す る 規 則  

 横 浜 市 工 業 技 術 支 援 セ ン タ ー 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 39 年 ３ 月 横 浜 市

規 則 第 23 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 別 表 中 「 試 験 試 料 の 作 成 」 を 「 試 験 試 料 の 作 製 」 に 、  

「     

断 面 作 成      同    16,600 円   を  

                         」   

「  

断 面 作 製      同    16,600 円   

に  

集 束 イ オ ン ビ ー ム 加

工 観 察 装 置 に よ る も

の  

１ 試 料 １ 加 工 面

に つ き  
  19,100 円   

１ 加 工 面 の 追 加

（ 同 一 試 料 に 限

る 。 ）  

 

   9,500 円   

                         ｣  

改 め 、 同 表 備 考 ４ 中 「 皮 膜 試 験 」 の 次 に 「 若 し く は 集 束 イ オ ン ビ ー

ム 加 工 観 察 装 置 に よ る 試 験 試 料 の 作 製 」 を 加 え 、 同 表 備 考 ５ 中 「 皮

膜 試 験 」 の 次 に 「 及 び 集 束 イ オ ン ビ ー ム 加 工 観 察 装 置 に よ る 試 験 試

料 の 作 製 」 を 加 え る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 平 成 30 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に

公 布 す る 。  

   平 成 30 年 ３ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 規 則 第 39 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 36 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第 10

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 11 条 の ２ 中 「 す べ て 」 を 「 全 て 」 に 改 め 、 「 の 納 期 の 」 の 次 に

「 保 険 料 の 」 を 加 え 、 同 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

 （ 賦 課 額 が 変 更 と な る 場 合 の 各 納 期 の 保 険 料 の 納 付 額 の 取 扱 い ）  

第 11 条 の ２ の ２  保 険 料 の 賦 課 額 の 決 定 後 に 当 該 賦 課 額 が 増 額 と な

る 場 合 の 各 納 期 の 保 険 料 の 納 付 額 に つ い て は 、 条 例 第 18 条 第 ２ 項

の 規 定 に か か わ ら ず 、 増 額 後 の 賦 課 額 か ら 既 に 経 過 し た 各 納 期 の

保 険 料 の 納 付 額 の 合 計 額 を 控 除 し て 得 た 額 を 当 該 増 額 後 に 到 来 す

る 各 納 期 の 保 険 料 の 納 付 額 に 均 等 に 増 額 す る も の と す る 。  

２  保 険 料 の 賦 課 額 の 決 定 後 に 当 該 賦 課 額 が 減 額 と な る 場 合 の 各 納

期 の 保 険 料 の 納 付 額 に つ い て は 、 条 例 第 18 条 第 ２ 項 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 減 額 前 の 賦 課 額 か ら 減 額 後 の 賦 課 額 を 控 除 し て 得 た 額 を

当 該 減 額 後 に 到 来 す る 各 納 期 の 保 険 料 の 納 付 額 か ら 均 等 に 減 額 す

る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 控 除 し て 得 た 額 が 当 該 減

額 後 に 到 来 す る 各 納 期 の 保 険 料 の 納 付 額 の 合 計 額 を 上 回 る と き は

、 当 該 上 回 る 額 を 既 に 経 過 し た 各 納 期 の 保 険 料 の 納 付 額 の う ち 直

近 の 納 期 に 係 る も の か ら 順 に 減 額 す る も の と す る 。  

３  前 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 世 帯 主 の 世 帯 に 属 す る 全 て の 被 保

険 者 が そ の 資 格 を 喪 失 し た 日 以 後 に 保 険 料 の 賦 課 額 が 増 額 又 は 減

額 と な る 場 合 で あ っ て 、 増 額 又 は 減 額 後 の 賦 課 額 が 既 に 経 過 し た

各 納 期 の 保 険 料 の 納 付 額 の 合 計 額 を 上 回 る と き は 、 当 該 上 回 る 額

を 増 額 又 は 減 額 後 の 最 初 の 納 期 の 保 険 料 の 納 付 額 と す る も の と す

る 。  

４  第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 増 額 又 は 減 額 後 の 各 納 期 の 保 険

料 の 納 付 額 に  100 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 金 額 を 当 該 増

額 又 は 減 額 後 の 最 初 の 納 期 の 保 険 料 の 納 付 額 に 合 算 す る 。  

５  前 各 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 区 長 は 、 こ れ ら の 規 定 に よ り 難 い

と 認 め る と き は 、 別 に 各 納 期 の 保 険 料 の 納 付 額 を 定 め る こ と が で

き る 。  

 第 11 条 の ３ の 見 出 し 中 「 過 不 足 額 」 を 「 納 付 額 の 変 更 」 に 改 め 、

同 条 中 「 被 保 険 者 数 、 市 民 税 額 等 の 異 動 に よ る 賦 課 額 の 変 更 に よ り

、 既 に 納 付 さ れ た 各 納 期 の 」 を 「 条 例 第 15 条 に 規 定 す る 基 礎 控 除 後

の 総 所 得 金 額 等 、 被 保 険 者 数 等 の 異 動 に よ り 、 既 に 納 期 の 経 過 し た



                     横 浜 市 報    号外第３ 平成30年３月30日 

76 

」 に 改 め 、 「 納 付 額 が 」 の 次 に 「 増 額 又 は 減 額 と な る 場 合 の 取 扱 い

に つ い て は 」 を 加 え る 。  

 第 12 条 第 １ 項 中 「 そ の 世 帯 」 を 「 そ の 世 帯 主 の 世 帯 」 に 、 「 第 29

条 の ７ 第 ２ 項 第 ９ 号 イ 」 を 「 第 29 条 の ７ 第 ２ 項 第 ８ 号 イ 」 に 改 め 、

同 条 第 ４ 項 中 「 そ の 世 帯 」 を 「 そ の 世 帯 主 の 世 帯 」 に 改 め る 。  

 付 則 第 １ 号 様 式 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 

 



横　浜　市　報　　　　号外第３　平成30年３月30日

77

付則第１号様式 （表） 

有効期限 

番号 

性別 

横 浜 市 
印 

記号 

(退職被保険者)適用年月日 

氏名 

生年月日 

住所 

世帯主氏名 

交付年月日 

保険者番号 

発行区名 

(縦5.4センチメートル、横8.6センチメートル）

神奈川県
国民健康保険
被保険者証

交付者名
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 付 則 第 ２ 号 様 式 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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付則第２号様式 （表） 

有効期限 

番号 

性別 

横 浜 市 
印 

記号 

(退職被扶養者)適用年月日 

氏名 

生年月日 

住所 

世帯主氏名 

交付年月日 

保険者番号 

発行区名 

（縦5.4センチメートル、横8.6センチメートル）  

神奈川県
国民健康保険
被保険者証

交付者名
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 付 則 第 ３ 号 様 式 中 「 ○ 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 等 受 療 証 」 を 「

○ 神 奈 川 県 国 民 健 康 保 険 退 職 被 保 険 者 等 受 療 証 」 に 改 め 、 「 40 － 」

を 削 り 、  

「  

保  

険  

者  

名    称     横      浜      市  

所  在  地     横 浜 市 中 区 港 町 １ 丁 目 １ 番 地  

番    号   

                             」  

を  

「  

交  

付  

者  

名    称     横      浜      市  

所  在  地   

保 険 者 番 号   

                             」  

に 改 め る 。  

 第 ３ 号 様 式 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 

 

６ ７  

６ ７  

退  

退  
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第３号様式 

有効期限 

  番号  記号  

適用開始年月日 

  氏名 

  生年月日    性別 

  住所 

  世帯主氏名 

  交付年月日 

  保険者番号 交付者名 

横 浜 市 
印 

  発行区名 

（縦5.4センチメートル、横8.6センチメートル） 

神奈川県
国民健康保険
被保険者証

（表） 
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 第 ４ 号 様 式 表 面 中 「 国 民 健 康 保 険 高 齢 受 給 者 証 」 を 「 神 奈 川 県 国

民 健 康 保 険 高 齢 受 給 者 証 」 に 、 「 保 険 者 の 名 称 」 を 「 交 付 者 の 名 称

」 に 改 め 、 同 様 式 裏 面 中 「 国 民 健 康 保 険 高 齢 受 給 者 証 」 を 「 神 奈 川

県 国 民 健 康 保 険 高 齢 受 給 者 証 」 に 改 め る 。  

 第 ５ 号 様 式 表 面 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 

 

 



横　浜　市　報　　　　号外第３　平成30年３月30日

83

 
 
                        （表）                                      
 
          （表） 
 

 
 
    

有効 期限             まで 
交付年月日             交付 

 
 

神奈川県国民健康保険被保険者資格証明書 

  記  号 番号 

住所 

氏名 

 

世 

帯 

主 

氏名 

生年月日 

資格種別 

男・女 

１ 一般被保険者 ２ 退職被保険者 
３ ２の被扶養者 

被 

保 

険 

者 

 
交付者の名称

及び印並びに 
保 険 者 番 号 

 
横  浜  市 
 
        

  
印 

発 行 局 課 

この証明書で診療を受けるときは、診療費用の全額を支払ってくださ

い。 

（備考） 

余白に適宜注意事項等について記載することができる。 

第５号様式 
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 第 ６ 号 様 式 の ２ 中  

「  

保  

険  

者  

保 険 者 の 番 号

並 び に 保 険 者

の 名 称 及 び 印  

 発 行 局 課  

           」  

を  

「  

交  

付  

者  

交 付 者 の 名 称  

及 び 印 並 び に  

保 険 者 番 号  

 発 行 局 課  

           」  

に 改 め 、 「 前 に 国 民 健 康 保 険 」 の 次 に 「 の 世 帯 主 」 を 加 え る 。  

 第 ８ 号 様 式 表 面 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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神 奈 川 県 国 民 健 康 保 険 

食事療養（生活療養）標準負担額減額認定証 

（表） 

（注意）１ 裏面を参照してください。 

 ２ 長期入院該当年月日欄に交付者印がない場合は、長期入院該当ではありませ

ん。 

(縦 12.8 センチメートル、横 9.1センチメートル) 

有 効 期 限 年   月   日 

交付年月日   年 月   日 

被 保 険 者 証 

記 号 ・ 番 号 

世 

帯 

主 

住 所 

氏 名 

氏 名 男・女 

生 年 月 日

発 効 期 日

長期入院該当年月日   年   月   日から 
交付 

者印 

交 付 者 の 名 称 

及 び 印 並 び に 

保 険 者 番 号 

横 浜 市 

印 

減
額
対
象
者

第８号様式 
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 第 15 号 様 式 表 面 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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第 15 号様式 
（表）

（注意）裏面を参照してください。

（縦 12.8 センチメートル、横 9.1 センチメートル） 

有 効 期 限   年   月   日

交付年月日   年 月   日

認 定 疾 病 名

被 保 険 者 証

記 号 ・ 番 号

氏 名

生 年 月 日 性別

発   効  期  日

自 己 負 担

限 度 額

交　付　者　の　名　称

及　び　印　並　び　に

保　険　者　番　号

  横 浜 市

印

神奈川県国民健康保険特定疾病療養受療証

被
保
険
者
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 第 15 号 様 式 の ２ 表 面 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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（表） 

（縦 12.8 センチメートル、横 9.1 センチメートル） 
（備考） 

余白に適宜注意事項等を記載することができる。 

有効期限    年   月   日 

交付年月日   年   月   日 
被 保 険 者 証 
記 号 ・ 番 号 

世 
帯 
主 

住 所 

氏 名 

氏 名 男・女 

生 年 月 日 

発  効  期  日 

適  用  区  分 

交  付  者  の  名  称
及  び  印  並  び  に
保    険    者    番   号

  横 浜 市 

印 

神奈川県国民健康保険限度額適用認定証 

適
用
対
象
者

第15号様式の２
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 第 15 号 様 式 の ２ 裏 面 中 「 国 民 健 康 保 険 限 度 額 適 用 認 定 証 」 を 「 神

奈 川 県 国 民 健 康 保 険 限 度 額 適 用 認 定 証 」 に 改 め 、 「 (2)  高 齢 受 給 者

証 の 交 付 を 受 け る こ と が で き る よ う に な っ た と き 。」 を 削 り 、 「 (3)

」 を 「 (2) 」 に 、 「 (4) 」 を 「 (3) 」 に 改 め る 。  

 第 15 号 様 式 の ３ 表 面 中 「 国 民 健 康 保 険 限 度 額 適 用 ・ 標 準 負 担 額 減

額 認 定 証 」 を 「 神 奈 川 県 国 民 健 康 保 険 限 度 額 適 用 ・ 標 準 負 担 額 減 額

認 定 証 」 に 、 「 保 険 者 印 」 を 「 交 付 者 印 」 に 、 「 保 険 者 の 名 称 」 を

「 交 付 者 の 名 称 」 に 改 め 、 同 様 式 裏 面 中 「 国 民 健 康 保 険 限 度 額 適 用

・ 標 準 負 担 額 減 額 認 定 証 」 を 「 神 奈 川 県 国 民 健 康 保 険 限 度 額 適 用 ・

標 準 負 担 額 減 額 認 定 証 」 に 改 め る 。  

 第 15 号 様 式 の ４ 表 面 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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第 15号様式の４ 

（表） 

（注意）長期入院該当年月日欄に交付者印がない場合は、長期入院該当ではありません。 

（縦 12.8センチメートル、横 9.1センチメートル） 

（備考） 

１ この証は、非課税世帯に属する被保険者のうち、70 歳未満の者に交付するものとする。 

２ 余白に適宜注意事項等を記載することができる。 

有 効 期 限 年   月   日 

交付年月日   年 月   日 

被 保 険 者 証 

記 号 ・ 番 号 

世 

帯 

主 

住 所 

氏 名 

氏 名 男・女 

生 年 月 日

発 効 期 日

適 用 区 分

長 期 入 院 該 当 年 月 日 年   月   日 
交付 

者印 

交 付 者 の 名 称

及 び 印 並 び に 

保 険 者 番 号 

  横 浜 市 

印 

神 奈 川 県 国 民 健 康 保 険 限 度 額 適 用 ・ 標 準 負 担 額 減 額 認 定 証 

適

用
・
減

額

対

象

者
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 第 15 号 様 式 の ４ 裏 面 中 「 国 民 健 康 保 険 限 度 額 適 用 ・ 標 準 負 担 額 減

額 認 定 証 」 を 「 神 奈 川 県 国 民 健 康 保 険 限 度 額 適 用 ・ 標 準 負 担 額 減 額

認 定 証 」 に 改 め 、 「 (2)  高 齢 受 給 者 証 の 交 付 を 受 け る よ う に な っ た

と き 。 」 を 削 り 、 「 (3) 」 を 「 (2) 」 に 、 「 (4) 」 を 「 (3) 」 に 改 め る 。  

 第 20 号 様 式 表 面 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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（表） 

上記の者は、本市国民健康保険の特別療養給付を受ける資格を有することを証明します。 
   年   月   日 

横浜市 区長 □印

  保険医療機関等の名称
及び印並びに保険 

   医等の氏 
  名 

療養給付の記録 
○印

※ 傷 病 名 
※ 開 始 年 月 日
※ 入 院 年 月 日
※ 終 了 年 月 日
※ 転 帰 
※ 請 求 金 額
※ 備 考 

有効期間    年  月  日から  年  月　　日まで 

被 保 険 者 証 
記 号 ・ 番 号 
世 
帯 
主 

氏 名 

住 所 

受 
給 
者 

氏 名 

生 年 月 日 性別 男・女 

資 格 区 分   一 般 ・ ○退本 人 ・ ○退被扶養者 

現 住 所 

交 
付 
者 

保険者番号 

名 称 横 浜 市 

所 在 地 

神奈川県国民健康保険特別療養証明書 

第20号様式

（Ｂ５）
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 第 21 号 様 式 中 「 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 受 療 証 」 を 「 神 奈 川 県 国 民

健 康 保 険 被 保 険 者 受 療 証 」 に 改 め 、 「 40 － 」 を 削 り 、  

「  

保 

険 

者 

名  称      横      浜      市  

所 在 地      横 浜 市 中 区 港 町 １ 丁 目 １ 番 地  

番  号  
   

        
 

                             」  

を  

「  

交

付 

者 

名  称      横      浜      市  

所 在 地   

保険者番号 
   

        
 

                             」  

に 改 め る 。  

 第 36 号 様 式 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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第36号様式 

              年度国民健康保険の収入申立書         (    年中の収入) 

  (申立先) 

 横浜市      区長                             年  月  日 

       課     係あて 被保険者証番号   

住 所   

世 帯 主 氏 名   電話番号   

所得未確認者

氏 名 
  生年月日   

  

１    年 月 日の居住地について、いずれかに〇印を付け、②の場合は、住所を記入してください。 

① 上記の住所に居住 

② ①以外の住所の場合はその住所（国外の場合は国名）                        

２ 税金の申告を済ませた人は、申告年月日・申告先・申告書に記載した住所を記入してください。 

        年  月  日に                  へ申告済（税務署又は区役所の名称） 

    申告書に記載した住所                                      

３ 年金の支給を受けていた人は、その種類に○印を付け、  年１月１日から12月31日までの間の収入金額を

記入してください。 

① 国民年金の「老齢基礎年金」、「障害基礎年金」、「遺族基礎年金」、「寡婦年金」、「死亡一時金」 

② 厚生年金の「老齢厚生年金」、「障害厚生年金」、「障害手当金」、「遺族厚生年金」 

③ 共済年金の「退職共済年金」、「障害共済年金」、「障害一時金」、「遺族共済年金」 

      上記の期間における収入金額は              円です。 

      上記のうち、老齢基礎年金、老齢厚生年金、退職共済年金は              円です。 

４ 上記以外の収入があった人は、その種類に〇を付け、  年１月１日から12月31日までの間の収入金額を記

入してください。 

① 給与収入 

      上記の期間における収入金額は              円です。 

② 雇用保険法による失業等給付(失業保険金) 

      上記の期間における収入金額は              円です。 

③ ①、②以外の収入の場合はその名称                

      上記の期間における収入金額は              円です。 

５ 収入が全くなかった人は、   年１月１日から12月31日までの間の生活状況について記入してください。 

① 収入がある人に扶養されていた。 

     扶養していた人の住所                                     

     扶養していた人の氏名                所得未確認者との続柄           

② その他(具体的に記入してください。) 

                                                    

 

 

(Ｂ５) 
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 第 39 号 様 式 中 「 年 度  横 浜 市  国 民 健 康 保 険 料 納 付 書 （ 兼 領 収 書

） 」 を 「 横 浜 市  国 民 健 康 保 険 料 納 付 書 （ 兼 領 収 書 ） 」 に 改 め 、 「

保 険 料 額 」 を 削 る 。  

 第 39 号 様 式 の ２ 中 「 領 収 金 額 」 を 削 る 。  

 第 40 号 様 式 及 び 第 40 号 様 式 の ２ 中 「 保 険 料 額 」 を 削 る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 規 則 は 、 平 成 30 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に こ の 規 則 に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 国 民 健

康 保 険 条 例 施 行 規 則 の 規 定 に よ り 作 成 さ れ て い る 様 式 書 類 は 、 な

お 当 分 の 間 、 適 宜 修 正 の 上 使 用 す る こ と が で き る 。  
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 横 浜 市 建 築 基 準 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す

る 。  

   平 成 30 年 ３ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 規 則 第 40 号  

   横 浜 市 建 築 基 準 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 横 浜 市 建 築 基 準 法 施 行 細 則 （ 昭 和 38 年 ２ 月 横 浜 市 規 則 第 13 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 13 条 の 見 出 し を 「 （ 建 蔽 率 の 緩 和 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項 第 ３

号 中 「 （ 平 成 ７ 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 19 号 ） 第 ６ 条 第 １ 項 」 を 「 （ 平

成 28 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 62 号 ） 第 ８ 条 第 １ 項 」 に 、 「 第 ２ 条 第 ２ 号

」 を 「 第 ２ 条 第 ８ 号 」 に 、 「 整 備 用 地 」 を 「 後 退 用 地 」 に 改 め る 。  

 別 表 第 １ (1) の 項 中  

「  

条例第３条第１項第６号の規  

定が適用される建築物    

配置図       急傾斜地崩壊防止工事により整備されている  

範囲                   

                             」  

を  

「  

条例第３条第１項第６号の規  

定が適用される建築物    

配置図       条例第３条第１項第６号に規定する工事によ  

り整備されている範囲           

 条例第３条第  

１項第６号イ  

の規定が適用  

される建築物  

条例第３条第１項第  

６号イの規定に適合  

することの確認に必  

要な図書      

条例第３条第１項第６号イに規定する対策工  

事等その他これに類する土砂災害の防止に関  

する工事であることを確認するために必要な  

事項                   

                             」  

に 改 め る 。  

 第 ２ 号 様 式 中 「 建 ぺ い 率 」 を 「 建 蔽 率 」 に 、 「 計 画 建 ぺ い 率 」 を

「 計 画 建 蔽 率 」 に 改 め る 。  

 第 ７ 号 様 式 正 本 注 意 ３ 及 び 同 様 式 副 本 注 意 ３ 中 「 建 ぺ い 率 」 を 「

建 蔽 率 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 平 成 30 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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 横 浜 市 予 算 、 決 算 及 び 金 銭 会 計 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ

に 公 布 す る 。  

   平 成 30 年 ３ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子   

横 浜 市 規 則 第 41 号  

   横 浜 市 予 算 、 決 算 及 び 金 銭 会 計 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規  

   則  

 横 浜 市 予 算 、 決 算 及 び 金 銭 会 計 規 則 （ 昭 和 39 年 ３ 月 横 浜 市 規 則 第

57 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 54 条 第 ２ 項 第 45 号 及 び 第 46 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 (45)  教 育 委 員 会 事 務 局 人 権 健 康 教 育 部 人 権 教 育 ・ 児 童 生 徒 課 長  

 (46)  教 育 委 員 会 事 務 局 人 権 健 康 教 育 部 健 康 教 育 課 長  

 第 55 条 第 ２ 項 第 47 号 の ３ の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

 (47) の ４  高 圧 ガ ス 保 安 法 （ 昭 和 26 年 法 律 第  204  消 防 局 総 務 部 総  

  号 ） の 規 定 に 基 づ き 行 わ れ る 高 圧 ガ ス の 製 造  務 課 長  

  、 高 圧 ガ ス の 製 造 の た め の 施 設 若 し く は 第 一  

  種 貯 蔵 所 の 位 置 等 の 変 更 の 工 事 、 製 造 を す る  

  高 圧 ガ ス の 種 類 若 し く は 製 造 の 方 法 の 変 更 又  

  は 高 圧 ガ ス の 貯 蔵 所 の 設 置 の 許 可 、 高 圧 ガ ス  

  の 製 造 の た め の 施 設 又 は 第 一 種 貯 蔵 所 の 完 成  

  検 査 、 輸 入 を し た 高 圧 ガ ス 及 び そ の 容 器 の 検  

  査 、 特 定 施 設 の 保 安 検 査 、 容 器 検 査 、 容 器 再  

  検 査 、 附 属 品 検 査 、 附 属 品 再 検 査 、 容 器 検 査  

  所 の 登 録 又 は 登 録 の 更 新 並 び に 容 器 に 充 填 す  

  る 高 圧 ガ ス の 種 類 又 は 圧 力 の 変 更 に 係 る 刻 印  

  等 に 関 す る 手 数 料  

 第 55 条 第 ３ 項 第 28 号 及 び 第 29 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 (28) 及 び (29)  削 除  

 第  100 条 第 １ 項 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

 (10)  第 １ 号 及 び 第 ２ 号 に 掲 げ る 歳 入 に 係 る 延 滞 金 並 び に 第 ３ 号 、  

  第 ４ 号 及 び 第 ７ 号 に 掲 げ る 歳 入 に 係 る 遅 延 損 害 金  

 第  124 条 第 １ 項 第 49 号 か ら 第 51 号 ま で を 削 る 。  

 第  126 条 第 １ 項 第 ３ 号 を 削 り 、 同 項 第 ４ 号 中 「 前 ３ 号 」 を 「 前 ２

号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ３ 号 と す る 。  

 第  127 条 中 「 、 第 47 号 及 び 第 49 号 か ら 第 51 号 ま で 」 を 「 及 び 第 47

号 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 平 成 30 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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告 示  

 

横 浜 市 告 示 第  157 号  

   公 印 の 新 調  

 次 の と お り 公 印 を 新 調 す る 。  

   平 成 30 年 ３ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

公 印 の 名 称  
使 用 開 始

年 月 日  
印    影  

横 浜 市 資 源 循 環 局 街 の 美 化

推 進 課 長 印  

平 成 30 年  

４ 月 １ 日  

  

    

（ 方 21 ミ リ メ ー ト ル ）  

 

 

 

 


